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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　　序章　ふたつの月が夜空を照らし、







　ふたつの月が夜空を照らし、銀の河が小さな星を降ふらす頃

　地上にも小さな星が明かりを灯ともし、夏の夜を銀色に染そめる

　ラ　スターティカ！

　澄すみ渡る歌声が夏の夜を祝う

　ラ　スターティカ　エディオ！

　恋人たちは木こ陰かげに集つどい　甘い囁ささやきを交かわす

　樹きとひとが結ばれたように

　二人の魂たましいが結ばれるように、と







　皇おう子じは、楼樹の幹に寄っかかったまま、まだ胸を喘あえがせていた。

　まだかな？　早く来すぎちゃったかな？

　ここまで一気に駆かけ上がって来たせいで、まだ心しん臓ぞうがドキドキしている。

　もしかして場所が分わからなくなったのかな？

　ここに来さえすればすぐに会える、子どもらしい性急さでそう思い込んでいたせいで、楼樹の根元に誰もいないと分かった時にはちょっとムッとしたぐらいだ。

　スターティカの花火に間に合うようにって言ったのに……。

　皇子は大きく息をつくと、改めて眼がん下かの街まちを見み下おろした。

　街路樹にも街の広場にもきらきらと明かりが瞬またたき、人々の持つ小さな発はつ光こう石せきまで淡い光を放って揺ゆれ動いているのが見える。

　家々の戸口には古いしきたりに従って楼樹の小さな苗なえ木ぎや子どもの背を越こすぐらいの若木が飾かざられ、それがまた大きな街路樹と同じように星のイルミネーションをまとっているのだ。

　樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうではもちろん、皇おう家けの樹が星をまとう。

　その夜は広大な庭園の隅すみ々ずみまで小さな明かりが揺ゆれ、まるで空の星をそっくりそのまま地上に移したかのように無数の星がきらめくのだ。

　それがスターティカ……樹雷の夏の星祭りの風景なのである。

　街の広場には淡い色の薄うす物ものをまとった人々が集つどい、鈴や笛の音に合わせてステップを踏ふむ若者たちの回りでやんやの喝かつ采さいが起きる。

　もう少し年かさの恋人たちは透すき通とおったブルーの飲み物を手に噴ふん水すいのまわりに腰こし掛かけ、その前を子どもたちが走り抜けていく。

　誰もが聖なる夜を祝い、樹とひとが初めて結ばれた遠い昔の伝説に思いを馳はせる。

　この樹雷の星に三人の女神が降おり立ち、初めて樹と言葉を交かわした夜のことを。

　最初に樹雷の皇おうとなった少年は遠い星から来たのだ、と言う。

　そして樹とひとはパートナーとなり、樹雷皇家の基もととなったのだ、と。

　だから恋人たちは樹の下で誓ちかい合うのだ。

　二人の愛が祝福され、永遠に結ばれるように……と。

「どうせ待たされるんならもっとゆっくり広場、見てくればよかったなあ」

　皇子は、星に飾られた楼樹を見上げた。

　楼樹の枝は天てん蓋がいのように横に張り出し、流線形の葉を風にそよがせている。

　銀の裏にイルミネーションが映はえてつやつやと光っているところは皇家の樹そっくりだ。

　皇子は今年八歳……退屈な儀ぎ式しきを抜け出して冒険を始めるにはちょうどよい年齢になった。

　実際、しょっちゅう皇宮を抜け出しては街の広場やこの見晴らしの丘で遊んでいるので、近この衛え兵へいも終しまいには笑いながら探さがしに来るようになった程ほどである。

　だけど今日は特別なんだ！

　皇子は楼樹の下から離れ、伸のび上がるようにして丘に続く道を見下ろした。

「由ゆ厨ず葉は……」

　ちょっと恥はずかしくなって視線を逸そらす。

　そういえば家も、両親の名前も、全然知らないのだ。

　年も知らない。

　でも年上だということは分かる。

　皇子は女の子の年が分かるほど大人ではなかったが、それでもふとした身のこなしや眼まな差ざしでそれと知れるものなのだ。

「……まだかなあ」

　皇子は自分が落ち着きなく行ったり来たりしていることに気づき、気き恥はずかしく思った。

　これじゃご主人様を待ってる犬みたいじゃないか！

　ぼくは樹雷皇家の第一皇子なんだ。

　もうちょっと皇子らしくしてないとあの子に笑われちゃう！

　皇子が道からわずかに目を逸そらした時だった。

　どぉんという音と共に夜空にぱっと光の花が散った。

　花火だ！

　皇子は一いつ瞬しゆん何もかも忘れて顔を仰あお向むけ、大輪の花火に見み入いった。

　ふたつ、みっつと光の輪が重なり、儚はかない夢のように消えてゆく。

　一回目の花火はひとしきり賑にぎやかに光を迸ほとばしらせた後、始まった時と同じように唐とう突とつに終わってしまった。

　皇子はため息をつき、物足りないような寂さびしいような気持ちでゆっくりと楼樹の下に戻もどろうとした。

　と、草の上を小動物が走り抜けるような軽い足音が聞こえ、皇子ははっと振ふり向いた。

「由厨葉！」

　少女は大きく手を振り、頰ほおを紅こう潮ちようさせて走り寄ってきた。

「由厨葉！　来てくれたんだね！」

　皇子は思わず駆かけ寄よった。

「来たわ」

　少女は明るい色の瞳ひとみをまっすぐ皇子に向け、にっこり微笑ほほえんだ。

「わたしのこと、好き？」

「え？」

　皇子はとまどい、目の前の少女を見返した。

　淡いペールブルーのドレスがふわりと夜風に揺ゆれる。

　ほっそりとした白い手が慌あわてたように裾すそを押さえ、少女は気恥ずかしそうに俯うつむく。

　夏の夜の夢を織おり上げたようなドレスを着た少女は街を歩く誰よりも美しかった。

「きれいだよ」

　皇子は思わず呟つぶやき、自分の言ったことに気づいて赤くなった。

　どうしよう、胸がドキドキする。

　今まではお母様が一番きれいだと思ってたけど、女の子ってこんなにきれいで可愛かわいい……知らなかった！

「まあ……」

　少女も気づいて頰ほおを染そめた。

　さっきの質問の答えは返って来なかったが、うっとりしたような皇子の表情を見ればもう答えはいらなかった。

「君、ほんとうに人間なの？　夢に出てくる月の魔じゃないよね？　なんだかぼく……」

「どうして？　どうしてそんなこと言うの？」

　皇子は少女のハッとしたような表情を見て急に言葉を切った。

「ごめんごめん。そんなつもりで言ったんじゃないんだ。もう何回も会ってるのにぼく、君のことなんにも知らないからもっと知りたいなって……」

「知らなきゃダメ？」

　少女はつと視線を逸らし、抱かかえていた小さな箱をきゅっと抱だき締しめた。

「わたしの名前は由厨葉。住んでるところは森の中。小さな家があって、ひとりで暮らしてるの。家の中にはぬいぐるみがいっぱいあって……だから寂しくなんかないわ」

　少女の声がよそよそしくなった。

　皇子は自分が何か悪いことを言ってしまったのだ、と分かった。

「由厨葉……」

　こういう時、なんて言えばいいんだろう。

　もういいよって言えばいいのかな。それとも別のこと聞いた方がいいのかな。

「ごめん。ぼく、そんなつもりじゃ……」

　結局うまく言葉にならなくて、皇子は口ごもってしまった。

　と、再びどぉんという音がして花火が揚がった。

「あっ、二回目だ！」

　再び夜空いっぱいに光の花が咲き乱れ、流星のように流れ落ちて消えていった。

「きれい……」

　呟つぶやいた少女の声はもう沈しずんではいなかった。

「ねえ、きれいだったね。長いこと見てるけど、今のが一番きれいだったわ」

「皇おう宮きゆうの花火師が花火玉、作ってるとこ見たよ。こーんなに大きいんだよ」

　皇子は思わず両手をいっぱいに広げた。

「ふふ……」

　少女は微笑み、楼樹の下を離れて小走りに駆け出した。

「どこ行くの!?」

　皇子は驚おどろいて後を追った。

　少女の足取りは軽く、ほとんど体重を感じさせない。

「ほら、スターティカのパレード！」

　少女が指さした先には星の河があった。

　樹雷皇家の樹や船をかたどった作り物はイルミネーションをきらきらさせながら広場をゆっくりと進んでいき、前後にはたくさんの小さな明かりが揺ゆれながら付つき従したがっている。

　まるで地上を星の河が流れているように見える、その風景をこんなに高い場所から見下ろすのは初めてだった。

　パレードが通る頃、樹雷皇宮では長い長い儀式があって幼い皇子は母の横でおとなしく座すわっていることになっていたからだ。

「これがパレードなんだね……」

　皇子はドキドキしながら呟いた。

　ふと、今頃大おお騒さわぎになっているかもしれない、という思いが脳のう裏りをよぎった。

　大人おとなたちが儀式に夢中になっている間にこっそり抜け出してきたのだ。

　後でいっぱい叱しかられるに決まっている。

「ずうっとずうっと長い間、ひとりで見てたわ」

　少女が呟いた。

「長い長い間、ひとりぼっちだったの」

「……？」

　皇子は一瞬、意味が取れずに聞き返すところだった。

　横目で盗み見た少女の横顔にはどこか、皇子をためらわせるような異質なものがあった。

　少女の姿はただの容いれ物で、気が遠くなるような年月だけがその体の中を通り過ぎて行ったのだ、と。

　もちろん皇子の年齢では違い和わ感かんの正体など分かるはずもない。

　同じ子どもなのに子どもの匂いがしない、そのことが皇子をとまどわせたのだ。

　丘を駆け降りて行けばすぐ間近で見れるパレードなのに、少女の瞳は夜空に流れる銀の河を見ているように遠かった。




　どうして？　なぜそんな目をしてるの？

　きみは本当はだれなの？




　約束を交かわしたのはつい昨日のことなのに！

　皇子はもどかしい思いで少女の横顔を見つめていた。

　スターティカの前祭……街の広場で皇子は由厨葉と落ち合い、時を忘れるぐらい夢中になって遊んだのだった。

　旅芸人が演じる古風な芝しば居いに見とれたり、コインの裏表を賭かける単純なゲームにハラハラしたり、見み世せ物もの小屋の裏から舞台を覗のぞこうとしてよそ者の用よう心じん棒ぼうに追い払われたりして暗くなるまで一いつ緒しよに過ごしたのだ。

　夏空に弾はじける七色の空気菓子。

　透き通った海の色の飲み物。

　噴ふん水すいから宝石のようにこぼれ落ち、また空に舞い上がっていく水の滴しずく。

　祭りの日の浮き浮きするような風景全すべてに、夏の光が跳はねていた。

　ひとつひとつが輝かがやいていた。

　ねえ見て！　あの子、転んだ！

　ほら、あのおばあさんすごい帽子……あっ、引っ掛かかった！

　たわいない言葉のやり取り。

　弾はじけるように笑い、走り、息を切らせて木こ陰かげにへたり込む。

　刺し繡しゆうつきの高価な上着はどこで脱ぬいだのか、気づいた時にはもう手にも持っていなかった。

　薄いシャツ一枚に足首を絞しぼった茶色のズボンで、街の子どもたちと同じような格かつ好こうになった皇子の姿を見て、由厨葉はまた笑った。

　なあに？　きったない顔！　汚よごれた手で顔拭ふいたでしょ？

　え？　ホント？

　皇子はきょとんとした顔になって慌あわてて頰ほおを擦こする。

　よけい汚きたなくなったわ。噴ふん水すいで洗ってらっしゃい！

　そんなときだけ女の子の特権のように命令口く調ちようになる。

　夏の日ひ差ざしって、どうしてこんなに眩まぶしいんだろう。

　一日ってどうしてこんなに長いんだろう。

　どうしてぼく、こんなに笑ってばっかりいるんだろう。

　日が傾かたむき、ようやく夜のヴェールが広場を包み始めたとき、皇子は突然母の顔を思い出した。

　いっけない！　ぼく……。

　永遠の魔法はふいに解とけた。

「帰らなきゃ」

　由厨葉は首を傾かしげた。

「お母様に怒られちゃう。でも、明日また会えるよね？」

「明日……」

　由厨葉は淡々と皇子の言葉を繰くり返した。

「花火が始まるまでには絶対抜け出すから！　明日もまた会えるよね？」

　ご褒ほう美びのお菓子をねだるせっかちな子どものように皇子は繰り返した。

「わたし、いつでもいるわ……ここに」

　夕ゆう闇やみの中から由厨葉の声が聞こえた。

「ここじゃダメだ！　見つかっちゃう。見晴らしの丘で」

「初めて会ったところ？」

　分かってくれたようだ。

「約束だよ！」

　皇子はぎゅっと由厨葉の手を握ると、後も見ずに駆け出した。

　だから、少女の姿が夕闇の中に溶け込むように消えてしまったことには気づかなかった。

　明日また会える！

　会えるんだ……！

　いっぱい怒られたってかまうもんか。

　勉強や剣の稽けい古こを放ほうり出して遊び回っていたこと、上着をなくしたことで皇子は身が縮むほど怒られたが、ベッドに入る頃にはきれいさっぱり忘れてしまった。

「約束だよ……由厨葉」

　明日になれば夏の太陽とともに魔法が蘇よみがえるのだ。

　だから……。




「ねえ、わたしのこと、好き？」

　皇子はふいに現実に引き戻された。

「わたしと一いつ緒しよに来る？」

「え？」

　由厨葉の顔がすぐ目の前にあって、夜や光こう虫ちゆうのように淡い光を放っている。

「来る……って、どこに？」

「わたしの国。わたしの世界。わたしの家」

　由厨葉の瞳が濡ぬれたような光を帯おびた。

「永遠の闇やみの中へ」

　その時だった。

　ゴオッというエンジン音が近づいてきた、と思うと見る間に五台の飛ひ空くう艇ていが皇子たちを取り囲んだ。

「皇子様!!」

　近この衛え兵へいたちが次々と降り立つ。

「離れて下さい！　危険です！」

「皇子様、こちらへ！」

　何が何だか分からないうちに近衛兵の手が次々と皇子をつかみ、由厨葉を突き飛ばした。

「下がれ！　皇子に触れてはならぬ！」

　由厨葉の手からプレゼントの箱が飛び、地面に転がった。

「あッ……」

　思わず伸のばした手を近衛兵の一人が思い切り打ちすえる。

「取り押さえろッ」

「逃がすなッ」

　少女の細い肩に容よう赦しやなく打ち下ろされるロッド。

「助けて……わたし何も……」

「由厨葉!!」

　皇子は近衛兵の手を振り切ろうと身をもがいた。

「止やめろッ！　止めるんだ!!　そのひとに手を出すな！」

「いけません、皇子様！」

　近衛兵の足が小さな箱を踏み潰つぶした。

　ビン！　と内部で何かが鳴ったような音がして小さな部品が散らばった。

「プレゼント……」

　由厨葉の瞳に刹せつ那な、青白い炎ほのおが燃え上がった。

「どうして!?　あたしなんにも悪いことしてないっ」

　次の瞬間、近衛兵はのけ反ぞるようにして頰ほおを押さえた。

　くっきりと爪つめの跡あとが残る頰からは血が滴したたり落ちている。

「手を離せッ。殺すよ！」

　少女とは思えない動きで近衛兵の手を切り裂さくと、跳とび退すさり獣けもののようにうずくまる。

　ほっそりした少女らしい手には似つかわしくない鋭するどい鉤かぎ爪づめを皇子は確かに見た。

「由厨葉……!?」

「忌いまわしきものめが！」

　厳きびしい声が辺あたりを打つ。

　光り輝く抜き身の剣を下げ、皇子の横をゆっくりと抜けていく姿があった。

「お父様！」

　樹じゆ雷らい皇おうは皇子に一いち瞥べつもくれず、由厨葉と向き合った。

「皇家の血を汚けがし、健すこやかな根を枯からす化け物め。幼い皇子をたぶらかしおって！　おまえたち闇に住むものには未来などない。夜ごと夜ごと光の射さぬ沼から湧わき上がる瘴しよう気きに過ぎぬのだ」

「ううう……」

　少女はうずくまったまま、爛らん々らんと光る目で樹雷皇を見上げた。

「おまえたちのやり口は知っておる。姿を偽いつわり、言葉巧たくみに近づき、魂をがんじがらめにしておいてゆっくりと朽くちるに任まかせるのだ。命は涸かれ、時は止まり、みずみずしい魂は闇の中でみるみるうちに立ち枯がれていく。おまえの棲すみかにはそんなコレクションがいくつも転がっているそうだな。だが皇子は思いどおりにはさせぬ！」

　光の剣が一いつ閃せんしたのと、少女の姿が弾はじけるように散ったのは、ほとんど同時だった。

「由厨葉─────!!」

　皇子は思わず顔を背そむけた。

　どうして？　なぜこんなことになってしまったんだろう!?

　ぼくがいけなかったんだろうか？　勝手に約束したりして？

　と、散ったかに見えた黒い霧きりが再び一点に集まった。

　もやもやとした固まりの中から現れたのはあの美しい少女とは似ても似つかぬ、小さな獣のような姿だった。

「バカ！　石頭！　光の剣さえ振ふり回しゃいいと思って！　皇おう家けの人間なんてみんなそうだ。皇家の外にも生きてるものがいるなんて全然思っちゃいないんだ！　土の下や森の暗がりにだってちゃんと昔っから住んでるのがいるんだ！　なのにどうして……」

　小さな化け物の顔が一瞬歪ゆがんだ。

「うあぁぁぁぁぁ─────!!」

　少女だったものは恐おそろしい声で泣なき喚わめくと、黒い旋せん風ぷうとなって消え失うせた。

　皇子は目をいっぱいに見開いたまま、言葉もなく立ち尽つくしていた。

　バケモノ……由厨葉は、人間じゃなかったんだ。

　悪いことしようとしてたんだ……でも、ぼくのこと好きだ……って……。




　ねえ……わたしのこと、好き？




　一瞬、夏の日ひ差ざしの下を駆けていく少女の幻まぼろしが脳のう裏りをよぎった。

　消えてしまった魔法。

　もう二度と取り戻せない約束。

「お父様なんか……お父様なんか大嫌いだ─────!!」

　皇子は泣きながら近衛兵の手を振ふり払った。

　長い長い夏の間、皇子は皇宮の離れにこもって過ごした。

　見晴らしの丘は皇子の心の中で封ふう印いんされ、夏の夜の星祭りには皇宮で過ごすのが決まりになった。

　何年か後のある春の日に見晴らしの丘を訪れたときには、壊こわれたプレゼントの箱はきれいさっぱりなくなっており、足元一面にスミレ色の花──皇家の涙が咲き乱れていた。




「……おかしな夢を見たものじゃ」

　勝かつ仁ひとはごそごそと布ふ団とんから這はい出すと、水を飲みに台所へ向かった。

　今日はクリスマス・イヴ──と、言ってももうとっくに日付は変わり、夜中まで陽気に騒いでいた魎りよう呼こたちも今はそれぞれ夢の中だ。

「スターティカ……」

　明かりを消した居間の片かた隅すみでクリスマス・ツリーのイルミネーションが寂しげに灯ともっている。

　昔のことじゃ──。

　勝仁は呟いた。

　遥はるか昔、まだ幼い頃の記憶の隅すみに消えかかっていた痛みのような思い出。

　あの少女はどんな顔をしていたのだろう。

　もう名前すら忘れてしまった──。

　そういえばもう長い間、スターティカを見ていないな……天地にも一度見せてやりたいものだ。

　樹雷の夏の星祭りのイルミネーションは、この星のクリスマスより遥はるかに素そ朴ぼくだが、子どもだったわしの目には何よりも美しく見えたものだった……。

　冷たい水を飲むと、ざわめいていた気持ちがようやく落ち着いた。

　勝仁はそっと布団に戻ると、ひとつため息をついて目を閉じた。

　一瞬、真夏の空から降ふり注そそぐ眩まぶしい日差しが脳裏に閃ひらめいたが、それは少年の日の思い出なのか、柾まさ木き神社の境けい内だいに立ちのぼる陽炎かげろうなのか、もう見分けがつかなかった。




　同じ頃──。

　遥はるか星の海を隔へだて、次元の壁かべを越えた樹雷の闇やみの中でひとりの魔が目覚めた。

　長い長い……時のない眠りの中に凍りついていた〔それ〕は、深しん紅くの瞳を開ひらくと、うーん……と伸びをして起き上がった。

「つまんない夢、見ちゃったなあ……」

　鋭い爪つめで耳の絹きぬ毛げをそっと梳すく。

　銀の毛皮に覆おおわれた大きな耳と、その背に波打つ豊かな銀の髪のせいで、全体的な印象が獣じみて見える。

　地球の動物で言うと、子こ狐ぎつねのような──そんなイメージだ。

　だが、小動物に見られるような無邪気な愛らしさはその表情からは窺うかがえない。

　口元から不ふ意いに白い牙きばを閃ひらめかせ、獲え物ものの喉のどに止とどめを刺さすこともできる、そんな冷れい酷こくさを合わせ持つ顔だ。

「なんで皇子の夢なんか……おいッ」

　由厨葉は壁じゅう蜂はちの巣すのように埋うめ込まれたモニターに鋭く声をかけた。

「樹雷の誰だれかがウワサしてるのか？　調べろ！」

　とたんに何百というモニターに走そう査さ線せんが走った。

　活動を始めたのである。

　やがて樹雷のさまざまな場所やひとが画面に映し出された。

　長命な樹雷皇家の一族──船ふな穂ほや美み砂さ樹きは変わりないようだったが、街の様子はずいぶん変わったような気がした。

「どのくらい眠ってた？」

「うん？　ほんの七百年ちょっとさ」

　そばに転がっていたぬいぐるみが答えた。

　ご主人様が目を覚ましたので、意識レベルが覚かく醒せい域いきに入ったのだ。

「そんなに眠ってたのか」

　モニターのひとつに樹雷皇、阿あ主ず沙さの姿が映り、由厨葉は眉まゆを寄よせた。

「手ひどくやられたからね」

　おかしくてたまらない、というようにぬいぐるみがクックッと笑う。

「うるさいなッ」

　由厨葉は床の上に散らばっていた標本用の細いナイフを取ると、ぬいぐるみに向かって投げつけた。

　ぽふっと軽い音を立ててナイフがぬいぐるみの腹を串くし刺ざしにした。

「怒った！　怒った！　由厨葉が怒った！」

　あちこちに転がっていたぬいぐるみたちがいっせいに囃はやし立てた。

「うるさいったら！」

　由厨葉はぴょん、と立ち上がり、ぬいぐるみどもを無視してモニターをぐるっと眺ながめ渡した。

「ん？」

　ひとつだけ、画像の乱れたモニターがあった。

「なにしてんだ、おまえ？」

　指で軽く弾はじく。

　と、モニターは見知らぬ青い星を映し出し、すごい速度で星の奥深く分け入って行った。

　白いものが降ふりしきる夜の風景の中で、軽いさざ波を立てている水みな面もが映うつった。

　水面に揺ゆれる月が映った。

「ガーディアン……」

　赤い帽子をかぶり、緑の輪っかを下げた樹雷皇家のガーディアンが真っ白な地面の上に立っていた。

　と、シュンという音とともに画面が変わり、どこかの部屋の中が映し出された。

　陽気な音楽が流れ、緑の木にきらきらと色とりどりの星が瞬またたき、テーブルにはおいしそうな料理が並んでいる。

「スターティカ!?」

　由厨葉の目がきらめくクリスマス・ツリーに止まった。

「メリー・クリスマス！」

「クリスマス、おめでとう！」

　見知らぬ顔が口々に挨あい拶さつを交かわす。

「おめでとう」

　丸顔の少年が照れたように答えた。

「皇子!?」

　由厨葉は目を見開いた。

「どうしてこんなところに──」

　いや、違う。遥よう照しようじゃない。

　年も少し上だ。

　それに瞳の色が違う。

「どうじゃ、天てん地ち。今年のクリスマスは賑にぎやかじゃのう」

　年かさの男がグラスを手に呼びかけた。

「じっちゃん、うち神社なのにクリスマスしたりしていいのかなあ？」

「良い良い。人類はみな兄弟、宗教はひとつじゃ」

「天地？」

　由厨葉は目を細めた。

　誰だ？　この少年は？

　じっちゃんと呼ばれたこの男は？

　と、年かさの方の男が顔を上げた。

　一瞬、その瞳が澄すんだ紫にきらめいた。

「遥照!?」

　遥照なのか!?

　一瞬のうちにすべてがつながった。

　理由は分からないが、遥照は年老おい、今、ここにいる。

　そして、この少年は遥照の血を引くもの、すなわち皇おう子じだ。

　だからこそサーチ・システムに引っ掛かかったのだ。

「どこにある、この星は？」

「太陽系第三惑わく星せい、地球」

　モニターが答えた。

「ここに樹雷皇家の血筋が集まっている」

「通路を開け！」

　由厨葉は鋭い声で命じた。

「いや、待て……様子を見る」

　画面の中では一番年下らしい少女が天地と呼ばれる少年に小さな箱を手渡したところだった。

「天てん地ち兄ちゃん、クリスマス・プレゼントだよ」

　プレゼント──？

　ふいにスターティカのイルミネーションが脳裏にきらめいた。

　まるで昨日のことのように胸の奥がきゅっと痛んだ。

「渡せなかった。プレゼント……」

　由厨葉の瞳が哀かなしみに暗く沈しずんだ。

「壊れちゃったんだ」

　あの日渡していれば、皇子がそれを開けていれば、今頃こんなかたちで再会することはなかっただろう。

　それは皇子をこの闇の世界に連れ去るための扉だった。

　時を止め、永遠に子どものままでいるためのキイだったのだ。

「大好きだった。一いつ緒しよにいつまでも遊びたかった。それだけだったのに……」

　由厨葉の手がさまよい、モニターの画面を消し去ろうとした。

　と、その手が止まった。

「プレゼント、送ろう！　皇子様に由厨葉のプレゼント。今度は失敗しないように、念には念を入れて！」

　由厨葉はいきなりモニターの中に片手を突っ込んだ。

　不安定な亜空間通路の中に手を突っ込むなんて初めてだ。

　由厨葉は唇を嚙かんで手を引っこ抜いた。

「皇子の髪かみ……」

　その手には細くて真っすぐな黒髪が何本か握にぎられていた。

「座ざ標ひよう固定！　監かん視しレベル１を確保して待たい機き！」

　深江の瞳を爛々と光らせてモニターに叫ぶと、由厨葉はぬいぐるみどもを蹴け散ちらしながら駆かけ出した。

　胸がドキドキする。

　興こう奮ふんが全身を駆け巡めぐる。

「スターティカが始まるよ！」

　ぽっかりと口を空あいた木の洞ほらに飛び込むと、たちまち別の部屋に滑すべり出した。

　回りじゅうにずらりと棚たなが並び、さまざまなデータが保管されている研究室である。

「愛いとしいひとよ、わたしの心を銀の鎖くさりでつないで」

　大道芸人が歌う古い愛の歌がふいに口をついて出た。

「愛の言葉が刻きざまれた銀の鎖で」

　歌いながら自分の髪の毛を抜く。

「同じ夢を分かち合い、ともに歩み行く」

　軽い痛みにちょっと顔をしかめた。

「銀の河を渡って、二人の魔法の世界へ──」

　培ばい養よう槽そうの中には半透明の液体がうねっていた。

　由厨葉は眉まゆを寄せてふたつの髪の毛を合わせると、そっと培養槽の中に落とし込んだ。

「すべてのものはそのあるべきところへと戻ってゆく」

　銀と黒……ふたつの髪の毛はゆっくりと回転し、やがて絡からみ合った小さなリングを作り出した。

「ふたつの魂はやがてひとつに──結ばれる」

　リングが発はつ光こうし始めた。

　由厨葉は息を詰めたまま、その光を見守っていた。

　光はますます強まり、一瞬爆発したかのような閃せん光こうを発はつした。

　と、培養液の中に青白い結晶が現れた。

　由厨葉の頰にゆっくりと笑えみが広がっていく。

「こんにちは！　名無しの命さん」

　由厨葉は頭上を仰あおいだ。

　無数の根が張り巡らされた天井から闇の樹の目に、見えないエネルギーが降ふり注そそがれるのが感じられた。







　　第一章　天地は蟬せみ時雨しぐれの中、







　天てん地ちは蟬時雨の中、ゆっくりと石段を上がって行った。

　まだ午前中だというのに、木こ陰かげから一歩でも出ると容よう赦しやなく真夏の日ひ差ざしが降ふり注そそぐ。

「今日も暑くなりそうだなあ」

　天地は眩まぶしそうに目を細め、また黙もく々もくと石段を上がり出した。

　柾まさ木き家を見下ろす墓地につくと、天地はていねいに母、阿あ知ち花かの墓のまわりを掃そう除じし始めた。

　学校をやめてからこっち、今まで信幸がやっていた墓掃除は天地の役目になっている。

「母さん……」

　今け朝さ切ってきたばかりのカンナの花を供そなえると、天地は手を合わせた。

「父さんもじっちゃんも元気に暮らしてます。毎日毎日やかましいけど、みんな元気です。ホント、しょうがねぇなあ」

　ついぼやきが入ってしまい、天地は苦笑した。

　お盆を迎むかえて美み星ほしと清きよ音ねも柾木家に泊とまりに来ているのだ。

　今朝は賑にぎやかに掃除やなんか手て伝つだってたっけ。

　天地は家じゅう女の子だらけの柾木家を母さんに見せてやりたい、と思った。

　母さんはなんて言うだろう。

　いや、もう知ってるよな。

　天地は思った。

　母さんは俺や父さんのこと、ずっと見守っていてくれてるんだから。

「後で父さんが来るからね」

　天地は立ち上がると母の墓に声をかけ、手て桶おけを下げて石段を下り始めた。




　石段を半分ぐらい降りてきたときだった。

　ふいに蟬時雨が止み、一いち陣じんの風が天地を取り巻いて通り過ぎた。

「あれ……？」

　天地は足を止め、梢こずえを振ふり仰あおいだ。

　何かが通り過ぎていった──そんな気がしたからだ。

「母さん？」

　ふいに呼ばれたような気がして、天地は振り返った。

　石段の途中に見たこともない少女が座っている。

　ふわりとした夏のワンピースを着て、手に小さな箱を抱かかえていた。

　帽ぼう子しのせいで顔はよく見えない。

「誰？」

　と、少女は立ち上がり、天地の方に近づいてきた。

「パパ……！」

　帽子を脱ぐと、きらめく夏の日差しのような笑顔が現れた。

「遅くなってゴメンね」

　一瞬のことだった。

　天地が口を開くより早く、少女の腕うでが天地を抱だき締しめた。




　パパ……!?




　少女のほっそりした体の感かん触しよくを受け止めながら、天地は頭の中が真っ白になっていくのを他ひ人と事ごとのように感じていた。




　我に返ったのはたっぷり一分は経たってからだ。

「き、君！」

　無理やり少女を引きはがす。

「どうしたの？　パパ……って、誰かと間違えたのか？」

　我ながら筋すじの通らないことを聞いているとは思いながら、天地は聞き返さずにはいられなかった。

「あたし、麻ま由ゆ華か」

　ちょうど同い年ぐらいだ。

　そうとしか思えない。

「パパに会いに来たの！」

　少女はにこっと笑って天地の腕にしがみついた。

「ま、待ってくれ！」

　こんなところを誰かに見られたら大変だ。

　そういう問題ではないような気がするが、頭がパニックになってしまった天地にはいいも悪いもない。

「頼たのむから……」

　引きはがそうとすると、少女は天地が照れていると勘かん違ちがいしたらしく、ますますしがみついてくる。

「わ、分かった。分かったからちょっと離してくれ。俺、家に帰らなきゃ」

「麻由華も帰る！　行こ！」

　少女は嬉うれしそうに笑うと、天地の手を引っ張って石段を降り始めた。




　玄関についても何の善ぜん後ご策さくも思い浮かばなかった。

　相あい変かわらず少女は嬉うれしそうに天地にくっついており、天地は血圧が上がるばかりで何も考えられないのだった。

「た、ただいまぁ」

「お帰りなさいませ」

　すぐに声がして、阿あ重え霞かが顔を出した。

「天地様??」

　気味の悪いほどの間まがあった。

「あ……これは、その……」

　その声を聞き付けて魎りよう呼こが顔を出す。

「なんだ、おめーは？」

「どうしたの、天地兄ちゃん？」

　砂さ沙さ美みも顔を出した。

「お客さんですかぁ？」

　興味を引かれて美み星ほしがやってきた。

「みゃ？」

　魎りよう皇おう鬼きまで首を傾かしげている。

「なんだって聞いてるんだよ！」

　気の短い魎呼は早くも少女に食ってかかろうとしている。

「あっ、だから……その、ね……」

　とうとう信のぶ幸ゆきが顔を出した。

「どうした、魎呼？」

　そのまま目を丸くして少女を見つめる。

「拾ひろったんだ！」

　天地はついにやけくそになって怒ど鳴なった。

「石段の途と中ちゆうで……」

「どうしたんですの、天地様？　わけがあるならちゃんとおっしゃってくださいな」

　阿重霞がたまりかねて口を挟はさんだ。

「分からないんだ。この子が俺おれに、その……くっついて来ちゃって」

　と、こちらも目を丸くして魎呼たちを見回していた麻由華がにっこり笑って天地を見上げた。

「パパ！」

「ええ～～～～～～～っ!?」

　大変なパニックが起こった。

「パパぁ！」

　麻由華はひし、と天地の腕にすがりついた。

「麻由華のパパ！」

「え、え、え～～～～～～っ!?」

　さっきを上回るパニックが起こった。

「パ、パパってどういうことですの!?」

　阿重霞がよろめいた。

　魎呼は完全に固まってしまったらしく、モノも言わない。

「て、天地、おまえ……」

　哀あわれ信幸はそこで絶ぜつ句くしてしまった。

「じょ、じょーだん……そうだよなッ？」

「パパ、大好き！」

　麻由華はぎゅっと天地にしがみつくと、世にも幸せそうな顔でほっぺをすりすりした。

「があぁ─────!!」

　魎呼がついにブチ切れた。

「てめえッ、どういうつもりだ!?　事ことと次し第だいによっちゃタダじゃおかねえぞッ！」

「ま、待て。魎呼、待て！　ちょっと俺、じっちゃん呼んでくるッ」

　青くなった信幸は魎呼を阿重霞に押し付けると、後も見ずに駆け出した。

「あらあら……」

　ひとりだけパニックに参加せず、きょとんとして麻由華を眺ながめていた美星が歩み出る。

「きっと何かわけがあるんだわ。ま、そんなとこで何ですから中にどーぞ」

「うん！」

　麻由華はにっこりすると、さっさと靴くつを脱ぬいで上がってしまった。




「サイダー……で、いいよね？」

　からん、と氷が涼すずしげな音を立てた。

　この家の主婦は砂さ沙さ美みちゃんだ、と言い切ってもオッケーなそつのなさである。

「麻由華ちゃんって言うの？」

「うん」

　麻由華は無む造ぞう作さにコップを取ると、くんくんと匂においを嗅かいだ。

「くすぐったーい！　鼻にシュンシュン来る！」

「そうでしょ。砂沙美もねえ、最初はびっくりしたんだ」

「パパもやる？　面白いよ！」

　麻由華はにこにこして天地の方にコップを突き出した。

「そ、そうじゃなくって……」

「一いつ緒しよに飲む？　じゃ、麻由華が飲ましてあげる」

　ストローの口を天地に近づける。

　何も知らぬ者が見れば、恋人どうしかと思うような親しん密みつ度どである。

「ふざけんな!!」

　ついに魎呼が怒鳴った。

「おめー、黙って見てりゃいい気になりやがって！　何者だ？　何の目的で天地に近づいた!?」

「え？」

　麻由華はきょとんとして振ふり向いた。

「べたべたくっつきやがって、一いつ体たい何のつもりだ？」

「なによっ」

　思わぬ反はん撃げきを食くらって魎呼は一瞬ぎょっとした。

「パパにくっついて何が悪いの？　あんたこそなによっ」

　猫のように目を怒いからせる。

「なんだとッ!?」

　魎呼はカッとした。

　これで三度目。もう我が慢まんの限界だ。

「面おも白しれえ。やってやろうじゃねえか」

　魎呼の手にオーラブレードが現れた、と見るやいきなり振り下ろす。

「きゃあッ」

　麻由華の肩すれすれのところを切きっ先さきが通つう過かした。

「なにすんのよ!?」

「バ、バカッ。やめろ魎呼！」

　天地は驚おどろいて腰こしを浮うかせた。

「オラオラ、早く逃にげないとこいつでくすぐっちゃうぜ」

　魎呼は調子に乗ってオーラブレードを振り回した。

「ホレ、ホレ、ホレ～～～」

　必死に逃げる麻由華を部屋中追い回す。

「パパぁ～！　助けて～～」

「魎呼！」

　まずいことになった、と天地は思った。

　もちろん魎呼は本気ではない。

　からかっているだけなのだ。

　が、麻由華は恐怖にほとんど半泣き状態である。

「うるさいわねえ。なに騒さわいでんの？」

　今まで研究室にこもっていた鷲羽わしゆうが顔を出したときだった。

「もうイヤぁ─────!!」

　麻由華の手に光が集まり始めた。

「なに!?」

　魎呼の動きが止まる。

　と、光は急速に収しゆう斂れんして剣を形作った。

「あ、あれは……」

「光こう鷹おう剣けん!?」

　阿重霞と天地は思わず顔を見合わせた。

　麻由華の手に光り輝かがやく剣は光鷹剣そっくりだ。

　だが、樹じゆ雷らいの血ち筋すじでなければ光鷹剣は使えないはず……。

「バカな！」

　ほとんど反射的に魎呼は叫んだ。

　こいつが光鷹剣なら、やっぱりこの娘は天地の……そんなことあるもんか！

　ただ者じゃない。

　ただの頭のおかしいガキじゃない。

　こいつには絶対、なにかいかがわしいところがある。

　ここまで来ればかえって好こう都つ合ごうだ。

　天地の目の前で正体をあばいてやるさ！

「やるか!?」

　魎呼はオーラブレードを構かまえ直した。

「バカぁ─────！」

　と、一いち陣じんの風のように麻由華が突っ込んできた。

　意外に素す早ばやい。

　動きも普通の女の子とは思えない。

「おっと」

　魎呼は間かん一いつ髪ぱつ、身を躱かわした。

「やるじゃねえか。どこで習ったんだ？」

「知らない！　こんなことできるなんてしらなかった！」

　麻由華は泣きながら魎呼に突つっ掛かかってくる。

「やめろ、魎呼！　二人ともやめてくれ！」

　天地が間に割って入ろうとした時だった。

「待て！」
















　勝かつ仁ひとが部屋に飛び込んできた。

　一瞬早く、麻由華をがっちりと抱き止める。

　と、麻由華の手からすっと光の剣が消えた。

「じっちゃん!?」

「今来たところじゃ」

　勝仁は静かに麻由華を降おろした。

「お嬢さん。どんな事情があるか知らんが、この家で殺せつ生しようはまかりならん。魎呼、おまえも剣を引け」

「誰だれ!?」

　目を丸くした麻由華の顔を勝仁はしげしげと覗のぞき込んだ。

「柾まさ木き神じん社じやの神かん主ぬしじゃよ。魎呼はわしの孫みたいなもんじゃ」

　勝仁の目は優やさしかった。

「じっちゃん、今……」

「これが孫の天地じゃ」

　みなまで言わせずに勝仁は麻由華の肩を抱き、天地の方に向き直らせた。

「まあ落ち着け、天地。もう昼時じゃ、めしでも食わんか？」

「めし……？」

　天地は思わずおうむ返しに聞き返した。

「お嬢さん、君もめしぐらい食うじゃろう？　さ、手を洗っておいで」

　勝仁は麻由華の肩に手を添えると、さっさと居い間まを出ていってしまった。

　後にはあっけに取られた一同が残された。

「すまんな、天地。俺も慌あわてちまって」

　入り口で固かた唾ずを吞のんでいた信幸がホッとしたように笑顔を見せた。

「ま、なんだ。ここはじっちゃんの言うとおり、めしでも食いながらゆっくり話した方が良さそうだ。なあ、魎呼？」

「フン」

　魎呼は険けん悪あくな顔でそっぽを向いたが、あえて反論はしなかった。

「砂沙美ちゃん、悪いがなんか……」

「あのー……おそうめんでいい？」

　砂沙美もホッとしたように笑い返した。

「あ、ちょっといい？」

　待ち構えていたように鷲羽が後を追う。

「ほんのちょっとだけ君の血液が欲しいんだけど……」

　いつ着替えたのか、ナース姿で片手には大きな注射器を持っている。

「イヤ？　じゃ髪の毛でもいいわ」

　鷲羽は麻由華の髪の毛を手に、意気揚々と研究室に引き上げた。




「ちッ……余よ計けいなことを」

　由厨葉は眉を寄よせるとモニターを乱暴に押しやった。

「ま、いいか。これで最初の仕し掛かけは済すんだし。お楽しみはこれからさ」

　ふてくされたように肩かた肘ひじついて横になる。

　それに従ってモニターもおとなしく床ゆかに降りてきた。

「向こうは夏だな……」

　由厨葉は自分の部屋を見回した。

　明かりがひとつだけの部屋はモニターの光源がなければ足元が見えないほどの暗さである。

「だいたい由厨葉はせっかちなんだよ」

「まだスターティカは始まったばかりじゃないか」

「このイタズラをスターティカって言うならな」

「だってしょうがないだろ？　特別なプレゼントはスターティカに渡すことになってるんだから」

「闇やみの樹きに星を飾かざったりして、ホントいっしょけんめいだもんな」

「黙だまれ!!」

　由厨葉は喋しやべり続けているぬいぐるみをつかむと、お喋しやべりの中心に投げ込んだ。

　こいつらは放っておけば永遠に喋り続けるのだ。

　由厨葉の心の動きに従したがい、行動に従って反応を返す。

　そういうふうに作ったのだから。

　本当はひとつひとつ、気に入った魂たましいを閉とじ込こめたはずだった。

　だがいつの間にか魂はどこかに抜け出してしまい、由厨葉が作ったシステム──魂の容いれ物だけが残って、果はてしないお喋しやべりを続けるだけのからくりになってしまった。

　だが、ないよりはマシだ。

　なんにもなくて、ずうっと黙っているよりはよっぽどマシだ。

「おまえたちはバカだ。おまえたちなんかキライだ！」

　ぬいぐるみどもは静まり返った。

　ヒト型や動物型や、サカナや鳥……光の世界に住むあらゆる生き物が揃そろっている。

　闇の世界の作り物らしく、少し邪じや悪あくな顔をして。

「おまえたちなんか、どうせホンモノには敵かなわないくせに！」

「ひどいよ……」

　小さなすすり泣きが聞こえてきた。

「そんなのボクたちのせいじゃないのに。ぬいぐるみなのに」

　再びひそやかな抗議とお喋りが始まった。

「フン」

　由厨葉は鼻でせせら笑うとお喋りを無む視ししてモニターに目をやった。

　ぬいぐるみどもをいじめるとちょっと気が晴れる。

　いつもそうだった。

　なのに今日はイライラする。

　由厨葉は泣きたいような気持ちになったが、どうやって泣いたらいいのか分わからなかった。

「楽しそうだな、あいつ……」

　モニターの中では麻由華を中心に一同が食卓を囲かこんだところだった。







　　第二章　座ざ卓たくの上に大量のそうめんが……







　座卓の上に大量のそうめんが二ふた鉢はち、乗のっている。

　その座卓を柾木家のフルメンバーが囲んでいる。

　窓側に天てん地ちと麻ま由ゆ華か。

　対面トイメンに魎りよう呼こと阿あ重え霞か。

　あとのメンバーはその二組を囲むようにそれぞれ座すわっている。

　柾木家開かい闢びやく以来、最もつとも緊張した昼食の始まりである。

「おいしー！」

　ウワサの張ちよう本ほん人にんは無む邪じや気きにそうめんをすすり、隣の天地ににっこり笑いかけた。

「よ、良かったね」

　天地はやや引き気味に笑顔を返した。

「みんなの名前、覚おぼえたか？」

「うん。阿重霞でしょ、美み星ほしでしょ、清きよ音ねでしょ……父さん、じっちゃん、それに魎りよう皇おう鬼きと砂さ沙さ美みちゃん」

「まあ！」

　呼よび捨すてにされた阿重霞が眉まゆを寄よせた。

「言っときますけどわたくしは……」

「なんであたしの名前がないんだよ!?」

　魎呼が目を怒いからせて割わり込こむ。

「知らない。忘れちゃったもん」

　麻由華は澄すましてそうめんに箸はしを伸のばした。

　やっぱりさっきのことでむくれているらしい。

　まあ当然と言えば当然の報むくいである。

「うぐぐ……」

　魎呼はちら、と天地に目をやった。

（押おさえて押さえて）

　天地の顔にはそう書いてある。

「あたしは魎呼ってんだ！　こんど忘れたなんて言いやがったらぶっ飛ばしてやるからな！　覚おぼえとけ！」

　我ながら良く我が慢まんしたと思いながら、魎呼はそうめんをかっこんだ。

　親のカタキの如ごとくヤケになって飲み下くだす。

「パパ、そうめん好き？」

　麻由華は完かん璧ぺきに魎呼を無視して天地の顔を覗のぞき込んだ。

「う、うん──」

「麻由華とどっちが好き？」

「え!?　うーん……」

　そうめん！　と言いたいが冗じよう談だんかます状況ではない。

「麻由華はねぇ、パパとそうめん、どっちも大好き！」

　天地はがっくりきて危あやうく人生投げるところだった。

　そうめんと一いつ緒しよにされたからではない。一緒にされるのは構わない。

　自分がこの少女に振ふり回されているのがつくづく分かったからである。

「麻由華ちゃん、お喋しやべりしないで早く食べようね」

　天地は今までの人生で言ったことのないセリフを口にした。

　親には言われても、自分が言おうとは思ってもいなかった言葉である。

　なんだかなぁ……俺、自分でドツボにはまってるんじゃないか？

「あ、取ってあげる！」

　麻由華が素す早ばやく箸はしを伸ばした。

「どれくらい？　これくらい？　もっと？」

「い、いいよ。自分で取るから」

　天地は対面をちら、と伺うかがった。

　阿重霞と魎呼が鬼のような顔でそうめんをすすっているのが目に入った。

「ダメ！　せっかく取ったんだから！　はい」

　そのスキにそうめんを入れられてしまった。

「ねえ、おいしい？」

「あのなあ」

　魎呼が机をバンと叩たたいて腰こしを浮かせた。

「いちいち、いちいち天地に絡からみやがって、おめーは黙ってモノが食えねぇのかよ!?」

　麻由華はちらり、と魎呼に目をやると、ここぞとばかりに天地に訴うつたえた。

「パパぁ、このひとが麻由華のこといぢめる～」

「こッ……このヤロー……！」

　と、黙ってそうめんをすすっていた勝かつ仁ひとがわざとらしく咳せき払ばらいした。

「ちッ」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう魎呼は腰を下ろしたが、はらわたが煮にえくりかえるようである。

「砂沙美ちゃん、ごちそうさまっ」

　入れ替かわりに天地が立ち上がった。

「あ、みんなゆっくり食べてていいよ」

「どこ行くの？」

　麻由華が即そく座ざに反応する。

「ちょっと風呂、入ってくる。さっき墓参り行って汗あせかいたし」

　多少言い訳がましく言うと、天地はそそくさと居間を出て行った。

「あ、麻由華も」

「え!?」

　魎呼と阿重霞は己おのれの耳を疑った。

「パパ、待ってぇー」

　座卓から居間の出口まで直線にして三メートルあるかないか。

　麻由華はダッと飛び出すと後ろのファスナーを外はずし、左袖そでを抜き、右袖を抜き、腰にひっかかったワンピースを揺ゆり落とし、あっと言う間にスリップ一枚になってしまった。

　スリップの裾すそがふわりと揺ゆれた拍ひよう子しに真っ白なパンティーが覗のぞいた。

「きゃッ」

　思わず目を覆おおったのは阿重霞である。

「パパぁ～！」

「ま、待てッ!!」

　最初にフリーズが解とけたのは魎呼だった。

「待てって言ってんだよ！」

「麻由華さん！」

　遅ればせながら阿重霞がダッシュをかける。

　居間を出たところで麻由華は二人にタックルされ、つんのめった。

「あーん！　なんで!?」

「こっちが聞きたいわっ」

　魎呼と阿重霞は久々にシンクロした。




　さて、この騒ぎをよそに鷲羽わしゆうは研究室にこもって一いつ心しんにモニターを見つめていた。

　解かい析せき装そう置ちにはさっき麻由華から抜き取った髪の毛がセットしてある。

「これを分ぶん析せきすれば、あの子の正体が分かるわけよ」

　鷲羽は箸を持ったまま、キーボードを叩いた。

　キーボードの脇には一人分のそうめんセットが置いてある。

　モノを食べながらの作さ業ぎようはお行ぎよう儀ぎがいいとは言い難がたいが、それが天才科学者の天才たる所以ゆえんであろう。

　少なくとも頭脳の回転には何の影えい響きようもない。

　と、モニターに分析結果が表ひよう示じされた。

「ふんふん……うーん、なるほど……」

　鷲羽は思わず箸を置き、腕組みした。

　分析は完かん璧ぺきではないが、少なくともひとつだけ分かったことがある。

「解かい析せきできた方の遺い伝でん子しは天地殿とぴったり一いつ致ちする──ってことは、娘としか言いようがないわね。問題は解析できなかった方だわ」

　鷲羽はちらり、と別の装置に目をやった。

　今朝、天地が留る守す中に警けい告こくを発した時じ空くう連れん続ぞく体たい観かん測そく装そう置ちである。

　柾木家を中心に半径十キロ範囲の変化を捕とらえる一種のレーダーである。

「こいつが鳴ったってことは、時空連続体に揺ゆらぎが生じたってことだわ」

　未来のある時点からあの少女が現あらわれたという可能性もなくはない。

　もちろん、別べつ次じ元げんから……ということも考えられる。

「あの子にセンサーをつけて行動を監かん視しすべきかしらね」

　鷲羽は呟つぶやき、またそうめんの続きにかかった。

　そうするべきだ、という考えと静せい観かんすべきだ、という考えがせめぎ合う。

「ま、いっか」

　今のところ、柾木家の全員があの子に注ちゆう目もくしている。

　余計なことをせずにここは待ちの姿し勢せいが正解かもしれない。

　そう決定すると鷲羽は素す早ばやく立ち上がり、食器を積み上げて研究室を出た。




「一体どういうつもりですの？　あなた一体おいくつ？　ほら、ちゃんとお洋服着なきゃいけませんわ」

　阿重霞は仕し方かたなく麻由華にワンピースをかぶせ、背中のファスナーを上げてやった。

「おめーな、納なつ得とくの行くように説明してもらおうか」

　麻由華は阿重霞の方を見、魎呼の方を見、首を傾かしげた。

　スリップ一枚で玄関を飛び出したところをまた魎呼たちに捕つかまったのである。

「怒って……るの？」

「当たり前です！」

　阿重霞は内ない心しん呆あきれて言い返した。

　この少女といるとどうも調子が狂くるう。

　あまりに開あけっぴろげなので怒るより先に呆れてしまうのだ。

「どこから来た？　どうやって来たんだ？」

　魎呼が険けわしい顔で詰つめ寄った。

「え？　おめーは一体何者なんだよ!?」

「あたし……知らない」

　麻由華は脅おびえたように一歩下がった。

「怒ど鳴なっちゃダメよ。ねえ、麻由華ちゃん、ママはどこにいるの？」

　清きよ音ねが見かねて助け舟を出した。

「ママ？　知らない」

　麻由華はきょとんとして首を傾かしげた。

「知らないって……じゃあ、あなたのおうちは？」

　麻由華は首を振ふった。

「あたし、パパの顔しか覚おぼえてない。気がついたらここに来てたの」

「もしかしたら記き憶おく喪そう失しつ？」

　清音と美み星ほしは顔を見合わせた。

「もしそうなら可哀かわい想そうだわ。問とい詰つめたりしたら良くないと思うわ」

　美星は同情的である。

「この子、ひとのこと騙だましてるようには見えないもの」

「そうなんだよな……」

　着き替がえを取りに行ったまま、出るに出られなくなった天地は玄関の中で呟つぶやいた。

「……だから困ってるのに」

「おや、天地殿？　空中温泉に行ったんじゃなかったの？」

　研究室から出てきた鷲羽が声をかけた。

　天地はぎょっとして振ふり返り、唇くちびるに指を当てて玄関の外を指さした。

「あっ、なるほど。じゃ、手て短みじかに」

　鷲羽は天地を手て招まねきすると、耳元に口を寄せた。

「あの子のことで面白いことが分かったの。天地殿、あの子がパパって言ってるの、ホントよ」

「ええ!?」

　天地はぎょっとしてつい声を上げてしまった。

「あれ、天地兄ちゃんまだいたの？　スイカ食べる？」

　その声に砂沙美が台所から顔を出す。

　天地は呆ぼう然ぜんとした顔で首を振った。

「ま、まさか……」

「お姉様ぁ、スイカ切れたよ～。みんな、縁えん側がわの方に回ってくれる？」

　砂沙美は玄関の外に声をかけると、ぱたぱたと台所に戻って行った。

　これはウソだ。何かの間違いだ──。

　天地はいたたまれなくなって玄関を飛び出した。




「ンなこと、信じられないね！」

　一通りスイカが渡り、魎呼たちは麻由華を中央に縁側に並んでスイカにかぶりついていた。

　午後の日ひ差ざしが蟬せみの声とともに降ふり注そそぎ、見た目にはありふれた夏のひとコマを盛もり上げる。

「だいたい娘ってのが眉まゆ唾つばだって言ってんだよ！　いきなり現あらわれて、あとのことは何にも分かりません、だろ？」

　麻由華の頭あたま越ごしに魎呼がツバを飛ばしながらまくし立てている。

「だから、記き憶おく喪そう失しつならしょうがないじゃないですかぁ」

　美星が珍めずらしく反はん論ろんした。

「それより、この子が天地さんの娘なら、お母さんは天地さんの妻ってことになりません？」

「そ、そうですわね」

　阿重霞の手がぎょっとしたように止まった。

「一いつ体たいいつ天地が結婚したんだよ？　え？」

　魎呼はあくまでも強きよう硬こうである。

「そりゃあ、未来のいつかですぅ。だってそうでしょ？」

　美星もちょっとムキになっている。

「ちょっと待て。じゃあこいつは未来から来たってのか？」

「大当たりぃ～！　ってカンジ？」

　頃ころ合あいを見み計はからっていたかのように鷲羽が現れた。

「魎呼ちゃん、まあ気持ちは分わかるけどね。さっきこの子の髪の毛分析してたら意外な結果が出たのよ。この子は遺い伝でん子しが天地殿と同じなの」

「マジかよ!?」

　魎呼は絶ぜつ句くした。

「天地殿が墓参りに行ってた時間帯に時空連続体の揺ゆらぎが観かん測そくされたってことも言っておこうかしらね」

「やっぱりそうなのね……」

　美星はきょとんとしている麻由華を見て微笑ほほえんだ。

「ちゃんと理由があって来たのよ。運命に引かれて来たんだわ」

「ウッソぉ……じゃ、ホントに未来から来た娘なのね？」

　清音が目を丸くする。

「うーん、どうかしらねぇ……母親の遺伝子も分からないし。この子が現れた現場も見てないしね」

　鷲羽はあくまでも冷静である。

「天地様の妻……」

　阿重霞がうっとりと呟つぶやいた。

「もしそれが本当なら、わたくしたちの誰かが……誰かしら？」

「あ、お姉様もうその気になってる！」

　砂沙美が目ざとく気づいてからかった。

「砂沙美ったら！」

　阿重霞は言い返したが、まんざらでもなさそうだった。

「そう思って見ればこの子、どことなく天地様に似てるような‥…おかあさまはきっときれいな人ね」

　どうしても、わたくしが……とは言い出せない。

「もしかして阿重霞さんだったりして」

　実にタイミングよく美星が口を挟はさんだ。

　きっと、ひとの無意識の願がん望ぼうを感じ取る能力があるのだ。

「まあ、そんな……」

　阿重霞は頰ほおを染そめ、魎呼を盗ぬすみ見みた。

「美星さんかもしれませんわ」

　決して魎呼かも、とは言わない。

「案あん外がい魎呼お姉ちゃんだったりして」
















　砂沙美はなかなかこれで大人をからかうのがうまいのだ。

「ばっ……バカ！」

　案あんの定じよう、魎呼は慌あわてふためいた。

「ちょ、ちょっと、みんな、早くない？」

　現実主義の清音にはついていけない。

「可能性としてはみんなあるわけよね。砂沙美ちゃんだって」

　鷲羽がにやにやしながらクチバシを入れる。

「え？　砂沙美？　ええ～!?」

　砂沙美は目を丸くして指折り数えだした。

「天地兄ちゃんがいま十六で、砂沙美が九歳で、ええと……麻由華お姉ちゃん、今いくつ？」

　と、砂沙美はきょとんとして周囲を見回した。

「麻由華お姉ちゃん？」

　影も形もなかった。

「あれぇ……今ここに座ってたのに」

「あッ!!　あンのやろー……」

　魎呼が血けつ相そう変えて立ち上がった。







　　第三章　空中温泉の中は……







　空中温泉の中は平和に満ちていた。

　この騒さわぎで神経のまいっている天てん地ちにとっては別世界のような静けさである。

「ハァ……一いつ体たいなにがなんだか……」

　顔を洗えば目が覚さめるとでもいうように、天地は冷たい湧わき水を手のひらに受けると二度、三度と顔をこすった。

　冷たい水はのぼせた顔に心地よく滑すべり落ちていったが、多少シャキッとしたぐらいで現実には変わりがない。

「悪い夢だとしか言いようがない。なんで身に覚おぼえもないのにパパって呼ばれなきゃならないんだ、俺!?」

　そりゃあの子は可愛かわいい子だけど──。

　素直で無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まん。

　これが娘とかパパとかいう状況でなければちょっとドキッとするぐらい魅み力りよく的な女の子だ。

　それに、あの光の剣。

　もしあれがホントに光こう鷹おう剣けんなら、鷲羽わしゆうさんの言ってたことが本当なら、俺は未来を目にしてるってことになる。

　自分と同い年の娘に出会うなんて……例えば二十歳で結婚してすぐ子どもが生まれたとしても、あの子が今の歳になった時俺おれは三十六？

　一体俺は誰と結婚したんだ？

　誰があの子に名前をつけたんだ？

　いやいや、まだ何にも分からないってのに、なに言ってんだ。

　俺ってバカか!?

　天地の悩みはあまりにも深く、男湯の入り口がそうっと開いてそうっと閉まったのにも気づかなかった。

「だーれだっ？」

　不ふ意いに背後から目め隠かくしされ、天地は危あやうく心臓が止まるところだった。

「ま……麻ま由ゆ華かちゃん!?」

　振ふり向いたとたんに、裸はだかんぼの麻由華が目に飛び込んできた。

　眩まぶしいぐらいのピッカピカの裸ら体たいである。

　子どもとおんなじで胸を隠かくそうともしていない。

「ズルイよぉ。麻由華のこと置いてくなんて！」

　麻由華は口を尖とがらせ、天地の方にバシャバシャ近づいてきた。

「わッ、来るな！　いや、来ないでくれ!!」

　天地は危うくお湯にしゃがみこんだ。

　遠い昔、良く似たシチュエーションでひどい目にあった思い出が脳のう裏りをよぎった。

　あの時は……魎りよう呼こに無理やり女湯に連れてかれたんだっけ。

　考えて見れば温泉でろくな目にあったことがない。

　温泉は鬼き門もんなのかもしれない。

「なぁに？　麻由華そんなに珍しい？」

「ご、ごめん」

　まじまじと見つめていたことに気づき、反射的に後ろを向く。

　それが合図を送ったように見えたようだった。

「パパ、大好き！」

　麻由華は自分もザブンと沈しずみこむと、天地の背中にぴたっと頰ほおを寄よせた。

「だぁい好き！　パパとくっついてるだけで幸せ！　もうギュッてしちゃう！」

　後ろ向くんじゃなかった。

　よけい進しん退たい窮きわまる事じ態たいになってしまった──。

　こんなにギュッてされちゃったら俺……理性が……。

「パパって不思議。麻由華パパのことしか考えられないの。こうやってくっついてると胸がドキドキして、体の奥がむずむずして、泣きたいぐらい切せつない気持ちになっちゃう。ねえ、どうして？　みんなそんなふうに感じるの？　それとも麻由華だけ？」

「ま、麻由華ちゃん……」

　違うよ、麻由華ちゃん。

　そんなこと言っちゃダメなんだよ。

　そんな気持ちになっちゃもう俺のことパパなんて呼べないよ……。

「あたし、まだ知らないことがいっぱいあるみたい。教えて、パパ。あたしって何なの？　あたしをヘンな気持ちにさせてるものは何なの？」

　まるで子どもから十六歳へ、一いつ気きに時をジャンプしてしまったようだ。

　確かに十六歳にしては言うこともやることも不思議なくらい幼い。

　記き憶おく喪そう失しつのせいなのかもしれない。

　でも、それなら記憶が戻り、自分のことが分かった時にどれぐらいショックを受けるだろう？

　自分はこんなことをしてたんだ、と分かったら……。

「麻由華ちゃん、手をどけて！」

　天地はきっぱり言うと、麻由華の手をつかんだ。

「いやッ！　どこにもいかないで！　麻由華と一いつ緒しよにいて！」

　背中で麻由華がイヤイヤしているのが分かる。

　と、その時、ガラッと引き戸の開く音がした。

「て・ん・ち・さ・ま……」

　飛び込んできた阿あ重え霞かと魎呼がそのまま凍りつく。

　天地は呆ぼう然ぜんと温泉の中に突っ立ったまま、最後の審しん判ぱんの鐘かねが鳴るのを耳の奥で聞いた。

「天地ぃぃぃ─────!!」

「きゃ～～～～!!」

　魎呼が泣きそうな顔で突進してきたのと、麻由華が悲鳴を上げたのはほとんど同時だった。

「てめー、よくもよくも……あたしだってやらねぇようなことを!!」

「きゃーっ、パパ、助けてぇ！」

「りッ……魎呼！　落ち着けっ。話を聞けっ」

「天地様、あんまりですわ！　いくら娘だからってそんな……」

「阿重霞さん、話を聞いてくれ！　俺はなんにも……」

　あと五分この修しゆ羅ら場ばが続いてたら俺は確実にどうかなってただろう。

　救いは意外なところから現れた。

　じっちゃんが大きなバスタオルを手に現れて、そもそもの原因をひょいと捕つかまえてしまったのだ。

「きゃっ……！」

　勝かつ仁ひとは麻由華の体に手早くタオルを巻きつけると、よいしょと抱き上げた。

「よしよし。今度はじっちゃんと入ろうな」

　麻由華はきょとんと勝仁の顔を見上げた。

「じっちゃん、天地のパパ？」

「ま、そんなもんじゃ」

「なら、いいや」

　麻由華は勝仁の腕の中で安心したように丸くなった。

　十六歳から一気に子どもに戻ってしまったようだ。

「バイバイ。また後でね」

　麻由華がにこにこしながら手を振る。

　勝仁は天地に片目をつぶってみせると、すたすたと男湯を出て行った。

「一体何だったんだ!?」

　魎呼と阿重霞はアッケに取られて顔を見合わせた。

「さあ……」

　天地は早くも一日分のエネルギーを使い果はたした気分だった。




「あーはっはっは！　その調子その調子。もっとどんどんかき回しちゃえ！」

　由ゆ厨ず葉ははモニターの前で空中温泉の様子を見ながら笑いこけていたが、勝仁が入ってきて麻由華を捕まえたところでぴたり、と笑い止やんだ。

「クソ遥よう照しようめ。せっかくいいところだったのに！　なんで余よ計けいなことするんだよ!?」

　じじいになりやがって……大人になったおまえなんかもう関係ないね！

　由厨葉は呟つぶやいた。

　いいところで邪じや魔まばっかりしやがる。

　やっぱり皇おう子じを守ってるんだ！

　樹じゆ雷らい皇おうが昔、息子を守ったように。

「なかなかうまくいかないねぇ」

「やっぱり計画に難なんがあるんだよ」

　ぬいぐるみたちが冷やかした。

「皇子様をモノにしようなんて、向こうにとっちゃいい迷惑だよなー」

「さっさと自分で行ってさらってきちゃえばいいのにな」

「一回手ひどくやられたもんだから怖いのさ」

「違うっ！」

　由厨葉は腹立ち紛まぎれにぬいぐるみのひとつを蹴け飛とばした。

「あたしが行ったら遥照にバレちゃうだろ？　ヒトガタならバレないじゃないか！」

「やっぱり怖いんだ。正しよう体たいがバレるのが怖いんだ」

「バカ、バカ、バカばっかりだ！」

　喚わめきながらぬいぐるみを蹴散らす。

「あれはあたしの最高傑けつ作さくだ！　おまえらなんかなんにもできないくせに。ほころびひとつ自分で直せないくせに！」

「悪かったねー」

「悪かったねーだ」

「由厨葉は天才だ！　向こうにいる天才と力比くらべだ！」

「あたしが勝つに決まってる！」

　由厨葉はサカナのぬいぐるみを睨にらみつけると、ぽかぽか叩たたいた。

「闇やみは光より古い。闇は光より強い。だからあたしの方が強いのさ」

　由厨葉はぽん、とサカナのぬいぐるみを放り出すと、ごろんと横になってまたモニターを見始めた。




「ほらほら、じっとして」

　縁えん側がわの方から清きよ音ねの声が聞こえてきた。

「いくら夏だからって濡ぬれたままは良くないわよ」

「やーん、暑いんだもん」

　美み星ほしと清音がせっせと麻由華の世話を焼いている。

「下着のままじゃ天地さんが困っちゃうわよ」

「だってお洋服、持ってない」

　麻由華は口を尖とがらせた。

「しょうがないわねぇ……よし！　おねえさんがとっておきのワンピース貸してあげる！」

　清音は自分の荷物の中からふわりと裾すそが広がったサンドレスを取り出した。

「じゃ、リボン貸してあげる。結んであげるからじっとして」

　美星がピンをくわえて麻由華の髪を梳とかし始めた。

「麻由華ちゃん、なにやってんの？」

　砂さ沙さ美みと魎りよう皇おう鬼きが覗のぞきに来る。

「ほら、できた！」

「わあ……!!」

　砂沙美は目を丸くした。

　夏らしいサンドレスは麻由華のすんなり伸びた肢し体たいによく映はえた。

「麻由華ちゃん、似合う！　かっわい～い！」

「ホント？」

　麻由華が不思議そうにスカートの裾すそをつまんでみる。

「ほら、鏡こっちだよ。自分で見てごらん」

　砂沙美は麻由華を玄関に引っ張っていくと、鏡の前に押しやった。

「わぁ、ステキ！」

　麻由華は嬉うれしそうな顔になると、スカートをつまんでくるりと回った。

「パパに見せてくる！　パパ、どこ？」

「あら、可愛いじゃない。天地殿は二階よ」

　台所にいた鷲羽が顔を出した。

「はーい！」

　麻由華は裸足はだしのままぱたぱたと階段を駆かけ上がっていった。

「あの子、可愛いわね。なんだかちっちゃい子の面めん倒どう見てるみたい」

　清音が微笑ほほえみながら見送る。

「素直でいい子よねー。天地さんももっと素直に喜べばいいのに」

「天地さんはアンタじゃないのよ。急におんなじぐらいの娘ができたら、そりゃびっくりするわよ」

　清音は笑いながら美星をたしなめたが、ふと不思議に思った。

　麻由華が衝撃的に現れてからまだ半日も経ってないのだ。

　それなのに、前からずっといるみたいにこの家や家族に馴な染じんでいる。
















「天性のものかしらね……」

「砂沙美、あのお姉ちゃん好き！」

　砂沙美は嬉しそうに鷲羽の方を見た。

　お姉ちゃんって言うより、同い年みたいな気がするけど、可愛いもん。

「そうね、砂沙美ちゃんのいいお友達になりそうね」

　鷲羽は麻由華の髪を梳かしていたブラシを取り上げると、目ざとく銀色の髪の毛をつまみ上げた。

「これ、あの子の髪の毛？　よね？」

「あらあら、あんなに若いのにもう白髪なんて」

　美星が覗のぞき込む。

「ま、研究材料としてもらっとくわ。じゃね」

　鷲羽は何か考えがあるのか、髪の毛を持って研究室に引っ込んでしまった。




「はァ……この若さで子持ちになるとは……」

　まだキスもろくにしたことないってのに。

　天地はベッドの上にひっくり返ったまま、呆ぼう然ぜんと天てん井じようを見上げていた。

　あの子が親しん戚せきの子かなんかだったら別に何の不ふ都つ合ごうもなかったのになぁ。

「なんで娘なんて言い張ってんのか、俺おれ、ホントに分かんないよ。あの子、一体何なんだろう……」

　無理もなかった。

　突然同級生にパパと呼ばれるようなものだ。

「でも、きっとどこにも行くとこ、ないんだろうなぁ」

　少なくとも今日はここに泊とめてやんなきゃ。

　でも明日は？　明後日あさつては？

　……と、いうことはまた女の子が増えるのか!?

　天地は愕がく然ぜんとして跳とび起きた。

　ど、どうしよう──また友だちに言い訳できない秘密が増えていく。

「もう、なるようにしかならない。きっとそれが俺の人生なんだ」

　天地はきっぱり……とは言いい難がたかったが、とりあえず問題を棚たな上あげすることにした。

　魎呼や阿重霞さんにしてるのと同じように、フツーに接してればいいんだ。

　だんだんみんなともうまくやってけるようになるさ、きっと。

　ちょっと不安だけど─────。




　天地が部屋にこもっている間、阿重霞と魎呼は狛こま犬いぬのように扉の両脇をがっちり固め、何なん人ぴとたりとも通さない意い気き込ごみで階段を睨にらみつけていた。

　張り番の甲か斐いがあった。

　能天気な侵しん入にゆう者しやが階段をばたばた上がって来たのである。

「あっ、魎呼！　阿重霞！」

　麻由華はさっきあれだけ追っかけられたのをけろりと忘れてしまったように、にこにこしてドレスの裾すそをつまんだ。

「ほら見て！　きれいでしょ？　パパに見せに来たの。パパは？　お部屋？」

「何だと？」

　魎呼は猛もう犬けんのような目付きで睨にらんだ。

「来ないでくださいな。天地様は今、ご気分が悪いそうですわ」

　阿重霞は冷ややかに答えた。

　先さき程ほどの空中温泉のショックがデリケートな心にこたえているのである。

「そ、そうなの──？」

　さすがの麻由華もそれ以上は進めなかった。

「じゃ、下降おりるね」

　阿重霞は完璧に麻由華を黙もく殺さつしたが、麻由華ががっかりしたようにとぼとぼ階段を降りていくのを見ると、なぜか小さい子どもをいじめたような後あと味あじの悪さが残るのだった。

「……あんな子！　天地様の娘であるはずがないですわ！」

　魎呼は宙にピタリと視線を据すえたまま、微び動どうだにしなかった。

「パパ、気分が悪いんだって」

「え？　天地兄ちゃんが？」

　お姉ちゃんたちにイジワルされたな。

　砂沙美は麻由華のがっかりした顔を見てピンときたが、こればかりはどうしようもない。

「そっか……じゃ、砂沙美と遊ぶ？」

「うん！」

　麻由華はやっと笑顔になると、嬉うれしそうに砂沙美のそばに駆け寄ってきた。

「遊ぶって、何して遊ぶの？」

「プールでも行けるといいんだけどなぁ」

　砂沙美はじりじり照りつける午後の太陽をちょっと恨うらめしげに見やった。

「折おり紙がみでもしようか？　麻由華ちゃん、やったことある？」

「ううん」

「じゃ、砂沙美が教えてあげる！」

　サイドテーブルの下から折り紙の箱を取り出す。

「砂沙美もねぇ、最初は全然知らなくて、天地兄ちゃんや信のぶ幸ゆきおじさまに教えてもらったんだよ。ほら、鶴つる！」

「すっごーい！」

　麻由華は目を丸くした。

「あたしもやる！　教えて！」

「私も混まざっていいですかぁ？」

　ヒマな美星がにこにこしながらやってきた。

「麻由華ちゃんって不思議な女の子よねー。なんだか家の中が一気に明るくなったみたい」

「元気だもんね！」

　砂沙美はもう一度ゆっくり鶴を折り始めた。

「ねぇ、まだ帰らないよね？　ずっとおうちにいるよね？　そしたら楽しいこといっぱいできるよ。天地兄ちゃんに頼たのめば海だって連れてってもらえるし、遊園地だって。マンガも面白いの、信幸おじさまがいっぱい持ってるんだよ。一いつ緒しよにお買い物行ったり、お料理作ったり、花火したり。砂沙美、麻由華ちゃんが来てすっごい嬉うれしいなぁ」

「麻由華も嬉しい！」

　無邪気な笑顔がこぼれた。

「砂沙美ちゃんだぁい好き。パパの次に好き！　お友だちになれる？」

「もうなってるよ。明日も明後日あさつても、ずうっとお友だちだよ！」

「わぁ……！　嬉しい！　もうギュッてしちゃう！」

　麻由華は砂沙美をギュッと抱だき締しめ、砂沙美は照れた顔で微笑んだ。

「約束だよ。ずうっとここにいるって！」

「約束？」

　麻由華は小首を傾げた。

「約束……スターティカ……」

　その目が不安定に宙をさまよう。

「そうだ、プレゼント！　渡さなきゃ！」

　麻由華はぴょん、と飛び起きると、小さな箱を抱かかえてやってきた。

「パパにプレゼントあげるの。渡せなかったプレゼント……」

　小さな木き彫ぼりの蓋ふたを開くと、ぱぁっとホログラムが立ち上がった。

　クリスマス・ツリーのシルエットがオルゴールのメロディーに合わせてゆっくりと回転し始める。

「きれい……クリスマスだね」

　砂沙美はうっとりとシルエットを見つめた。

「うん……」

　麻由華の視線が宙ちゆうにさまよう。

「果はたせなかった約束……報むくわれなかった想い……失われた夏……」

「麻由華ちゃん、どうしたの？」

　美み星ほしが不思議そうに覗き込んだ。

　と、麻由華はきょとんとして振り向いた。

「え？　なあに？　あたし、なんか言った？」

「約束がなんとかって」

　麻由華は首を振った。

「ううん。覚えてない……」

「ゆっくり思い出せばいいわ。ね？」

　美星は優しく麻由華に笑いかけた。

　ホログラムはゆっくり回転しながら、ツリーの回りに集つどう人々のシルエットへと変わっていった。







　　第四章　「勝かつ仁ひとさんは？」







「勝仁さんは？」

　清きよ音ねはホースで庭に水まきしながら庭仕事をしている信のぶ幸ゆきに声をかけた。

「うん？　また来るって神社に戻もどったよ」

「大変でしたねー。いきなり大型台風が来たみたいで」

「いやぁ、肝きもをつぶしたよ」

　信幸はよっこらしょと立ち上がり、腰こしの手ぬぐいで汗あせを拭ふいた。

「清音さん、すまんな。お客さんなのに手伝ってもらって」

「いいんですよ。じっとしてるの性しように合わないんです。ほら、アタシって貧びん乏ぼう性しようだから」

　清音は気持ちのいい笑顔を見せた。

「余計なことかもしれませんけど、あの子、どうするんですか？」

「うん、それなんだ」

　信幸は眩まぶしそうに空を見上げた。

「記き憶おく喪そう失しつなのかもしれんし、もっと別のわけがあるのかもしれんが、取り敢あえず家で様子を見ようということになったよ。じっちゃんとも話したんだがね。まあ、天てん地ちはああいう子だからずいぶん困ってるようだけどな」

「天地さん、マジメですもんね」

「うん。俺と違って堅かたくてな」

　信幸は声を上げて笑った。

「今日、お盆だろ？　君にこんな話をするのはおかしいかも知れんが、母さんの墓参りに行って、娘を見つけて帰ってきたなんて、不思議な話だよなぁ……。俺も、魎呼や君たちのおかげでずいぶん不思議なことには馴なれたつもりだったんだけどなぁ」

「ご迷惑ばっかりかけてます」

　清音は軽く頭を下げた。

「なぁんて、アタシが言ってもしょうがないですけど」

「いやいや、迷惑じゃないんだ。こんなに毎日楽しい思いをさせてもらって感かん謝しやするのは俺たちの方さ」

　信幸はちょっと照れたように視線を逸そらした。

「みんな縁えんがあってこの家に来て、家族になって……いつまでこんな夢のような毎日が続いてくれるかなぁ……俺は時々そう思うんだよ」

「新しい家族が増えたばかりじゃないですか。これ以上女の子が増えたらどうするんですか？　いくらおじさまだって破産しちゃいますよ」

　清音は笑いながら水を止め、ホースを片付けた。

「さ、もっとお手伝いありませんか？　アタシたちここではお客さんじゃなくて、オマケなんですから」

「じゃ、晩ばん飯めしのおかずでも取りにいくか。鷲羽ちゃんのスーパーミラクルなんとかのお陰かげで野菜はもう、食い切れないぐらいだよ」

「はーい」

　信幸と清音は並んで畑の方に歩いて行った。




「なんでこう、うまくいかないのかしらね」

　鷲羽はモニターの前で考え込んでいた。

　解かい析せき装そう置ちにはさっき見つけた銀の髪の毛がセットしてあったが、モニターには「解析不能」の文字がいくつも点てん滅めつしていた。

「遺伝子構造が全然読めない──とにかく地球の人間じゃないことは確かだわ」

　残念ながら、私たちのうちの誰かでもなさそうね……心の中で呟つぶやく。

「なんだかとんでもないモノと結婚したようね、天地殿」

　そのとんでもないモノは人間じゃないかもしれない。

　何者かが目的を持って送り込んだのかもしれない。

　その可能性は否定できない。

「他のパターンを探ってみるとするか。絶対正しよう体たいをあばいてやるから覚悟なさい」

　鷲羽は指で軽くモニターを弾はじくと、ニヤリと笑った。




　午後の日差しはゆっくりと傾き、いつの間にかヒグラシの声が聞こえてきた。

　居い間までは砂沙美と麻由華が床の上に折り紙を散らばせたまま、仲良く眠っていた。

　オルゴールの蓋ふたは開けっ放しだったが、もうホログラムも音楽も止まっている。

　張り番しているうちに眠くなってしまったのか、二階の天地の部屋の前では阿重霞と魎呼がすっかり眠りこけていた。

「天地様、イヤ……そんな子に構かまわないで……」

　何の夢を見ているのか、阿重霞が呟つぶやく。

　壁に寄よっかかったまま眠っている魎呼がわずかに身じろぎした。




　パパぁ……パパ、どこ？




　闇の中、ほんの五つ六つぐらいの小さな女の子がしゃくり上げている。

　あたし、どこに行けばいいの？　どうして誰もいなくなっちゃったの？




　女の子は目にいっぱい涙をためたまま、ふらふらと歩きだした。

　魎呼は闇やみの中でぽつんと立ったまま、女の子が歩きだすのを黙だまって見つめていた。

　目が慣なれてくると、女の子が歩いている道が途中で切れているのが分かった。

　ぷっつり切れて、真っ暗な奈な落らくが口を開あけている。




　危ない！




　魎呼は飛び出すと、とっさに女の子の襟えり首くびをつかんだ。

　女の子はハッと身を硬かたくすると、恐る恐る魎呼を見上げた。




　ママ……？




　魎呼はぎょっとして思わず手を離した。

　女の子の顔は麻ま由ゆ華かにそっくりだった。




　おまえなんか知らない！　あたしはママじゃない！




　女の子の顔が歪ゆがんで、今にも泣き出しそうになった。

　必死に小さな手を伸ばして来る。




　ママ、一いつ緒しよにいて。一緒にパパのこと、探しに行こ。




　魎呼の手を探りあてると、女の子はやっと安心したようにふうっと笑顔になった。

　小さな手がしっかりと魎呼の手を握にぎり締しめる。

　熱あつくて湿しめった手を握っていると、魎呼は何も言えなくなってしまった。

　自分もこうだった。

　天地に会うまでは、手を握ってしっかりと抱き締めてもらうまでは。

　ふいに女の子がことん、と頭を預けてきた。

　魎呼はじっと立ったまま、せめぎ合う二つの気持ちを持て余していた。

　今すぐ手を振り払って、闇の中に置き去りにしてやりたいという気持ちと、手を引いて、この闇の中から連れ出してやりたいという気持ち──。




　あたしのこと、好き？




　ふいに闇の中から声が響いた。

　ハッと見ると、女の子の姿はなく、魎呼は成長した麻由華の手を握って立っているのだった。




　おまえなんかキライだ！




　魎呼はゾッとして手を振りほどいた。




　何しに来た？　子どものふりして何をたくらんでる？　あたしのこと騙だまそうったってそうはいかないぜ！




　あたし、変わってないのに──麻由華の顔が歪ゆがむ。

　どうして怒るの？

　あたし、ただギュッてしてもらいたいだけなのに。

　あなたとおんなじなのに。




　声を上げそうになった瞬間、ふいに麻由華も麻由華の立っていた地面も消えて、魎呼は闇の中にひとり、取り残された。

　恐怖に心臓の鼓こ動どうが跳はね上がった。




　天地……！




　と、誰かの手がすぅっと魎呼の頭を撫なでて通り過ぎて行った。

　あ、天地だ。そばにいてくれたんだ。

　魎呼は安心してまた眠りの中に沈しずんで行った。




「……しょうがないなあ」

　天地は足音を忍しのばせて、そっと階かい下かヘ降りて行った。

　魎呼が子どもみたいな顔して居い眠ねむりしてたので、思わず頭を撫でてしまったのだ。

　居間を覗のぞくと、砂沙美と麻由華が遊び疲れたように並んで眠っていた。

「なんだ、みんな寝ちゃったんだ」

　天地はそのまま廊下を抜けると、外に出た。

　日中のうだるような熱気の名残なごりはまだたっぷり残っていたが、少し風が出てきたようで軒のき先さきに吊つるした風鈴が鳴るのが聞こえてきた。




　麻由華──まゆか──さあ、目をお覚さまし。




　蓋ふたを開けっ放しのオルゴールがふいに光を放った。

　ホログラムのように由厨葉の顔が浮かび上がる。




　皇子様を探しておいで──。




　麻由華は悪い夢を見ているように顔をしかめた。

　声は優やさしかったが、有う無むを言わせぬ響ひびきがあって、直接心の中に命令してくるのだった。




　さあ、目をお覚ましったら！




　その言葉につられるように、麻由華は目を開いた。

　焦しよう点てんが合っていない。

　麻由華は虚うつろな顔で起き上がると、そっと部屋を出て行った。

　足元で踏ふみ潰つぶされた折り紙の鶴がくしゃっとかすかな音を立てる。




　魎呼はハッと目を覚ました。

　いきなり眠りを破られたせいで、心臓がドキドキしている。

　しばらく何が起きたか分からないような顔でぼんやりしていたが、そっとドアを開け、天地の部屋を覗のぞいた。

　天地はいなくなっていた。

　不安がどっと押し寄せて来て、魎呼は一いつ気きに階下まで瞬間移動した。

　居間の敷物の上に砂沙美が無邪気な顔をして眠っているのが目に入ったが、麻由華の姿はなかった。




「パパ？」

　庭にいた天地が振り向くとサンドレスを着た麻由華が立っていた。

「あれ、麻由華ちゃん、着き替がえたんだ」

　麻由華は妖あやしい笑みを浮かべ、つつっと天地のそばへ寄ってきた。

　ねだるように腕を絡からめ、上うわ目め遣づかいに天地を誘さそう。

「ねえ、来て……」

　ふいに腕を引かれ、天地はちょっとよろめいた。

「な、なんだよ」

「なんでもない」

　言いながらちらっと振り返る。

「早く。こっちよ」

　何か俺に見せたいものでもあるのかな？

　天地はおかしいな、と思ったが、麻由華があまり強ごう引いんなので仕方なく腕を引かれるまま歩きだした。

　麻由華の足取りはだんだん早くなり、しまいには小走りになった。

　何かに憑つかれたように石段を上って行く。

「一体どうしたんだよ？」

　と、ふいに麻由華が立ち止まった。

　石段の半なかばにある踊り場である。

「どうしてここへ……何かあるの？」

　麻由華は無言で振り向き、濡ぬれたような瞳で天地を見つめた。

　焦点が定まっていないように瞳ひとみが揺ゆれている。

「麻由華ちゃん？」

「あたしのこと、好き？」

　ふいに麻由華がぶつかるように飛び込んできた。

　天地が驚いて体を硬かたくした瞬間、麻由華の唇くちびるが天地の唇を掠かすめた。

「抱だいて……」

　ハッとするぐらい切ない瞳。

　今度はゆっくり、言葉も出ない天地の唇に自分の唇を重ねる。




　ダメだ、麻由華ちゃん──。




　麻由華は腕を回し、天地を抱き締めた。

　急に目眩めまいを感じ、天地は思わず麻由華の体に回した腕に力をこめた。

　空が急激に暗くなってくる。

　意識が途と切ぎれていく。




　どうして……俺に何を……。




　まだ充分明るさの残っているはずの空がこんなに暗いのは、感覚がおかしくなっているせいだろうか。




　一緒に行こう、パパ……。




　足元が闇に吞のまれていく……落ちる……。

　天地の意識が途と切ぎれ、体から力が抜けた。




　魎呼は上空から天地の姿を見つけ、息を吞んだ。

　空間がそこだけ薄い膜まくを張ったようにめくれ上がり、光の輪となって二人の姿を包んでいる。

　抱き合う二人は次第に薄れていき、この世界から消えていくように見えた。

「天地ィ─────!!」

　その瞬間、鷲羽の研究室に今日二度目の警けい報ほうが鳴り響き、柾木神社の本ほん堂どうにこの世ならぬ気け配はいが走った。

「また警報！」

　鷲羽は監かん視し装そう置ちの座ざ標ひようを確かめ、眉まゆを寄せた。

「恐らく今け朝さと同じ場所だわ。確かめに行かなくては……」

　勝仁はカッと目を見開き、立ち上がった。

「何なに奴やつ!?」

　と、唐とう突とつに気け配はいは消え、ヒグラシの声が戻ってきた。

「天地！」

　魎呼が降おり立とうとした刹せつ那な、空間の歪ゆがみは消え、当たり前の夕暮れが戻ってきた。

「あれ……どうしたんだ、俺？」

「え？」

　天地と麻由華は抱き合ったままぼんやりと見つめ合い──慌あわてたように体を離した。

「あ……あたし……」

　麻由華の頰ほおがカッと熱くなった。

「麻由華ちゃん、今……」

　言い終わらないうちに麻由華が遮さえぎった。

「分からない……あたし、なにしてたの!?」

　脅おびえた顔で後ずさり、踵きびすを返して走りだす。

　と、三歩も行かないうちに壁にぶつかった。

「なに慌あわててんだよ？」

　魎呼が出現する。

「大好きなパパから逃げ出すなんて──天地、ちょっとこの子借りていいか？」

「え？　ああ……」

　と、魎呼は麻由華を抱えてふわりと宙に浮き上がった。

「きゃッ──パパぁ！」

「魎呼！」

　天地は慌あわてて駆かけ寄よった。

「ちょっとその辺へん見せてやろうと思ってさ。いいだろ？　なッ？」

　にいッと笑うともう返事も待たずに空に駆け上がる。

「きゃァ────」

　麻由華の悲嗚が長く尾を引いて聞こえてきた。




「大丈夫だって。落としゃしないから！」

　魎呼はスピードをゆるめると、高度を落として柾木神社の上をゆっくり通過した。

「見えるか？　あれが柾木神社、じっちゃんのいるところさ。天地は小さい頃、ここで育ったんだぜ。五歳の時、母さんが死んでな……よく泣いてたもんさ」

　少し速度を上げて今度は墓ぼ地ちの方に回る。

「あそこに墓があるだろ？　ほら、茜あかね色いろのカンナが飾ってあるやつ。あれが母さんの墓だ。おまえ、天地の母さんの名前、覚えてるか？」

「母さん──ママ？」

　麻由華は魎呼の顔を見上げた。

「ううん、知らない」

　魎呼は何も言わずに麻由華を抱え直すと、上空高く舞い上がった。

「怖いか？」

「ううん……ちょっとだけ」

　麻由華はぎゅっと魎呼の服をつかんだまま、目を丸くして地上を見み下おろした。

「向こうに町が見えるだろ？　あの四角い建物、あれが天地の通ってた小学校。ずっと向こうの方にはもっとでかい街があって、天地が途中で止やめちまった高校があるのさ。ここが天地の故郷だ。天地の育ってきたところだ。ちょっとでもいい、何か思い出せないか？」

　麻由華は何も答えることができないまま、首を振った。

「覚えてないのか？　何にも知らないのか？　おまえが未来から来たなら、どんな家に住んでたんだ？　そばには誰がいた？」

「うう……」
















　麻由華の唇が震え、地上の風景がぼやけた。

「おまえの生まれた日……誕たん生じよう日びはいつだ？　大好きなパパの誕生日は？　何でもいい、ひとつでもいい。思い出してくれ！」

　魎呼の顔は怖いほど真剣だった。

　麻由華は初めて体が震えるほどの恐怖を感じた。

「知らない……分からない……あたし何にも覚えてない！」

　上空の風が麻由華の涙を無残に吹き払っていく。

　魎呼は空中で静止すると、最後の望みをかけるように麻由華の顔を覗き込んだ。

「おまえは誰だ？　さっき何をしようとしてたんだ!?」

「知らない……ホントに分からないの……」

　麻由華の声は震えていたが、答えは聞き違えようもなかった。

　魎呼はがっくりと頭を垂れた。

「魎呼──？」

　麻由華の胸がふいに熱くなった。

　パパにしたように、このひとの手を握りたい──ギュッて抱き締めたい。

「麻由華のこと、嫌い？　キライになった？」

「おまえは天地の娘じゃない」

　魎呼は顔を上げると静かに、だがきっぱりと答えた。

　ふいに麻由華を抱き抱えていた手が離れた。

「あッ……」

　一瞬だけ、風に乗って体が浮いたような気がした。

「キャァァァァ───────」

　麻由華の体が石のように落ちていくのを魎呼は身じろぎもせずに見つめていた。







　　第五章　夏の長い一日が暮れ、







　夏の長い一日が暮れ、夕食の支度をする時間になってもまだ麻ま由ゆ華かは帰って来なかった。

「麻由華お姉ちゃん、どこ行っちゃったのかなぁ……魎りようちゃん、知らない？」

「みゃっ？」

　砂さ沙さ美みの足元でニンジンの天てん麩ぷ羅らを狙ねらっていた魎りよう皇おう鬼きは驚いて飛び上がった。

「こら！　揚あげ物ものしてるのに、危ないじゃない」

「みぃ～～～」

　怒られた魎皇鬼はとぼとぼ台所を出て阿あ重え霞かのそばで立ち止まった。

　お盆ぼんのロウソクの明かりがゆらゆら揺ゆれているのを物珍しそうに見つめる。

「みゃ？」

　魎皇鬼の声に阿重霞が顔を上げると、梁はりの上にいつの間にか魎りよう呼こが座っていた。

「あら、魎呼さん。あの子と一いつ緒しよじゃなかったんですの？」

「先に帰ったよ」

　魎呼はぶっきらぼうに答えると、梁はりの上に長々と寝そべった。

「そう……」

　それっきり、麻由華の話は途と切ぎれた。

　玄関の外では天てん地ちと信のぶ幸ゆきが迎むかえ火びを焚たいていた。

「天地さぁん」

　呼びながら懐かい中ちゆう電でん灯とうを持った美み星ほしと清きよ音ねが近づいて来る。

「小学校の方まで探したんだけど……」

「そうか。ごめんな」

　天地はがっかりしたように頷うなずいた。

「麻由華ちゃん、一いつ体たいどこいっちゃったんだろ？　やっぱ俺、捜して来るよ」

「ま、取とり敢あえずメシ食っちまおう。清音さんも美星さんもおなか空すいてるだろ？」

　信幸は天地の背を押すように玄関を入った。

「さっきじっちゃんに電話したらな、来る途と中ちゆう捜してみるって言ってたよ」

「うん……」

　夕食の席でも天地は言葉少なかった。

　麻由華がいないことがそれぞれの胸に重くのしかかっているのだろう、ふだんは賑にぎやかな夕食の席も今夜はシンとしている。

「ねえ砂沙美ちゃん、今日はエビとかお魚の天麩羅がありませんねー」

「美星さん、それはねぇ、今日はお盆だからなの」

　砂沙美はホッとしたように微笑ほほえんだ。

「精しよう進じん揚あげって言うんだよ。お寺なんかのお料理とおんなじだよ」

「そっかー。清音のダイエットにぴったりですねー」

　美星は感心したように頷うなずいた。

「ちょっと、それどういう意味？」

　清音が早さつ速そく反応する。

「いいわよねぇ、一日三食お菓子昼寝つきであれだけ食べて太らないひとは」

　最近晩ばん酌しやくのビールのせいでちょっぴりおなかの回りが気になる清音は、恨めしそうに美星を睨にらんだ。

「だってぇ……清音も下宿始めてからお料理上手になったわよねー。もう朝晩、ごはんとたくあんがおいしくって」

「何それ？　アタシがろくなお料理作ってないってこと？　そりゃアンタが無む駄だ遣づかいばっかしてるからよ！」

　ホメたんだかケナシたんだか分からない返事に清音は思わず噴ふき出した。

「今日のお野菜は大食いのアンタの為ために特別、信幸さんと取りに行ったんだから。ほら、ちゃんとトマトも食べなきゃダメよ！」

「うッ……トマトはキヨちゃんに上げますぅぅ」

　いつものやり取りにちょっとみんな気持ちが和なごんだ。

「魎呼、麻由華ちゃんなんか言ってなかったか」

「別に。砂沙美ちゃん、おかわり！」

　魎呼はあえて麻由華の話題を避さけているように見えた。

「おかしいなあ……」

　天地はもうすっかり暗くなった窓の外をちら、と見た。

「俺、やっぱ行って来るよ。あの子、この辺へん何にも知らないだろ？」

　天地はさっき麻由華にされたことを何にも覚おぼえてないらしい。

　やっぱりそうだ。

　それに、娘と言い張っている人物が自分の父親の生まれ育った家も覚えていない、それが何を意味しているかも考えていないらしい。




　これが罠わなでなくて何なんだ!?

　あの無む邪じや気きさのお陰かげでみんなコロリと騙だまされてるだけじゃないか！




　魎呼は思わず箸はしを止めた。

「なんでそんなに気にすんだよ？　おめーだって困ってたくせに。ほっときゃそのうち帰って来るだろ」

　冷たく言い放つ。

「帰って来ないから心配してるんじゃないか」

　天地はムッとして言い返した。

「記き憶おく喪そう失しつかなんか分からないけど、来たばっかりなんだぞ。真っ暗な山の中で迷ってたりしたらかわいそうじゃないか」

「かわいそう？」

　魎呼は思わず立ち上がった。

「じゃああいつに引っ搔かき回されてるあたしたちはどうなんだ？　あいつが来てからトラブルばっかりじゃないか！　天地、おめーお人よしもいい加か減げんにしろよ！」

「そんな言い方ってないだろ？」

　天地もむきになって言い返す。

「わたくし、分わからないんですの……あの子のこと、どう考えたらいいのか」

　阿重霞がぽつりと呟つぶやいた。

「悪い子じゃないと思いますわ。でも……」

　と、玄関の引き戸がガラッと開く音が聞こえ、勝仁の呼ぶ声がした。

「天地はおるか？」

「じっちゃん！」

　天地が玄関にすっ飛んで行くと、裾すその裂けたサンドレスを着た麻由華を連つれた勝仁が立っていた。

「麻由華ちゃん！」

「さ、上がりなさい。おなか空いたじゃろ？」

　勝仁は麻由華の肩を抱くように玄関を入った。

「いや、この子が杉の木のてっぺんで泣いておってな。難なん儀ぎじゃったな」

「杉の木!?」

　杉の木ってどういうことだ？　やっぱり魎呼が……？

「ああっ、麻由華ちゃん！」

　居間の入り口で、二人は大歓かん迎げいの嵐を受けた。

「麻由華お姉ちゃん！　心配したんだから、もぅ」

「良かったわね、おじさまに見つけてもらって」

　魎呼だけがそっぽを向いているのを天地は目ざとく見つけた。

「魎呼！　おまえ麻由華ちゃんになんかしたんじゃないのか？」

　と、麻由華がキッと顔を上げ、魎呼の方に走り寄った。




　バッチーン！




　その場にいた一同が思わずぎょっとするぐらい派は手でな平ひら手て打うちだった。

「キライ！　大ッキライ!!　あたしがいなくなればいいと思ってるんでしょ!?」

　魎呼は頰を押さえたまま啞あ然ぜんとしていたが、すぐに目を怒らせて怒鳴り返した。

「消えちまえッ！　よくものこのこ戻って来れたな！　あたしの前に二度と姿を現すな！」

　思い切り麻由華を突き飛ばす。

「キャッ」

「出てけッ！　出ていかないならあたしが追い出してやる！」

　魎呼は凄すさまじい形ぎよう相そうで麻由華の胸むな倉ぐらをつかみ、揺ゆさぶった。

「魎呼、なにやってんだ!?　止やめないか！」

　天地は仰ぎよう天てんして止めに入った。

「ど、どうしたの、魎呼お姉ちゃん!?」

　魎呼のあまりの剣けん幕まくに砂沙美たちも動けないでいる。

「天地、そいつは食わせ者だ！　おまえ、さっき危なかったんだぞ！　どうして分かんないんだよ!?」

「何言ってんだ？　一体なんの話だよ!?」

　天地の表情が険けわしくなる。




　やっぱり分かってないんだ。




　魎呼ははらわたが煮にえ繰くり返るような思いだった。

　これじゃまるであたしが悪者みたいじゃないか！

　さっきやっときゃ良かったんだ。

　こいつなんか死ねば良かったんだ……！




「天地、あたしの言うことが信じられないのかよ？　こんな食わせ者の方がいいのか!?」

「魎呼!!」

　パン！　と乾いた音が響いた。

　魎呼は頰ほおを押さえ、よろめいた。

　どうして……!?

　いっぱいに見開いた目がそう叫んでいる。

「あ……」

　しまった！

　思わず手が出てしまった……。

「天地……」

　頰の痛みより、初めて天地に叩たたかれた、そのことが魎呼の心にナイフのように突き刺さった。

　居間は静まり返り、麻由華ですら動けずにいる。

「魎呼」

　ごめん、と言う前に魎呼はくるりと後ろを向いてしまった。

　何にも聞きたくない、何にも言ってほしくない……魎呼の背がそう語っている。

「魎呼、聞いてくれ！」

　魎呼を叩いてしまった後ろめたさと苛立ちで天地はつい怒鳴ってしまった。

　こんなことになるなんて……俺はどうかしちゃったのかもしれない。

　魎呼は俺のこと心配してるだけなんだ。

　分かってる。俺だってヘンだと思わないわけじゃない。

　でもこの子は、麻由華はウソをついてるわけじゃない。

　そんなこと、目を見れば分かるじゃないか。

　それとも嫉しつ妬と……してるのか？

　俺が麻由華に心を移したと思ってるのか？

「俺だってこの子のことは分からない」

　天地は辛つらい気持ちで話し出した。

「みんなだって同じさ──でも精一杯受け入れてやりたいと思ってるんだ。どうしてだか分かるか？」

　魎呼は後ろを向いたまま頑かたくなに押し黙っている。

「阿重霞さん。砂沙美ちゃん。美星さん……みんなそうやってこの家に来たからさ。そうだろ？　魎呼。おまえもそうだったんだ」

　分かってくれ、魎呼。

　手をかけてこっちを向かせてやりたい。

　こんなことでケンカしたくないんだ、魎呼……。

「パパ？」

　ハッと振り向くと、麻由華が不安そうに天地を見上げていた。

「ごめん、麻由華ちゃん。そうなんだ……」

　天地は一瞬躊ちゆう躇ちよした。

　俺のことを父親だと信じきっているこの子にこんなことを言うのは残ざん酷こくかもしれない。

「君は娘だって言ってるけど、俺にはそうは思えないんだ。みんなと同じ……ひとりの女の子なんだ。だから、あんまり無茶しないでくれないか？」

　麻由華はハッと目を見開いた。

　大きな瞳ひとみが揺れ、今にも泣き出すかに見えた。

「あたし……パパの娘じゃない？」

　見る見るうちに頰が紅こう潮ちようする。

　麻由華の中でどんな変化が起こったのか、天地には分からなかった。

「もうパパって呼んじゃダメ？　パパって言ったらキライになる？」

　天地はとまどった。

　魎呼の後ろ姿にちら、と目をやる。

　一瞬、この子を怒ど鳴なりつけてやったらどんなにスッキリするだろう……そんな思いが脳のう裏りを掠かすめた。

　だが、できなかった。

「そうじゃない。嫌いになんかならないよ。でも、天地ってふつうに呼んでくれた方がいいな」

「テンチ……」

　麻由華は恋人の名を呼ぶようにうっとりとその名を呟つぶやいた。

　隠かくすこともウソをつくことも知らない麻由華の瞳が、新しく生まれ出た感情に揺れ動いている。

「悪かったな、よけいなことして！」

　振り向いた魎呼の目にははっきりと悲しみが、怒りの色があった。

　天地が呼び止める間もなかった。

　魎呼はそのまま姿を消してしまい、後味の悪い思いだけが天地の胸に残った。




「ほーら、また失敗した！」

「あれでいいんだよ。ちゃんと皇おう子じ様のハートを捕とらえたじゃないか」

「違うねー。あれは自分がハートを取られちゃった顔だよ」

「あの魎呼ってヤツ、危ないな」

「見つかった時はホントにヤバかったねー」

「でも孤こ立りつしてるだろ？　麻由華の勝ちさ」

「もうひとりの女は何にも言わないね。様子見かな？」

「ぐずぐずしてるからこんなにややこしいことになるんだよ」

「シィーッ。また由ゆ厨ず葉はに蹴け飛とばされるぜ」

　由厨葉の部屋ではぬいぐるみどもが支し離り滅めつ裂れつなことを喋しやべり散らしていた。

　当の由厨葉は珍しく何も言わずにじぃっとモニターに見入っている。

　身じろぎもしないところをみると、目を開あけたまま眠っているのではないかと思われるほどだ。

「ほら、怒ってる。せっかくみんな大ゲンカになってバラバラになると思ってたのに、かえって仲良くなっちゃっただろ？」

　一瞬静まっていたぬいぐるみどもがまたヒソヒソ喋り出した。

「違うよ。自分でもどうしていいか、分かんないんだ。ホラ、最初の計画じゃ……」

「爆弾を送り込んでドッカーン！　大騒ぎになる！」

「なったじゃないか」

「スキスキ攻撃で皇子様を半狂乱にさせる！」

「なってるじゃないか」

「ラブラブ効果で皇子様をメロメロ！」

「あともう一歩だったのになー」

「みんな怒って一家バラバラ！　そのスキに皇子様をゲット！」

「なって……ないな」

「だろ？　だから最初っから自分でやれば良かったのにさ」

「待て待て。それじゃ話が逆戻りじゃないか」

「詰つめが甘いって言ってんのさ。反応見て楽しもうなんて色気出さずに、バッと行ってゲット！　それで良かったのさ」

「由厨葉にも色気があるんだねー」

　ヒィヒィヒィ……さざ波のように忍しのび笑いが広がった。

「もしかして遥よう照しようのこと、今でもスキなんだ」

「違うよ、若い皇子様がスキになっちゃったんだよ」

「じゃあこのままだとヒトガタに取られちゃうぜ」

「チビで耳ばっかでかくてみっともない由厨葉よりよっぽど色気があるもんなー」

「みいら取りがみいらに……」

「手に手を取って駆かけ落ちィ～アッハッハ！」

「そして二人はいつまでも幸せに暮らしました、とさ」

「由厨葉はまたヒトリボッチになりました、とさ」

「また七百年、眠り姫になるんだよ」

「オレたちと一緒だねー。進歩ないねー」

「黙れっ!!」

　由厨葉が立ち上がった。

　銀の毛皮がちりちりするぐらい怒っているのが分かる。

「お喋しやべりの能のう無なしども！　タマシイもないくせに分かったようなこと言いやがって！　今喋ってたヤツは誰だ!?」

　おまえか？　おまえか？　おまえか？

　鋭い爪つめがぬいぐるみどもを突き刺し、引き裂さいた。

　あっと言う間にぬいぐるみの手足が散らばり、頭が転がった。

　おなかからおが屑くずをこぼしたまま泣き笑いしているモノがいる。

　痛くもないのに喚わめいてるモノもいる。

「ヒィヒィヒィ……くすぐったーい」

「由厨葉が思ったとおり言っただけじゃないか」

「由厨葉だってタマシイなんか持ってないくせに！」

「うるさいっ。おまえたちなんてこうだ！」

　由厨葉はぴょん、とモニターの上に飛び乗った。

　床の中央が割れ、喚き散らしているバラバラのぬいぐるみどもが転がり落ちる。

「わー、またゴミ捨て穴だー！」

「ごめんよー。許してよー」

「フン！」

　床の割れ目はぴったり元に戻り、部屋の中はきれいさっぱり片付いてしまった。

　どうせしばらく経たつと新しい、だが寸すん分ぶん違たがわないぬいぐるみどもが並んでいるのだ。

　部屋に戻ってまた由厨葉にいじめられるのを待っているのだ。

　外側なんかいくらでも再生できる。

　そういうふうに由厨葉が作ったのだから、そうなるに決まっている。

「バカッ。お人よしッ。なにが皇子だ。なんでそんなに優しくしちゃうんだ!?」

　ぬいぐるみどもと大して変わらないような支離滅裂な文句を吐はき散らす。

「せっかく骨抜きにしてやろうと思ったのに、ヒトガタが先に恋しちゃったじゃないか！」

　いたぶってやろうと思ったのに。

　遥よう照しように思い知らせてやろうと思ったのに。

　思いっきり突き落としてやろうと思ったのに！

「遥照……」

　由厨葉の脳のう裏りに眩まぶしかった夏の日差しがつい昨日のことのようにきらめいた。

　誰よりも好きだった。

　どんな宝石よりきれいだと思った。

　心の底から欲しい、と思った。

　手に入れて、眺ながめて、抱だき締しめて、毎晩一緒に眠って、キスして……ふたりで永遠の時を生きる。
















　今まで自分の生きてきた何万年という時とそっくり引き換かえにしてもいい。

　皇子が欲しかった。

　この世にひとつしかない、あの時八歳だった少年の清らかな魂が──。

「うぅ……皇子……」

　きれいさっぱり片付いた床に滑すべり降おり、獣のように由厨葉は唸うなった。

　体を丸め、額ひたいを床につけてぎりぎりと爪を立てる。

　思いっきり泣きたい。

　泣いて何もかも忘れてしまいたい。

　だが、魂のない闇の生き物の由厨葉にはできなかった。

　愛すること、そして涙を流すこと、それは光の生き物だけに与えられた恩おん寵ちようなのだ。

　裏切られても涙で浄じよう化かすることができる。

　だから何度でも愛することができるのだ。

「カナシイ……」

　好きになることも、忘れることも、あたしには許されていない。

　愛するかわりに魂を閉じ込め、涙を流すかわりに憎む。

　忘れることができないから憎み続ける……。

　その時ふと、麻由華の無邪気な顔が脳裏を掠かすめた。




　あの子はできるのだ。




　半分はひとの遺い伝でん子しを持っているのだから、ひとのように泣いたり笑ったり、愛することだってできるのだ。




　ただのヒトガタのくせに！　ただの容いれ物もののくせに！




　由厨葉の中に身を焦こがすような嫉しつ妬とが広がっていった。

　すぐに壊こわしてやる。

　皇子を手に入れたらすぐに。

　そう決めると急にワクワクしてきた。

　鋭い口笛でモニターを呼び寄せると、由厨葉はまた様子を探さぐり始めた。







　　第六章　「人間でもない、







「人間でもない、動物でもない。不ふ定てい形けい生せい物ぶつでもない、なーんにも当てはまらない」

　鷲羽わしゆうは銀の髪かみの毛を入れた試験管を前に呟つぶやいた。

　あれから夕ごはんも食べずにずうっと研究室に籠こもっているのだ。

「遺い伝でん子しがナイなんて一体どういうこと？　まさかこの世のモノじゃないとかね」

　オカルトに陥おちいるなんて疲れてる証しよう拠こだわ──嫌いや々いや呟く。

「これが生物の一部だって言うなら、きっとそいつは生きてないのよ。土とか岩とか隕いん石せきのカケラとか、そんなのと一いつ緒しよだわ」

　と、研究室の扉とびらをコンコンとノックする音が聞こえた。

「誰？」

　イライラしているせいでつい鋭い声になってしまう。

「わしじゃよ、わし」

　勝かつ仁ひとが夕食の膳ぜんを手に入ってきた。

「寝食忘れてるだろ？　砂さ沙さ美みちゃんからさし入れじゃよ」

「おッ、精しよう進じん揚あげ！　こりゃありがたい！」

　鷲羽は大喜びで夕食を受け取った。

「そういえば、お盆ぼんだったわね。何とも賑にぎやかなお迎むかえになっちゃったわね」

「どうじゃ。何か分かったか？」

　勝仁は試験管を覗のぞき込んだ。

　鷲羽は返事の代かわりに肩を竦すくめ、逆に聞き返した。

「遥よう照しよう殿どのの方こそ心当たりは？」

「いや」

　勝仁は首を振り、しばらく会話が途と切ぎれた。

「実は今日、午後五時四十五分、時空連続体に二度目の揺ゆらぎが発生したの。場所は柾まさ木き神社石段近く……あの子が最初に座すわっていた辺あたりよ」

「やはりな」

　勝仁は鷲羽の方に向き直った。

「実はそのことで参ったのじゃ。同じ時刻、わしも気け配はいを感じたんじゃよ」

　勝仁と鷲羽は額ひたいを寄せるようにして何事か話し出した。




　魎りよう呼こは池のほとりで膝ひざを抱かかえ、水みな面もに映うつる月をぼんやりと見つめていた。

　独りになりたい、そう思ってここに来たのに、気持ちは静まらなかった。

　いったん止やみかけた風がまた出てきたのか、魎呼の頭上で船ふな穂ほの流りゆう線せん形けいの葉がさわさわと鳴っているのが聞こえる。

「あたし……どうしてここにいるんだろ？」

　水面に手を浸ひたすと、白い月が音もなく崩くずれた。

　ひとりで大騒ぎしているだけなのかもしれない──苦い気持ちで思う。

　天地も他のみんなもあの子を受け入れたいと思ってるのに、あたしひとりあいつを目の敵かたきにして……。

「ホントはうらやましかっただけかもしれねぇな……」

　魎呼は自じ嘲ちよう気味に呟いた。

　ホントに食わせ者だったからと言って、それが何なんだ。

　その時はその時。

　はっきりしてから考えりゃいいことじゃないか。




　天地、おめーはなんでそんなに優しいんだよ。

　なんでそんなに優しくなれるんだよ。

　あの時、ひどいことになってたかもしれないのに。




　こういうのが潮しお時どきって言うのかもしれねぇな……。

　魎呼は両腕の間に顔を埋うずめた。

　あたしには麻由華が娘だなんて思えない。

　家族にはなれない。




　……出て行くのはあたしの方だ。




　怖くて、ずっと考えないようにしていた結論が出てしまうと、魎呼の心は空からっぽになってしまった。

　当然だ。あいつを殺そうとしたんだから。

　あいつが殺したいほどあたしを憎にくんだとしてもしょうがない。

　このまま消えて、遠くから天地を見守ることにしよう。

　せめて、せめて見守ることぐらいオッケーって言ってくれよな。

　でないとあたしの心は死んでしまうから……。

「魎呼さん？」

　意外な声に魎呼は跳とび上がるところだった。

「ここにいてもいいかしら？」

　阿あ重え霞かがおずおずと近づいてきた。

　魎呼は無言でまた水面に顔を戻した。

「わたくし、嫉しつ妬としてるのかしら……天地様のお顔を見るのが辛つらいの……」

　傍かたわらの岩に腰こしを下おろした阿重霞の手に、一匹の蛍ほたるが留とまった。

「もっと大人おとなだと思っていましたわ。天地様がもし、他の誰だれかを好きになったら……その時はなにも言わずに樹じゆ雷らいへ帰ろう、と……」

　つと蛍が飛び去った。

　阿重霞が懸けん命めいに嗚お咽えつに堪たえているのが魎呼の背に伝わってきた。

「おかしいですわね。魎呼さんにこんなこと、お話しするなんて」

　けなげにも涙を見せまいとしているのだろう。

　阿重霞が袖そでを上げ、そっと涙を拭ぬぐうきぬ擦ずれの音がした。

「バカだな、おめーは考え過ぎなんだよ！」

　魎呼は立ち上がると、わざと乱暴に濡ぬれた手を服に擦りつけた。

「天地がそんなヤツだと思ってんのか？　砂さ沙さ美みちゃんに笑われるぜ！」

「魎呼さん……」

　阿重霞は驚いて腰を浮かしかけた。

「めそめそすんなよ、うっとうしい。あたしゃイイ加か減げんアキアキしたぜ。この騒ぎにはな。おめーもそんなんだからアイツに負けるんだよ」

　魎呼はおかまいなしにまくし立てると、ニィッと笑った。

「いつもの高こう慢まんちきなお姫様ぶりはどうしたんだ、え？　おめーがそんなに奥ゆかしいヤツだとは知らなかったぜ」

「魎呼さんたら！」

　阿重霞は思わず言い返し、ふっと笑顔になった。

「そんなことおっしゃって。あなただってさっき落ち込んでいたんじゃなくて？」

「あたしが？　ヘッ！」

　魎呼はまたくるりと前を向いてしまった。

「早く戻らねぇと捜そう索さく願が出るぜ。何たっておめーはお姫様なんだからな」

　と、道の向こうから砂沙美の声が聞こえてきた。

「お姉様ぁ──。どこ行っちゃったの？」

「ほら来た！」

　阿重霞が気を取られている間に魎呼はさっと姿を消してしまった。

「お姉様──！」

「はーい。ここよ」

　砂沙美が息を切らして走ってくる。

　阿重霞は慌あわてて涙を拭ぬぐい、笑顔を作った。

「あのね、おじさまがみんなで花火やろうって！」

　姉の目が少し赤くなっているのに砂沙美は気づいた。

「……どうしたの？　魎呼お姉ちゃんは？」

「今そこにいたんだけど」

　阿重霞は辺あたりを見回した。

「花火が始まったらきっと来るわ。さ、行きましょう」

　もっと何か言いたげな砂沙美の背を押すようにして阿重霞は飛び石を渡り始めた。

「花火か……いいな」
















　船ふな穂ほの枝に腰掛けて二人の姿を見送っていた魎呼がぽつりと呟つぶやいた。

　阿重霞と砂沙美が行ってしまうと、虫の声が再び大きくなった。

　水面にさっと陰が落ちたのに気づいて空を見上げると、さっきよりずいぶん雲が出ていた。

「雨になるな──」

　気まぐれな月がまた顔を出し、仰あお向むいた魎呼の顔を白しら々じらと照てらし出した。

　唇くちびるをわずかに開き、放ほう心しんしたように月を眺ながめている魎呼の顔は泣いているようにも、笑っているようにも見えた。




「麻由華ちゃん、もっと上持たなきゃ。ほら、危ない！」

「え？　あつッ……」

　パン！　と小さな音がして火花が飛び散り、ぼんやりしていた麻由華の指を焼いた。

　花火を落として思わず指をなめた麻由華を天地が覗のぞき込んだ。

「火傷やけどした？　ちょっと見せて」

　子どもにするように麻由華の手を取ってあらためる。

「火傷にはなってないようだけど、冷ひやした方がいいかな？」

　天地の額が麻由華の額に触れた。

「いいのっ」

　麻由華はカッと赤くなって手を引っ込めた。

「え？」

「あ……ごめん、パパ──じゃない、天地」

「あ、いや……」

　麻由華が意識しているせいで天地の方もついぎくしゃくしてしまう。

「麻由華ちゃん、大丈夫？」

　砂沙美がやって来たのを幸さいわい、天地は阿重霞の方へ逃げ出した。

「参ったな。あんなこと言わなきゃよかったよ。なんだか麻由華ちゃん、妙みように意識しちゃってさ」

　何のことはない、照れ隠かくしに言い訳しているようなものだ。

「きっとそのうち慣れますわ」

　如じよ才さいなく答えながら阿重霞は複雑な気分でちら、と麻由華の顔を盗み見た。

　ダメダメ、わたくしの方が年上なんですもの。

　怒ったりしたら天地様がお困りになるわ……。

「ほら麻由華ちゃん、見て！」

　天地と阿重霞が振り向くと、砂沙美がぐるぐる花火を回しているところだった。

　残像がクリスマス・リースのように何重にも絡からみ合い、美しい光の輪を作る。

「わァ、きれい──！」

　麻由華はうっとりした。

　あたし、何だかこういうの、見たことあるような気がする……。

　うんと、ずっと昔……きっとあたしが生まれる前……。

「スターティカ……」

　樹雷の闇やみの奥深く、由ゆ厨ず葉はもまたぼんやりと光の輪に見とれていた。

　うっとりした麻由華の意識と思い出に浸っている由厨葉の意識がシンクロし、時空を超こえてつながった。




　スターティカの夜に出会った二人は、いつか必ず結ばれるんだって。




　麻由華の中で自分にそっくりな少女がうっとりと呟つぶやいた。

「誰？　あたし……じゃない？」

　すぐに場面は変わり、麻由華は凍こおりつくような恐怖を味わった。

　背の高い、豪ごう奢しやな衣装を着た男が自分に向かって光の剣を振り下ろそうとしている。




　みんな燃やしちゃえ!!




　自分の中で、自分の声ではない叫びが体を貫いた。

　アッ、と思った瞬間、ぷつっと麻由華の意識が途と絶だえた。

　噴き出し花火が光と火花の柱を上げている。

「わァ、きれい！　すごいね、天地兄ちゃん！」

　砂沙美は夢中で叫んだ。

「いいわねぇ、日本の夏って」

「うんうん」

　蚊か取とり線せん香こうのコマーシャルのようなやり取りをしているのは美み星ほしと清きよ音ねだ。

　麻由華の手がそっと花火の束たばをつかみ、握にぎり締しめた。

　そのまま走りだす。

「え？」

　最初に気づいたのは阿重霞だった。

「何をするの!?」

　麻由華は憑つかれたような目付きで花火の束を炎の中に放り込んだ。

　たちまち火花が噴き出し、炎が上がった。




　パン！　パンパンパン！




　ロケット花火が爆発して四方八方に飛び散る。

「危ない！」

　阿重霞はとっさに麻由華を引き倒し、地面に伏ふせた。

「砂沙美ちゃん、離れて！」

　信幸が砂沙美に覆おおいかぶさるように庇かばっている。

「美星さん、どいて！」

　天地はバケツ一杯の水を花火の上にぶちまけた。

　シュウッという音とともに白はく煙えんが上がり、独特の匂いが鼻をついた。

「どうしたんだ、一体!?　麻由華ちゃん、なにやってんだ!?」

　麻由華はハッと顔を上げた。

「あ……あたし……」

　炎──光の輪──自分そっくりな少女──。

　記き憶おくは捩ねじれ、絡からみ合って何がなんだか分からなくなってしまった。

「頭が……」

　麻由華は立ち上がりかけたがこめかみを押さえ、またうずくまってしまった。

「大丈夫？　もう家の中に入った方がいいですわ」

　阿重霞が優やさしく麻由華の手を取って抱だき起こす。

　と、さあっと風が通り過ぎたかと思うと、バラバラと雨が降ふってきた。

「天地。後は俺が片付けておくからお嬢じようさんたちを寝かせてやんなさい」

「うん──」

　天地は釈しやく然ぜんとしない顔で、だが素直に信幸の言葉に従って縁えん側がわに上がった。




「遥よう照しよう殿もそう思う？　あの子の動向と時空連続体の揺ゆらぎは何か関係がある、と」

　鷲羽わしゆうの研究室ではあれからずっと話が続いていたようだ。

「そうじゃろうな。魎りよう呼こは何か見たんじゃよ。単にやきもちだけではあそこまで言わないじゃろう」

「問題は何を見たかと言うことね。肝かん心じんの魎呼が消えてちゃ聞きようがないけど」

「そうさなあ……」

　話が煮に詰つまってしまい、勝かつ仁ひとは腕を組んだ。

「魎呼は言わないかもしれないな。きっとひどく傷ついて、知るもんかと思っておるじゃろう。無理もない。今まで女の子に手を上げたことのない天地が魎呼に手を上げたんだからな」

「こういう状況でなければ非常に興味深い話だわ」

　鷲羽はいささか人の悪い笑えみを浮かべた。

「いやいや、面白がってるわけじゃないのよ。あの子が現れたことで、この家にも揺ゆらぎが生じている、そう言いたかったわけ。単に天地殿を巡めぐって三角関係とか、気持ちの行き違いとか言う以上にね。あの子は明らかに混乱をもたらしている。かき回してるとはっきり言ってもいいわ。それでこの家族に亀き裂れつが生じて結けつ束そくが弱まった時、得をするのは一体誰？　私はそこを言いたいの」

「確かにな」

　勝仁は微笑ほほえんだ。

「生まれも育ちもバラバラなお嬢じようさんたちがこうしてこの家に来て、ひとつになって暮くらしておる。傍はたから見れば奇き跡せきのような家族じゃ。わしも時々、夢のようじゃと思う。じじいとおやじと孫で、わびしく暮くらしていたあの頃と比べるとな。どうじゃ、敵ならずとも壊こわしたいとは思わんか？」

　鷲羽は勝仁の真しん意いが読めなかった。

「壊す？　あの子が恨うらみを抱いている、と？」

「いやいや、あの子じゃない。時空の揺らぎの彼方かなたにいる何者かが。狙ねらいは天地じゃ」

　勝仁は静かにお茶を啜すすった。

「うーん、そう来るか。そうよね。そう考えるのが妥だ当とうだわ」

　鷲羽は考え考え、銀の髪の毛入りの試験管を弄もてあそび始めた。

「これなのよ。この謎が解とけない限り、こっちも手が出ないってわけ。ったく、こんなに難なん航こうするとは思わなかったわ」

　この天才、鷲羽ちゃんが──心の中で付け加える。

「で、対策は？」

「ない」

　勝仁はしれっと答えた。

「まあ、何もしないのが対策と言えば対策じゃ。既すでに相手は一度仕し掛かけてきておる。そう長く待たずとも必ず二度目が来る。思いついたことがひとつふたつ、ないわけじゃないが、ま、わしが出るまでもないだろう」

　勝仁は謎めいたことを言い残すと立ち上がった。

「その髪の毛は幻まぼろしじゃよ」

　鷲羽が問い返す前に勝仁はすたすたと研究室を出て行ってしまった。




「さあ、麻由華ちゃん。もうこれで後は寝るだけよ」

　阿重霞は優やさしく声をかけた。

　二階の八畳いっぱいに布ふ団とんが敷しき詰められ、普段この部屋を使っている阿重霞と砂沙美の他に麻由華、清音、美星がパジャマ姿でくつろいでいる。

「ごめんね、ワガママ言って」

　麻由華はすっかり元気をなくし、沈しずんでいた。

「いいのよ。もう落ち着いた？」

「あたし……自分が怖い……あの時阿重霞が助けてくれなかったら、きっとひどいことになってたよね。ホントにごめんね」

「麻由華ちゃん？」

　阿重霞は麻由華のそばに膝ひざをついた。

「もう済すんだことよ。誰もケガしたりしなかったし、ちょっとびっくりしただけですわ。誰だれにだって間違いはあるものよ。もう大丈夫。ね？」

「阿重霞、優しいね……ありがとう」

　麻由華はおずおずと顔を上げた。

「許してくれるの？　みんなも？」

　不安そうに周まわりを見回す。

「元気出してよ。麻由華ちゃん。誰も怒ってなんかないよ。ほら！」

　砂沙美の朗ほがらかな声に美星と清音が頷うなずいた。

「うん……」

　やっと麻由華が笑顔を見せる。

「こうやってみんなで一いつ緒しよに寝るって楽しいね」

「でしょ？　いつもはお姉様だけだからつまんないんだよ！」

「まあ。砂沙美ったら……」

　女の子だけ五人の部屋はたちまち和なごやかな空気に包まれた。

「ね、砂沙美ちゃん。クリスマスってなあに？」

　麻由華が身を乗り出した。

「え？」

「ほら、オルゴール見た時言ってたじゃない。もう一回見てみる？」

「うん。じゃ、クリスマスの写真見せてあげる！」

　砂沙美はアルバムを取りに行き、麻由華はオルゴールを取りに行った。

「ほら、これ去年のクリスマスだよ。いっぱい写真撮とったんだよ」

　去年のアルバムにはクリスマス・パーティの楽しそうな写真が何枚も収められていた。

「私も見たいですぅ」

「なになに、アタシにも見せて！」

　早速ミホキヨが寄ってくる。

「ほら、このケーキ、砂沙美とお姉様の合作だよ！」

「あ、天地さんのトレーナー、染しみがついてる！」

「アンタがジュースひっくり返したんじゃないの。覚おぼえてないの？」

「ええー、そうでしたっけ？」

　写真を巡めぐってひとしきり賑にぎやかな時が流れた。

「あ、これ！　スターティカに似てる！」

　麻由華がクリスマス・ツリーを指さした。

　片手でオルゴールの蓋ふたを開ける。

　静かなメロディーとともにホログラムが立ち上がった。

　大きな樹きのシルエットに星のイルミネーションが灯ともり、ゆっくりと回転し始める。

「まあ、スターティカ！」

　阿重霞はうっとりして呟つぶやいた。

「スターティカって？」

　美星が不思議そうに首を傾かしげる。

「懐なつかしいわ。こちらに来てからすっかり忘れていたけれど、これが樹じゆ雷らいの夏のお祭りなの。一年に一度……そうね、こちらの七夕たなばたとクリスマスを足たしたような樹雷の行事なのよ」

　阿重霞は美星に答えながらふと疑問に思った。

「ねえ、麻由華ちゃん。あなたどうしてスターティカを知ってるの？　このオルゴールは誰にもらったの？　もしかしてあなたは樹雷の……」

　麻由華はゆっくり首を振った。

「そう……やっぱり思い出せないのね。気にすることないわ。ゆっくり時間をかけて思い出していけばいいんですもの。今年のクリスマスにはすっかり記き憶おくが戻ってるといいわね」

　阿重霞は優やさしく微笑ほほえんだ。

「え？」

　麻由華がびっくりして顔を上げる。

「今年のクリスマスって……」

「なにを驚いてるの？　あなたもここの家族になるのよ。一いつ緒しよにクリスマスを祝いわうんでしょ？」

「阿重霞……」

　麻由華の瞳ひとみが潤うるんだ。

「ホント？　ホントに？」

「本当よ。だってあなたは天地様の娘なんですもの」

「やったー！」

　砂沙美が歓かん声せいを上げた。

「お姉様、ありがとう！　麻由華ちゃん、良よかったね！」

「うん……」

　麻由華はちょっと目をこすった。

「あたし、嬉うれしい……今、胸がキュッとなっちゃった。阿重霞も美星も清音も砂沙美ちゃんも、みーんなだぁい好き！」

「砂沙美も！」

　二人は子どものように手を取り合ってはしゃいだ。

「さあさあ、もう寝る時間よ。二人ともおやすみなさい」

「はーい！」

　阿重霞は一瞬、妹が二人できたような気がして何だかおかしくなった。

　明かりを消した部屋の中で砂沙美と麻由華はしばらくひそひそ声で話したり、忍しのび笑いを交かわしたりしていたが、じきに静かになった。

「娘ができるって、もしかしてこういうことなのかしら……」

　阿重霞はくすぐったいような気持ちで呟つぶやいた。

　そう思って麻由華の寝顔を見ると、なんだかふんわりと体が暖かくなってくるのだった。

「おやすみ、麻由華ちゃん」

　阿重霞は目を閉じ、幸せな気分で眠りについた。







　　第七章　夜や半はん近くなってまた……







　夜半近くなってまたパラパラと雨が落ちてきた。

　魎りよう呼こは屋根の上に腰こし掛かけてじっと空を見上げていた。

　目を閉じると、湿しつ度どを含んだ風と雨が生なま暖あたたかく肌はだを濡ぬらしていく。

「魎呼？」

　天地の声だ！

　思わず声の方に目をやると、屋根に上がってきた天地とちょうど目が合った。

「ずっとここにいたのか？　濡れちまうぞ」

　言いながら危なっかしく近づいてくる。

　魎呼は顔を背そむけた。

「さっきはゴメンな。俺……慌あわてちゃってさ。おまえが本気でいじめるわけないのにな。座すわってもいいか？」

　天地は魎呼の返事を待たずに腰を下ろすと、雨粒に目を細めながら空を見上げた。

　流れの速い雲に一瞬、月が顔を出す。

　にわか雨なのだろう、放っておいてもそのうち上がりそうだ。

「なんか気になるんだ、あいつ……似てるだろ？　母さんがいなくてさ。俺は母さんの顔も声も覚えてるけど、あいつはなんにも覚えてないんだ──。おかしいかな。母さんってったって、どこの誰だれだか分からないし、あいつだってどこの誰だか分からないのに」

「天地！」

　魎呼ははっと顔を上げた。

　そんなに優やさしくしちゃダメだ。

　きっと恐ろしいことになる。

　あいつを追い出さなきゃダメなんだ……。

　そんな言葉が舌の先まで出かかる。

「何だ、心配してんのか？」

　魎呼の顔を見て天地は微笑ほほえんだ。

「大丈夫だよ。俺おれだって一応光こう鷹おう剣けんとか使えるし。そういえばあの子の剣、あれ、何だったんだろうな。やっぱり光鷹剣なのかなあ」

「違う。光鷹剣じゃない！　おまえは騙だまされてんだ！」

　魎呼は思わず言い返した。

　なんて言えば分かってもらえるんだ！

　あたしがあいつのことを悪く言えば言うほど、おまえは牽ひかれていってしまう。

「人を騙すようには見えないけどなあ。魎呼、もしかしておまえ妬やいてんのか？」

　天地は笑いながら魎呼の顔を覗のぞき込んだ。

「冗談言ってんじゃねぇんだ。冗談にしないでくれ。天地、おまえがもし……」

　どうしたんだ、魎呼？　おまえがそんなマジメな顔するなんて。

　天地の顔はそう言っているようだった。

　誰にも渡したくない。

　今すぐ天地を抱き締めて、何の心配もない、誰にも届かない宇宙の果はてまでつれ去りたい。

「心配性だな。大丈夫だよ、魎呼」

　天地は魎呼の髪をそっと拭ぬぐった。

「ほら、濡れてる。風邪ひいちゃうぞ。さ、もう中に入ろう。な？」

　魎呼は胸が詰つまって何も言えなくなってしまった。

「さ、魎呼」

　天地は魎呼の肩に腕を回し、あやすようにそっと揺ゆさぶった。

　天地の体温が薄いＴシャツの生地を通して魎呼の頰ほおに伝わってくる。

「やだ……行っちゃやだ……」

　魎呼は子どものように首を振ふり、天地の胸に頰を押しつけた。

　何にもいらない。

　何にも言わなくていい。

　天地があたしのそばにいてくれれば……それだけで……。

　一瞬二人の姿を照らし出した月はすぐに厚い雲に隠かくされた。

　二人を引き離し、魎呼の思いをあざわらうかのように、暗い空から大粒の雨が落ちてきた。




「もうすぐだよ。すぐに壊こわしてあげる。おまえたちの心も、魂たましいも、その家も……」

　樹じゆ雷らいの闇やみの彼方かなたで由ゆ厨ず葉はは歌うように呟いた。

「おまえたちのちっぽけな幸せも、仲良しゴッコも、大事な絆きずなも、思いやりも、何もかも！」

　由厨葉の瞳にモニターの光が映り込んで、鬼火のようにちろちろと揺れる。

　樹雷の闇の中で、闇よりも昏くらい心を抱いて由厨葉は獣のように銀の髪を逆さか立だてた。

「もうすぐだよ、皇おう子じ……」

　ぬいぐるみどもの間にさざ波のように脅おびえが広がった。

　再生されたボディは傷ひとつなく、できたばかりの毛皮からはいい匂いがしていたが、脅おびえたような、媚こびるような目だけは前と変わりない。

「ねぇ、由厨葉の顔……」

　一匹のぬいぐるみが緊張に耐たえられなくなったように喋しやべり出した。

「ダメだ！」

「喋っちゃダメだ！」

「殺される！」

「またバラバラにされちゃうよ！」

　周りのぬいぐるみが口々に囁ささやき、そのぬいぐるみを黙だまらせた。

　慌あわてた際にぬいぐるみたちの毛皮がこすれあう小さな音がしたが、由厨葉は振り返りもしなかった。




　誰もいなくなった居間で時計が三時を告げた。

　柾木家の住人はみな寝静まり、明かりを消した二階の和室では砂沙美と麻由華が隣となり合って寄より添そうようにして眠っていた。

　と、オルゴールの蓋ふたがゆっくりと開き、静かなメロディーが流れ出した。

　スターティカのホログラムがゆらめくように回転して、眠る麻由華の顔を青白く照らし出す。

「うう……」

　麻由華は眉まゆを寄よせ、苦しげに唸うなった。

　悪夢を見ているかのように、瞼まぶたがひくひく動いている。




　麻由華──マユカ！




　闇の中から誰かの声があたしを呼んでいる。

　麻由華は腕を上げて顔を覆おおっている闇を押しのけようとした。

　ねっとりした、弾だん力りよくのある液えき体たいが腕を押し返す。




　さあ、目をお覚さまし。もう生まれてもいい頃だよ。



















　声は柔やわらかに、だが有う無むを言わせぬ口調で語りかけてくる。




　もうそこまで育てば充分さ。おまえには充分教えてやった。記き憶おくも、言葉も、女の子らしいしぐさも……。さあ、目をお覚まし。起きて、行っておいで。




　誰？　ママなの？　あたし怖い……。

　麻由華の心の声が伝わったかのように、笑い声が響ひびいた。




　ママ？　そんな言葉、教えたっけ？

　おまえにはママなんていないんだよ。麻由華という名は死んだ女の子から借かりたのさ。

　ずうっとずうっと前、スターティカの夜にさらってきた小さな女の子から、ね。

　すぐに死んでしまってちょっとしか遊べなかった。

　悔くやしかったから覚えてるのさ。




　ふと気づくと枕まくら元もとに小さな姿が立って麻由華を見み下おろしているのだった。

　銀の毛皮に覆おおわれた大きな耳。

　笑うように開かれた口元から鋭い牙きばが覗のぞいている。

「誰が仲良くしろって!?」

　子どもとも獣ともつかぬ醜みにくい姿。

　くすんだ緑色の肌に、目だけが赤く燃えている。

「おまえは由厨葉の言うことを聞いていればいいのさ。よけいなことは考えなくていいんだ！　早くお行き。行って皇おう子じ様をさらってくるんだ！」

　麻由華は息を吞のんで小さな姿を見上げた。

「誰!?　ユズハ……？」

　これは夢？　それとも幻？

　体が動かない──怖い！

「皇子様をさらってくるんだ！　早くしないとおまえを壊しちゃうよ！」

　麻由華はハッと飛び起きた。

　苦しくなるほど胸がドキドキしている。

　獣のような小さな姿が立っていた場所には蓋ふたの開いたオルゴールがあった。

　何だろう──何か恐ろしいことを言われたような気がするのだが、覚おぼえていない。

「パパ……怖いよ……」

　麻由華はオルゴールを抱かかえると、そっと部屋を滑すべり出た。

　いつの間にか雨が上がり、天地の部屋には月の光が射し込んでいた。

「パパ……」

　そうだ、パパって呼んじゃいけないんだっけ。

　天地の言葉がちらりと頭をかすめる。

　麻由華は足元にオルゴールを置くと、そっと天地の胸に頰ほおを寄よせた。

「プレゼント、渡しそこねちゃった。もうあげちゃいけないのかなぁ……」

　天地の胸に頭を預けていると、すぅっと不安が癒いやされていくような気がした。

「でも、スキ……パパが好き。ずっとこうしていたい……」

　足元のオルゴールの蓋が音もなく開いた。

　静かに音楽が鳴り出す。




　さあ、やるんだ!!




　はっきりと聞き覚えのある声がした、と思った刹せつ那な、頭がくらっとした。

　麻由華の意識が途と切ぎれ、瞳がうつろに見開かれる。

「皇子様──」

　麻由華は天地の胸に指を滑すべらせ、そっと額ひたいに口づけた。

　獲え物ものの匂いを嗅かぐようにベッドに上がって天地の上に馬乗りになる。

　唇が天地の肌を求め、指がそっとタオルケットをまくり上げた。

「うう……」

　天地の表情が苦しげに歪ゆがみ、唇から呻うめきが漏もれた。

　それでも目め覚ざめないのは、夢の中でもう闇に取り込まれているせいなのか。

　麻由華の唇が天地の首筋をゆっくりと這はい降おりていく。

　と、次第に二人の周りの空気が揺ゆらぎ、光の輪が回転し始めた。

「おいで。闇の世界へ……」

　いつの間にか由厨葉が二人の枕元に立ち、にやにや笑いを浮かべている。

　麻由華が天地の首に腕を回して口づけると、二人の体がゆっくりと宙に浮かび始めた。

　と、その時。

　バン、と扉が開いた、と思うと勝仁が飛び込んできた。

「何なに奴やつ!?」

　由厨葉がハッと振り返る。

「おまえは!?」

　勝仁は目を見開いた。

　やっぱり……あの時のバケモノ!?

「久しぶりだな、皇子。いや、遥照」

　由厨葉の瞳が暗く燃え上がった。

「おまえには用はない。あたしは皇子をもらいに来たのさ」

　光の輪は縮まり、意識のない天地と麻由華の姿はもうほとんど消えかかっていた。

「ユズハ……由厨葉といったな!?」

　勝仁の手に光鷹剣が現れた。

「待て！　天地を渡すわけには行かぬ！」

　鋭い太た刀ち筋すじが由厨葉を襲おそった。

　と、由厨葉の姿が消える。

「逃のがしたか!?」

「光鷹剣！　やっぱりおまえもそうなんだな？　切って捨てればいいと思ってんだな？　バカ遥照！　おまえもやっぱり樹雷皇家のバカどもとおんなじだ！」

　声だけが呪のろうように聞こえてくる。

　と、ふっと気け配はいが消えた。

「天地！」

　由厨葉の気配が消えたのと入れ替かわるように、魎りよう呼こが現れた。

　コントロールが消え、麻由華と天地の体がベッドに落らつ下かする。

「いてて……あれ、麻由華ちゃん!?」

　天地が意識を取り戻した。

「あッ……パパ!?　あたし、どうして──」

　どうしてパパの上に乗っかってんの!?

　麻由華が真っ赤になって滑すべり降おりようとしたところに魎呼の手が伸びた。

「今のは何だ!?」

　魎呼は恐ろしい形ぎよう相そうで麻由華の胸むな倉ぐらを締しめ上げた。

「今のは何だって聞いてんだよ！」

「く、苦しい……離して」

　麻由華が懸けん命めいに首を振る。

「止やめるんじゃ。その子は何も知らんよ」

　魎呼は勝仁の方をちら、と見たが手は緩ゆるめなかった。

「天地をどうするつもりだった？　え!?」

「し、知らない……知らないってば！」

「魎呼、どうしたんだ？　俺は別に何ともなってないぞ」

　何も知らない天地が割って入る。

「ちッ！」

　魎呼は腹立たしげに麻由華を突き飛ばすと、拳こぶしを握にぎり締しめた。

「ウソつき！　これでもう二度目だ。二度も天地をどっかに連れて行こうとしたじゃないか！　おめーを追い出そうと思ってたが気が変わったぜ。ホントのことを言うまで一歩もここから出さねえからそう思え！」

「あたし……」

　麻由華の瞳に涙が盛もり上がった。

「魎呼、無駄じゃ」

　勝仁が止とめに入る。

「待って！　私も聞きたいわ」

　勝仁の背後から鷲羽わしゆうが顔を出した。

「今のは一体何者？　銀色の髪をしてたわね。それも記憶がないの？」

「あたし……知らないの！　ホントに分からないの！」

　麻由華はオルゴールを拾いあげると、魎呼たちを突き飛ばして走り出ていった。

「麻由華ちゃん!?」

　天地は仰ぎよう天てんして後を追った。

　麻由華は泣きながら階段を駆かけ降おりて行く。

「行くな！」

　とっさに魎呼が抱き止めた。

「なっ……魎呼、おまえ──」

「行くな。行っちゃダメだ」

　玄関の引き戸が乱暴に閉しまる音が聞こえてきた。

　魎呼を振り切って探しに行くこともできただろう。

　だが、言葉よりもその真剣さが天地を押し留とどめた。

「分かった。行かないよ。でも朝になったら探しに行く。魎呼、おまえも行ってくれるよな？」

「…………」

　魎呼は頷うなずくしかなかった。




　朝になると案あんの定じよう、家中大騒ぎになった。

　今すぐにでも走って捜しに行きそうな砂沙美を止めようと、全員が庭に出てさっきから言い合っている。

「えっ……麻由華ちゃんが──」

「闇やみの者？　魔ま物ものだったんですか!?」

　ミホキヨと阿重霞たちは昨日の騒ぎを知らない。

「あの子じゃない。あの子を操あやつっている者が魔物なんじゃ。由厨葉という妖あやかしでな、はるか昔から樹雷の闇に潜ひそむ、ナイトメアみたいなもんじゃよ。わしは昔、一度だけ会ったことがある。……いやな思い出じゃよ」

　勝仁はふと言葉を切ると、視線を逸そらした。

　言葉とは裏腹に、遠い昔を懐なつかしんでいるようにも見える。

「ナイトメア？」

　ミホキヨが顔を見合わせる。

「夢む魔まとも言うわね。ちょっと意味が違うけど、人に悪夢を運ぶ西洋の魔物のことよ」

「もちろん、ずっと力は強い。樹雷の魔としては高級な部類に属するだろうな。姿を変え、人の心を操あやつり、魂を食らう……そう言われておる」

　鷲羽の言葉に勝仁は苦々しげに付け加えた。

「あの子は由厨葉と深い関係にある。支配されておるからその間記き憶おくがないんじゃろう。コントロールを断たち切るのは難しいのではないかな」

「勝仁殿、まだ何か知っていそうね」

　鷲羽は意地悪くカマをかけた。

「もっと早く話してくれれば、こんなに苦労した上に見けん当とう違いの仮説を立てなくても済すんだのに」

「わしもまさかと思っておったのじゃ。そうでなければ良いと思っておった。銀の髪の毛を見た時に思い出したんじゃよ。魔物と会った日のことを……スターティカの夜だった」

　勝仁の表情が曇くもった。

「図はからずもこれではっきりした。今度会ったら光鷹剣がものを言うだけじゃ」

「知らなかったわ。あの子がそんな……」

　阿重霞はうろたえたように言葉を切った。

「闇やみの子。闇の世界から来た娘だったのか」

　魎呼の言うとおりだった──。

　天地は憔しよう悴すいした顔で呟つぶやいた。

「そうさ。あいつは敵なんだ。これでハッキリしたじゃないか」

　魎呼が苦々しげに答えを返す。

「そんなのってないよ！　じゃあなおさらみんなで助けてあげればいいじゃない。そんなの冷たすぎるよ！」

　黙って聞いていた砂沙美が叫んだ。

　目に一いつ杯ぱい涙をためて。

「砂沙美、麻由華ちゃんと約束したんだよ。ずうっとここにいてね、一緒に遊ぼうねって。砂沙美、捜してくる！」

　阿重霞が止める間もなく砂沙美は走り出し、たちまち家の角を曲がって見えなくなった。

「砂沙美！　待ちなさい！」

　仰天した阿重霞が後を追う。

「じっちゃん、俺、行ってくる」

　天地は勝仁に頷うなずくと、走りだした。

「もしあやつに狙ねらわれたら光鷹剣を使え。わしも後から行く」

　勝仁は厳きびしい表情で頷うなずき返すと、鷲羽のそばに行って何事か相談し始めた。







　　第八章　あたし……何をやったんだろう!?







　あたし……何をやったんだろう!?




　麻ま由ゆ華かは暗い山道を躓つまずき、よろけながら走っていた。

　何度も下した生ばえに足を取られそうになる。

　天てん地ちのあっけに取られたような顔、魎りよう呼この恐ろしい顔、勝かつ仁ひとの厳きびしい表情、鷲羽わしゆうの冷れい徹てつな顔、そして記き憶おくの隅すみに引っ掛かっている魔物じみた小さな顔が入り乱れ、頭の中でぐるぐる際さい限げんなく回っているせいで、まともにモノを考えることもできないのだった。

　足の方も頭と同様でしょっちゅう木の根にぶつかったり、藪やぶに突っ込んだりしているせいで傷だらけになっている。




　パパ！　助けて！




　ふいに気分が悪くなって吐はきそうになり、麻由華は慌あわてて立ち止まった。

　いつの間にか道を外はずれ、竹林の中にいる。

　風が竹の葉をざわざわ鳴らし、麻由華を脅おどかした。

　冷や汗を滲にじませながらしばらく肩で息をする。

　みぞおちに当たる硬い角にようやく気づくと、右手にしっかりオルゴールの箱を抱えているのだった。

　足元は裸足はだしだった。

　切れたり擦すりむいたりしてあちこちに血が滲んでいるのを見、麻由華は愕がく然ぜんとした。

　サンダルも履はかずに飛び出したくせにオルゴールだけはしっかり持っている。

「なに、これ……!?」

　麻由華はぞっとして思わずオルゴールを投げ捨てるところだった。

　が、できなかった。

　思っただけで激しい不安に襲われたのだ。

　とたんにオルゴールのメロディーが耳に蘇った。

　ホログラムが回転して周囲に小さな光の輪を作る。




　聞き覚おぼえのある声とともに、記憶の縁ふちに消えかかっていた光景がはっきりと蘇ってきた。

　目を閉じた天地の苦しそうな顔が見える。

　あたしはパパにキスしようとしている。

　唇くちびるの柔らかい感かん触しよく。

　体の奥が震えるような、甘い戦おののき。

　キスして、抱き締しめて、肌を合わせて、体の奥に仕し込こまれた闇やみの扉を開く……。

　あたしは扉となって、開かれて、パパを飲み込む。




　早くしないとおまえを壊こわしちゃうよ！




　小さな姿が枕元に立ち、口を裂いて怒ど鳴なりつけた。

　銀の大きな耳を立て、緑色の肌を苛いら立だちでまだらに染めた魔物が麻由華を見下ろしている。

「由厨葉！」

　麻由華の喉のどからその名が迸ほとばしり出た時、ふいに何もかもがくっきりと見えた。

　あたしは人間じゃない。

　あたしは由厨葉の研究室で、どろりとしたゼリーのような液体の中で、由厨葉の魔法と闇の力で生み出されたヒトガタだ。

　空からっぽな中身にパパの記憶を詰め込まれて。

　まっすぐパパのところに行くように、空っぽの中身にパパの魂を包んで運べるように作られた容いれ物だった。

「パパ……」

　麻由華は竹林をよろめき出て、また歩きだした。

　止まって、じっとしているだけで肌が粟あわ立だつほど怖かった。

　見つかってしまう。

　壊されてしまう。

　パパにも、砂沙美ちゃんにも、もう誰にも会えなくなってしまう。

「あたし、ひどい……ひどいことしちゃった……」

　歩きながら涙がぽろぽろこぼれてくるのだった。

　会いたいよ、パパ。

　でももう会えないんだね。




　どのくらい歩いたのか、どのくらい立ち止まって脅おびえていたのか、気づいた時にはもう夜は白しら々じらと明けていた。

　疲れと肌寒さが麻由華の足を止めた。

　もう一歩も歩けない、そう思った時にはがくりと膝ひざをついていた。

　森の中にぽっかりとできた空き地には夏草が生おい茂しげり、心地ここちよいベッドのように麻由華を招まねいている。

「あたし、死にたい……」

　どうやったら死ねるのか、そもそもヒトガタに死ぬことができるのか、麻由華はもう考える元気もなかった。

　もう終わりにしてもらおう。

　オルゴールを開ければきっと、由厨葉はあたしの居場所が分かる。

　壊してもらうんだ。

　そうすればもう何も考えなくてすむ。

「さよなら、パパ……」

　由厨葉はオルゴールを草の上に置くと、そっと蓋ふたを開いた。

　静かなメロディーが流れだし、一瞬見たはずもない真夏のスターティカの光景が瞼まぶたの裏を焼いた。

　ああ、空があんなに青い……初めて見たここの空とおんなじ……。

　あたし、こんなにきれいなものを見に来たんだ──。

　もう、いいや。

　パパにも、砂沙美ちゃんにも会えた。

　いろんな家族にも会えたし、一いつ緒しよにごはんも食べた。

　魎呼と一緒に空を飛んだ。

　砂沙美ちゃんに折おり紙教えてもらった。

　一緒にお布ふ団とん敷しいて眠った。

　じっちゃんに抱だっこしてもらった。

　阿あ重え霞かが庇かばってくれた。

　初めてお風呂に入って……パパのことギュッてした。

「麻由華ちゃん」って、呼んでくれた。

　優しい目をして笑ってくれた。

「パパ……」

　きつく閉じた瞼から涙がこぼれ、頰を伝った。




「思い出しちゃったんだな」

　ふいに間ま近ぢかで声がした。

「思い出しちゃいけないものを。せっかく封ふう印いんしてたのを」

　はっと目を見開くと、麻由華のすぐそばに由厨葉が立っていた。

「あたしが壊してくれると思っただろう？　バカ！　木で偶くの坊！　役立たず!!」

　由厨葉の鋭い爪つめが麻由華の頰を打った。

「壊してなんかやるもんか。おまえにはまだ働いてもらうんだ。その為ためにおまえを作ったのに、どうしてこんなとこで泣いてるんだよ!?」

「由厨葉!?」

　麻由華の瞳どう孔こうが恐怖に広がった。

「どうして泣いてんだ？　どうして由厨葉の言ったとおりにしないんだ？　涙なんか流しやがって、あたしのことなんか全部忘れちゃうつもりだったんだろ？」

　由厨葉の爪が二度、三度と往復するごとに麻由華の頰や腕から血が飛び散った。

「あぅッ」

　麻由華は腕を上げ、必死に顔を庇かばおうとしたが、逃げ出しはしなかった。

「早く壊して……あたしをいなくして！」

「ヒトガタのくせに由厨葉に逆らったな！」

　由厨葉は逆上して麻由華の髪をつかんだ。

「来い！　二度と逆らえないように空っぽにしてやる！」

　由厨葉の目がギン！　と光を放った。

　その光に呼応するかのように、麻由華の胸が光り出す。

「あ……」

　麻由華は胸を押さえ、苦しげに体を震ふるわせた。

　押さえた指の間から光を放つ結晶が透すけて見える。

　ぐゎっと目を見開いた、と思うとがくりと頭をのけ反ぞらせた。

　瞳の中には何も映うつっていなかった。

「よしよし、いい子だ……これでもう、二度と泣けない、ね？」

　押さえた口く調ちようの中に凄すさまじい憎しみが揺らめいている。

　由厨葉は麻由華の首を支え、ゆっくりと頭を起こした。

「さあ、見てごらん！　おまえの一番憎んでる人を連れて来るんだ。大嫌いな人をね」

「はい、ママ」

　うつろな瞳が瞬きもせずに前を睨にらむ。

　その時だった。

　藪を踏み分ける足音とともに、小さな人影が麻由華の方に走り寄って来た。

「麻由華ちゃ─────ん!!」

　麻由華は無表情に砂さ沙さ美みを見下ろした。

「どうしたの？　どうしてそんな怖い目をしてるの？　ねえ？」

　砂沙美はキッと振り向くと、果か敢かんに由厨葉を睨にらみつけた。

「あなたが由厨葉っていう人？　麻由華ちゃんに何をやったのよ！」

「おまえが樹雷皇家の小さいお姫様だな」

　由厨葉はあざわらうように上から下まで砂沙美を見回した。

「あたしとおんなじぐらいだな。おまえも光鷹剣を使うのか？」

　言いながら砂沙美の背後に目め配くばせを送る。

「おまえにしよう。天地はおまえが好きだろ？　そうさ。おまえがいい！」

　ふいに麻由華の腕が砂沙美を捕つかまえた。

「きゃッ」

　と、砂沙美の体が強引に持ち上げられた。

「い、痛い！　麻由華ちゃん、離して！　降ろしてよー！」

「砂沙美!?」

　後を追ってきた阿重霞がその声を聞きつけて空き地に飛び込んできた。

「何をするの!?　砂沙美を離しなさい！」

　阿重霞はとっさに呪じゆ縛ばく結けつ界かいの構えを取った。

　この醜みにくい姿が由厨葉なのだ。

　逃のがしてはならない。

「おまえは姉の方だな。ちょうど良かった。証しよう人にんになってもらおうか」

　由厨葉は笑いながら手を突き出した。

　ドン！　という衝撃とともに阿重霞の体が弾はじき飛ばされる。

「きゃああっ」

「阿重霞さ──ん」

　すぐ近くで天地の声が聞こえてきた。

「天地兄ちゃん、助けて！」

　砂沙美がもがきながら叫ぶ。

「砂沙美ちゃん!?」

　天地が空き地に飛び込んできた時には既すでに、由厨葉はホログラムの中に消えていくところだった。

「天地、いや皇おう子じ！　この子はもらっていくよ。道は樹じゆ雷らい皇おう家けのじじいに尋たずねるがいい！」

　由厨葉の姿が消え、麻由華と砂沙美も消えようとしていた。

「待て！」

　瞬間移動して現れた魎りよう呼こが麻由華に飛びかかろうとする。

　と、いきなり光の輪も麻由華の姿も消えてしまった。

「阿重霞さん、しっかりして！」

「くそッ、逃げやがった！」

　魎呼が悪あく態たいをつきながら戻ってくる。

「魎呼、阿重霞さんが……頼む。みんな呼んできてくれないか？」

　天地は蒼そう白はくな顔を上げた。

「待ってろ！」

　魎呼は頷くと瞬間移動して姿を消した。




「すまない。俺のせいだ──」

　天地は気を失ったままの阿重霞のそばに膝ひざをついたきり、動こうとしなかった。

　回りを美み星ほしと清きよ音ね、勝かつ仁ひと、鷲羽わしゆう、魎呼が取り囲んでいる。

「みゃあ……」

　一番可愛かわいがってくれる小さな主人を失った魎りよう皇おう鬼きが悲しげに阿重霞の頰ほおをなめた。

「俺が魎呼の言うことをちゃんと聞いてれば、砂沙美ちゃんも……阿重霞さんも」

「そうでもないわ、天地殿。早そう晩ばんこういうことになってたに違いないもの。いなくなったのは天地殿で、ここに気き絶ぜつしてるのが魎呼だったかもしれないわ」

　鷲羽が冷静な顔で慰なぐさめる。

「どうすればいい？　どうやったら向こうの世界に行けるんだ？」

　と、美星がおずおずと口を挟はさんだ。

「あの……天地さん？　私たち媒ばい介かいを捜していたの。麻由華ちゃんが身につけていた服とか、靴とか……それがあればほら、扉を開く手助けになるんじゃないかって」

「ホントはあの子の持ってたオルゴールを捜してたのよ。でもなかったわ」

　清音がつけ加える。

「オルゴール？」

　天地は辺あたりを見回した。

「オルゴールならそこにあるよ。それがどうして……」

「やっぱりあの子が持って来てたのね」

　鷲羽は草の中に埋もれるように置かれていたオルゴールを拾い上げた。

「これだわ。これが次元と次元をつなぐショート・サーキットになっていたの。もう見つからないと思って別の装置を用意してきたけど、これがあればとりあえず扉が開けるわ」

　鷲羽は小さなピラミッド型のメカを取り出すと、オルゴールを囲むように五カ所にセッティングした。

　オルゴールの蓋ふたを開くとピラミッドの間に光が走り、星形の柱が立ち上がる。

「これでいいわ。問題はこちらから強制的に開いた扉は不安定だってこと。いつまで結界が持つか分からないわよ」

「ありがとう、鷲羽さん」

　天地は鷲羽に頷うなずくと、静かに結界の前に歩み寄った。

「じっちゃん。魎呼。阿重霞さんを頼たのむ」

「待て。わしが行こう」

　勝仁が天地を押し留とどめた。

「この扉の向こうは闇の世界じゃ。樹じゆ雷らいの力は届かないかもしれん。あの子ももう、闇の者になっておるじゃろう。おまえは樹雷の闇を知らない。入れば己を失うかもしれぬ」

「じっちゃん？」

　天地はとまどった。

「どうしてじっちゃんが？　何か方法が……？」

「何もせずにいた罪つみ滅ほろぼしじゃよ」

　勝仁は笑った。

「わしは由厨葉を知っておる。わしならばどうにかなるじゃろう。光こう鷹おう剣けんが使えなければ、この手で倒せばいい」

「麻由華ちゃんを殺すのか？」

　天地は思わず勝仁に詰つめ寄った。

「そうじゃ」

　勝仁の表情が曇った。

「恐らく、由厨葉とともに凄すさまじい攻撃を仕し掛かけてくるじゃろう。殺すしかあるまい。情けをかければ自分が死ぬことになる」

「ダメだ！」

　天地は叫んだ。

「殺すなんて……頼む、俺おれに行かせてくれ！　きっと何か方法があるはずだ。あの子はあんなに俺のことを慕したっていたんだから……」

「いかん！　おまえは樹雷の皇子じゃ。わしが守らねばおまえの将来は……」

「老いたわね、遥よう照しよう殿どの」

　鷲羽の声に勝仁はハッと振り返った。

「天地殿が信じられないの？　天地殿の気持ちが分からない振りをして、ホントは気が咎とがめているんじゃないの？　由厨葉を殺せなかった自分に腹を立てているんじゃないの？　人の将来は守るものじゃないわ。その人が作り出すものでしょ？　そんな気持ちで行ったら危ないわ」

　鷲羽は勝仁の心を見通すような目で見つめ、はっきりと宣言した。

「あなたは行ってはいけないわ。ここに船ふな穂ほ殿がいれば、きっとそう言ったでしょう」

「天地様……砂沙美を……」

　弱々しい声が聞こえた。

　阿重霞が意識を取り戻したのだ。

「分かってるって。大丈夫、安心して」

　天地は微笑ほほえんだ。

「じっちゃん、ごめん。俺、行ってくるよ」

「あたしも行くよ。貸しがあるからな、あいつには」

　魎りよう呼こがニィッと笑った。

「何だか聞きたくもねぇ事情がありそうだが、じじいは引っ込んでた方がいいぜ。足手まといになるからな」

「…………」

　勝仁の顔に珍しく逡しゆん巡じゆんが浮かんだ。

「すまぬな、天地」

　迷いは静かな決意に変わった。

「おまえに任まかせよう。思うとおりにやるが良い。待っておるぞ」

「うん」

「待って、天地さん！」

　美み星ほしが走り出た。

　小さな折おり鶴づるを天地の手に載のせる。

「これ、麻由華ちゃんが作ったの。持ってって」

　空色の折り紙で作られた、不ぶ器き用ような折り鶴だった。

「ありがとう」

　天地は言うと、もう振り返らずに結界の中に入って行った。







　　第九章　扉をくぐったとたん、







　扉をくぐったとたん、天地と魎呼の体が宙に浮いた。

　長い長い螺ら旋せん状の通路の中をどこまでも滑すべり落ちていく──そんな感覚が天地の神経を軋きしませる。

　一いつ体たいどれほど、どのくらい滑すべり落ちたのだろう。

　鈴の音が聞こえてくる。

　タンバリンのようなシャンシャンという音、それにバスドラムの低い、ゆったりしたリズム。

　リコーダーにヴィオラ、半音階をグリッサンドしていく弦げん楽がつ器き。

　意味の全く取れない、何語だか分からない歌声が切れ目なく流れてくる。




　パレードだ……。




　なぜか色鮮やかな民族衣装を着た行列のイメージが浮かぶ。

　いつかシルクロードの番組で聞いたような音楽のせいだろうか……。




　ふと気づくと天地は井戸の底のような部屋に仰あお向むけに倒れていた。

「あれ……？」

　天井は見えないぐらい高い。

　この距離を落下してきたとすれば骨が折れていてもおかしくないが、体は別にどこも痛くない。

「魎呼？　魎呼！」

「う……ん」

　天地のすぐ隣でうつ伏せに倒れている魎呼の体を揺ゆさぶる。

「どこだ、ここは？」

　魎呼はぱっと飛び起き、すぐに周囲を見回した。

　井戸の石組みのようだと思ったのは、大小さまざまなモニターだった。

　それぞれ違った、色鮮やかな花のクローズアップのような映像を映し出している。

「なんだ、これ？……わッ」

　天地は思わずのけぞった。

　花のようだと思ったのは内臓らしきものの断面だった。

　生きているらしく、震ふるえながら脈みやく動どうしている。

「それ、ボクたちの腹の中──」

　はっと振り返ると、天地たちの足元に無数のぬいぐるみが集まっていた。

　大きいものから小さいものまで一様に黒く濡ぬれた目を見開いている。

「なーんて、ウソだよ！」

　その言葉が合図となったかのように、ぬいぐるみどもが一いつ斉せいに襲いかかってきた。

「メリー・クリスマス！」

「メリー・クリスマス！」

「ラ・スターティカ・エディーオ！」

「バカッ。違うだろ！　メリー・クリスマスって言わなきゃいけないんだよ！」

　ぬいぐるみの腹や手足から次つぎ々つぎと鋭い刃やいばが現れる。

「どけッ！」

　魎呼がとっさに天地の前に立ち塞ふさがった。

「敵か！　由厨葉はどこだ!?」

　オーラブレードが一いつ閃せんし、ぬいぐるみどもを切り払はらう。

「由厨葉はー、パーティの飾り付けでー、とってもー、忙いそがしくってー」

「僕たちに遊んでろってさ」

「スターティカ・クリスマス計画って言うんだ」

「プレゼントを渡したり、渡されたり、御ご馳ち走そうしたり、御馳走になったり」

「遊んだり、遊ばれたり、落ちたり、落っことされたり」

「バーカ、それじゃおんなじだろ？」

　ぬいぐるみたちは絶たえ間まなく下らないお喋りを続けながら、天地の手足を狙ねらって飛びついてきた。

「つッ……」

　魎呼のオーラブレードの下をかいくぐった小さなぬいぐるみが天地の腕に切りつけた。

「くそッ。光鷹剣が……」

　天地は精神を集中しようとしたが、お喋しやべりと絶え間ない攻撃のせいでどうしても剣が作り出せない。

「そーれ、第一波攻撃！」

　ぬいぐるみの一団が壁際に天地を追い詰め、刃を正面に向けて飛んできた。
















　ドカカカカッ！

　天地の周り皮一枚の距離に突っ立つ。

「わああッ」

「天地！　大丈夫か!?」

　天地は焦あせった拍ひよう子しにぬいぐるみに足を取られ、上を向いた刃の上に真まっ逆さかさまに倒れ込んだ。

　もうダメだ──！

　と、急に刃が引っ込み、天地の体が柔らかいぬいぐるみの腹の上で弾はずんだ。

「第二波攻撃！」

　天地の背に大量のぬいぐるみが飛び降り、ボンボン跳はねた。

「な、なんだ!?」

「チクショウッ、こいつらおちょくってやがる！」

　魎呼のオーラブレードが大量のぬいぐるみどもを薙なぎ払った。

「第三波攻撃！」

「クリスマス・スペシャル～！」

　ぬいぐるみどもが跳ね回りながら魎呼に向かって刃を連れん射しやし始めた。

　こちらの方は全く容よう赦しやない。

「くッ……キリがねぇ！　早くこの部屋を出るんだ！」

　飛び来る刃を払い、ぬいぐるみどもを切りまくりながら魎呼がわめく。

「あっそう。じゃ、ゴミ捨て穴にど～ぞ」

　ヒィヒィヒィ───ぬいぐるみどもが一斉に笑った、と思うとガッと床が割れた。

「わあああ─────」

　奈な落らくの底に落ちる！

　たちまち周囲が真っ暗になり、天地と魎呼は無限の闇やみの中を落下していった。




　エーイィヌ　オニマ　アレァラゥ

　スターティカ　エディオ　エディィオ

　アウェムイィ　ゥカーリァャ　リーヴォ

　スターティカ　エディイオォォ




　ああ、さっき聞いた歌だ……。

　天地は思った。

　何の歌なんだろう。どういう意味なんだろう。




　我ら集つどう闇やみの　メリー・クリスマス

　扉開く夢は　メリー・クリスマス




　細く澄すんだ歌声が聞こえてきた。

　闇の中に赤い衣装をつけた少女の姿が浮かび上がる。

「麻由華ちゃん……？」

　赤い、と思ったのはクリスマスの仮か装そうだった。

　白い毛皮の縁取りのついた赤いワンピース。

　雪玉みたいなボンボンのついた三角帽子を被かぶって。

「大好きなパパ！　闇の国のクリスマスにようこそ！」

　麻由華は虚ろな眼で天地の顔を見ると、にこっと笑った。

　と、麻由華の背後に巨大な樹が浮かび上がった。

　枝を大きく張った形は皇おう家けの樹とそっくりだ。

　ふた抱えほどある太い幹の中央に誰か、両手を広げた姿で張り付けにされている。

「砂沙美ちゃん!?」

　天地は思わず飛び出した。

　砂沙美はぴくりとも動かない。

　気を失っているのか、それとも……この距離からは分わからない。

「ダメ！　由厨葉のエモノ！」

　麻由華がカッと目を見開いた。

　人間とは思えない動きでジャンプすると、たちまち天地のそばに降おり立たつ。

「パパ、大好き！」

　無邪気な笑顔に一瞬、対応が遅れた。

　さっと爪つめが伸びた、と思ったとたん、天地の頰に鋭い痛みが走った。

「天地！」

　魎呼のオーラブレードが麻由華を薙なぎ払はらう。

　麻由華は楽々とトンボを切ってかわし、魎呼に向かって微笑みかけた。

「どうしてこんなとこにいるの？　魎呼はパーティに呼んでないよ！」

「くッ……」

　魎呼の頰が怒りに染そまった。

「てめえッ、由厨葉を出せ！」

　叫びざま、瞬間移動で麻由華に切りかかる。

「うッ」

　麻由華の顔付きが変わった。

「魎呼なんかキライだ！　あっち行け！」

「おめーの話なんかどうでもいいんだよ！　由厨葉はどこだ!?　早く言わねぇとぶった切るぞ！」

　麻由華の動きは素早く、魎呼のオーラブレードは空むなしく服を切り裂くだけだ。

「知らないよ。あたしはなーんにも知らない！」

　麻由華は怒りに燃える目で魎呼をにらみつけ、爪をしごいた。

　力任まかせに切って切って切りまくる魎呼のスキをついてさっと駆かけ寄っては確実に爪で切り裂いていく、ヒット・アンド・アウェイ戦法だ。

「砂沙美ちゃん、しっかり！」

　麻由華の目が逸それるや否いなや、天地は巨大な樹に走り寄った。

　砂沙美の手足は網あみのようになった樹きの幹に組み込まれていて、素す手でではとても外はずせそうにない。

「砂沙美ちゃん！」

　天地は砂沙美の頰を軽く叩たたき、目を覚さまそうとした。

　肌は温あたたかい。

　特に外傷はなく、痛めつけられた様子もないところを見ると、人質として捕らわれたのは間違いない。

「魎呼！　こっちを頼む」

　天地は叫んだ。

　この濃密な闇の空気のせいなのか、高く低く流れている規則正しいリズムのせいなのか、どうしても光鷹剣が作り出せない。

　バカだ。俺はこの世界を甘く見ていた──！

　天地は苛いら立だちに歯を食いしばって絡からんだ網あみの目を一本一本外はずそうとした。

　刃物のひとつも持ってくれば良かったのだ。

　光鷹剣に頼たよって、素す手でで来るなんて。

「ダメだってば。ダメって言ったばっかじゃない。そんなに麻由華を困らせたい？」

　耳元で声がした、と思うとふいにぐっと襟えり首くびをつかまれて放り出された。

「麻由華ちゃん!?」

　クリスマスの衣装はぼろぼろで、生き地じが垂たれ下がった透すき間から素す肌はだが覗のぞいている。

「困ったなー。魎呼は乱暴だし、パパは言うこと聞かないし。あたし、新しいドレスにしなきゃ！」

　麻由華の胸の中央に光を放つ結晶が現れた。

　見る見るうちに放射状の筋が伸び、麻由華の肌を覆おおい尽くす。

　用を失ったクリスマスの衣装が剝はがれ落ちた時には、麻由華の体はしなやかなバトルスーツに包まれていた。

「ほら、見て！　カッコイイでしょ！」

　見み事ごとなプロポーションを見せびらかすようにくるりと回る。

　爪はさっきより鋭く尖とがり、顔には戦いくさ化げ粧しようのような三角のパワーシールが張り付いている。

「パパ、遊ぼ！」

　麻由華は笑いながら飛びかかってきた。

「ほら見て、光鷹剣。パパも出してよ」

　いきなり麻由華の手に輝く剣が現れる。

　と、凄すさまじい勢いで切りつけられ、天地は思わず尻しり餅もちをついてしまった。

「あたしが相手だッ」

　魎呼が割り込んでくる。

「魎呼、どけッ。あたしはパパと遊んでるんだから」

　麻由華はオーラブレードをものともせずに切り込んできた。

　一瞬激しくエネルギーがぶつかり合い、火花を散らす。

「魎呼、遅いね。あたしの方が強いよ」

　麻由華は邪じや悪あくな笑えみを浮かべ、合わせた手を開いた。

　と、光鷹剣がふたつに分かれた。

　刃は渡わたりは短くなり、より細身になる。

「光鷹剣──じゃない!?」

　天地は目を疑った。

　二本の剣が華麗に舞い、魎呼はたちまち壁かべ際ぎわに追い詰つめられていく。

「どこがいい？」

　思わず顔を背そむけた瞬間、右手の剣が魎呼の耳元で空くうを切った。

　水色の髪がばっさり切れて魎呼の肩を滑すべり落ちる。

「こっち？」

　右の肩に灼やけるような痛みが走った。

　麻由華の左手の剣が魎呼の肩を壁に縫ぬい止めている。

「うッ……」

　オーラブレードが消える。

　魎呼は歯を食いしばって光鷹剣を引き抜いた。

　このまま刺し返してやる！

「ほら、やっぱり遅いよ！」

　麻由華は軽々と光鷹剣を右手の剣で撥はね上げ、左手で受け取った。

「さあ、次はどこ？」

「麻由華！　殺しちゃダメだよ」

　かん高い声がした、と思った瞬間、麻由華がさっと身を引き、高くジャンプして逃のがれ去った。

「誰だ!?」

「フフフ……」

　忍しのび笑いの主は樹の枝に腰こし掛かけて楽しげに魎呼たちを見下ろしていた。

「ダメだよ。ここは由厨葉の国なんだから。おまえたちが敵かなうわけないだろ？」

「由厨葉!!」

　魎呼が叫ぶ。

「そうだよ、由厨葉さ。おいで、麻由華」

　麻由華はサッとジャンプすると、由厨葉の隣に着地した。

　柔じゆう順じゆんな女め豹ひようのように枝の上でうずくまる。

「これがあたしの娘。季節外はずれのクリスマス・プレゼントは気に入ってもらえたかい？」

「どういうことだ？」

　天地はとまどった。

「こいつのことさ。若い皇おう子じ様、娘ができて楽しかっただろ？」

　由厨葉はおかしくてたまらないというようにニヤニヤ笑った。

「あたしが考えたのさ。おまえたちのクリスマスを覗のぞき見て、ね。そっちにもなかなかステキな習慣があるじゃないか。だからあたしもプレゼントをもらうんだよ」

「一いつ体たい何の話なんだ？」

　天地はもどかしそうに叫んだ。

　ここからでは手が出せない。

　かと言って、光鷹剣が使えない身では攻撃したくともどうにもならない。

「おや？　樹雷の皇子ってばおバカさん？　楽しい時間をプレゼントしてやったんだから、今度はおまえがあたしにくれる番なのさ。皇子、おまえの魂をもらうよ！」

　由厨葉が言い終わったとたん、シュウウウッと何千もの怒った蛇へびが息を吐はき出したような奇妙な音が聞こえてきた。

　壁際から、樹の根元から、何百万本というリボンがのたくりながら押し寄せてくる。

　色とりどりですべすべしていて夢のように美しかった。

　と、思ったのはリボンが天地と魎呼の足元にたどり着く瞬間までだった。

「わああッ!?」

　リボンは信じられない速さで二人の体を駆かけ登のぼり、複雑で美しい編み込み模様を作りながらあっと言う間に二人の体をがんじがらめにしてしまった。

　ヒュン！　と二人の体が引き上げられる。

「ほら、キレイになった！」

　由厨葉はふわりと浮き上がると、天地のそばに寄ってきてリボンに縫ぬいつけられた小さな鈴をシャラン、と鳴らした。

「うう……きさま、ふざけやがって！」

　魎呼が怒り狂って身をもがく。

「その口、縫いつけちゃうよ！」

　由厨葉がギン！　と睨にらみつけた。

　由厨葉の両目からまるで邪悪なエネルギーが発射されたかのように、魎呼の体が震えた。

「き、きさま……何を……」

「何でもないよ。うるさいからほんのちょっとおまえのエネルギーを減らしてやっただけさ」

「くッ……チキショウ！」

　堅く編み込まれたリボンの隙すき間まからオーラブレードの刃が突き出た。

　と、一気に刃がリボンを切り裂き、魎呼は自由の身になった。

「てめー！　許さねぇ！」

　由厨葉は驚いたように身を引くと、周り中に開いている洞どう穴けつのひとつに逃げ込んだ。

「天地、大丈夫か？」

　オーラブレードが紙のように楽々と天地のいましめを断ち切る。

　落下しそうになった天地を捕つかまえると、魎呼は一気に由厨葉の消えた洞穴に飛び込んで行った。

「引っ掛かかったな！」

　洞穴の出口に差しかかった時だった。

　ふいに由厨葉の声がした、と思うと魎呼と天地は宙に放り出された。

「行け！　麻由華」

　声とともに麻由華が襲いかかってくる。

　偽光鷹剣が閃ひらめいた。

　天地を守るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　激しい衝撃に息が止まった瞬間、魎呼の意識が途と切ぎれた。

「魎呼ォォォ─────！」

　天地と意識を失った魎呼はそのまま巨大なビーカーの中に落下していった。







　　第十章　「樹雷の力が届かない……







「樹じゆ雷らいの力が届かないですって!?　では光鷹剣は……」

　阿重霞が大声で勝仁に食ってかかる。

　天地と魎呼が扉の向こうに消えてから、小こ一いち時じ間かんぐらい経たっただろうか。

　さっきまで晴れていた空に雲が広がり、急激に暗くなった空からポツポツと雨が落ちてきた。

「恐らく、な。使えたとしてもほとんど威い力りよくはないじゃろう」

「どうしてですの？　光鷹剣は宇宙最強のはずですのに！」

「それは向こうが闇やみの世界だからじゃ。由ゆ厨ず葉はは闇の者。闇の世界では光の力は使えないんじゃ」

「ではどうして天地様を行かせたのです!?　何か方法があるはずですわ！」

　阿重霞が頰を紅こう潮ちようさせて食い下がる。

　樹雷皇家の兄と妹が言い争っているのを鷲羽とミホキヨたちは黙って見守っていた。

「闇の樹き……恐らくそれが由厨葉の力のもとになっているはず。光の樹があれば……」

「光の樹？」

「津つ名な魅みじゃよ。皇家の源みなもととなった樹じゃ」

　そうなのだ。

　天地は津名魅の加か護ごを受けている。

　それは以前神か我が人とと戦った時にいみじくも証明されたとおりなのだ。

　今この瞬間にも津名魅は天地を見守り続けていることだろう。

　その力が発はつ揮きされれば由厨葉などひとたまりもない。

　鷲羽も恐らくそれを知っているのだろう、だから天地を送り出したのだ。

「そんな……」

　阿重霞は兄の沈ちん黙もくを諦あきらめと取ったようだった。

「待って！　皇おう家けの樹きならここにもあるわ。お兄様の樹──船ふな穂ほよ！」

「なに？」

　勝仁は驚いた。

「阿重霞、天地には──」

「大丈夫。わたくし、行って参りますわ」

　阿重霞は兄の言葉を遮さえぎると、踵きびすを返して走りだした。




「魎呼、魎呼！　しっかりしてくれ！」

　巨大なビーカーの中のどろりとした液体に首までつかりながら、天地は意識のない魎呼を揺ゆさぶった。

「いい格かつ好こうだな」

　由厨葉がゆるゆると宙を降りてくる。

「そのビーカー……培ばい養よう槽そうの中で麻由華を作ったのさ。あたしの髪とおまえの髪とで。おまえたちも溶とかしてやろうか？　ひとつにしてやろうか？」

　歌うように嘲あざける。

「その女はもうエネルギーを使い果はたしたようだ。どっちにしろ長くは持つまいよ。さあ、どうする、皇おう子じ？」

「どうする？　もうたくさんだ！」

　天地は怒りに我を忘れて叫んだ。

「どうしてこんなことをする？　俺がほしいならなぜ砂沙美ちゃんや魎呼を巻まき添ぞえにするんだ？　砂沙美ちゃんを返せ！　麻由華ちゃんを元に戻すんだ！」

「なら、おまえはここに残るんだな？」

　由厨葉の顔に陰かげが落ちた。

「約束するな？　そうすればあとの二人は帰してやろう」

「ダメだ、天地……」

　魎呼が身じろぎした。

「由厨葉の言葉に乗るな。あいつはおまえを食ってしまう……おまえの心がほしいんだ」

「邪魔するな！」

　由厨葉が一いつ喝かつする。

「まだ口を利きく元気が残ってたか。麻由華！」

　目め配くばせを送る。

　と、洞穴の出口からすっと麻由華が姿を現した。

　両腕に意識のない砂沙美を抱だき抱かかえている。

「取引だ、皇子。今ここで由厨葉の言葉に従うか、それともこの子が引き裂かれるのを見るか」

「くッ……」

　天地の唇が怒りに震えた。

「分かった──。言うとおりにしよう。俺と魎呼をここから出してくれ」

「天地!?」

　魎呼が目を見張る。

「いいだろう」

　由厨葉がパチンと指を鳴らすと、ビーカーの水位が上がり、二人を押し出して床に転げ落とした。

「さあ、跪ひざまずけ。誓ちかうんだ。樹雷の皇子は永遠に由厨葉のものになる、とね」

　由厨葉の声が興奮を押さえ切れぬように震えた。

「ダメだ、天地──」

　魎呼が必死に起き上がろうとする。

「誓おう。ただし──俺に勝てたらな！」

　天地の手に光こう鷹おう剣けんが現れた。

「光鷹剣!?　バカな！」

　由厨葉の顔に驚きよう愕がくが現れる。

　光鷹剣の光は薄れ、ところどころ激しく点てん滅めつしていた。

　怒りのエネルギーだけが作り出した剣だった。

　だが、武器はこれしかない。

「やぁぁ─────！」

　天地が叫びを上げて由厨葉に突っ込んだ刹せつ那な、麻由華が立ち塞ふさがった。

「ダメ！　あたしのママ!!」

「麻由華ちゃん!?」

　天地の手からすっと光鷹剣が消えた。




「船穂様……」

　阿重霞は船穂の樹の前に立ち、祈るように梢こずえを見上げた。

「どうかお願い──力を貸して!!」

　雷鳴がとどろき、激しい雨が仰あお向むいた阿重霞の顔を打つ。

　と、枝が震え、無数の光線が何千という葉から水面に降おりた。

　船穂の樹からひと枝の小枝が離れ、ゆっくりと阿重霞の手に収おさまる。

「ありがとう、船穂様！」

　阿重霞は小枝を握り締め、もと来た道をまた走りだした。




「ダメ！　由厨葉はあたしのママ。ママをいじめないで！」

　麻由華は目を怒らせ、容よう赦しやなく天地を切り裂いた。

　二度、三度、爪が往復するごとに天地の肌が裂け、血が噴ふき上がった。

　服は原型を留とどめぬほどに切り裂かれ、上半身はもうボロボロである。

「麻由華ちゃん、止やめてくれ──止めるんだ！」

　武器を失った天地は懸けん命めいに腕を上げて庇かばうことしかできない。

「ダメッ！　許さない！」

　執しつ拗ように麻由華は天地のスキを狙ねらい、切り裂いた。

「おまえは誰？　どうしてここにいるの？　どうしてママをいじめに来たの？」

　記憶がない!?

　この子は俺のことを覚えてないのか？

　さっきパパって呼んだのはただそう言われたからなのか!?

「死ねッ!!」

　麻由華の爪が天地の心臓を狙ねらって突き出された。

「うわッ」

　とっさに身を捩よじったが間に合わなかった。

　麻由華の爪は深く脇わき腹ばらに食い込み、灼やけるような痛みが脳のう天てんを貫いた。

「死んじゃうよ、麻由華。死んだら魂が抜けちゃうじゃないか。もっと手て加か減げんするんだ」

　由厨葉の声が遠く聞こえる。

「うう……」

　天地はガクリと膝ひざをつき、脇腹を押さえた。

「麻由華ちゃん、俺だ……天地だよ。頼たのむ、思い出してくれ！」

「テンチ？」

　麻由華が無表情に爪を振り上げる。

　と、その時だった。

「ダメぇぇぇ─────!!」

　天地の声に意識を取り戻した砂沙美が声を振ふり絞しぼった。

「どうして!?　どうしてそんなことするの!?　麻由華ちゃん、良く見てよ！　パパだよ。麻由華ちゃんのパパなんだよ！」

「パパ……!?」

　麻由華の手が止まった。

　砂沙美の方を振り返る。

「あ……」

　麻由華のうつろな瞳に砂沙美の小さな姿が映うつり込んだ。

「麻由華！　よけいなことを考えるな！」

　由厨葉の声が飛ぶ。

「そいつは敵だ。魎呼と同じだ。おまえを殺しに来たんだ！」

「ううッ……」

　魎呼は歯を食いしばって立ち上がろうともがいた。

　ダメだ──背中をやられたせいで力が入らない。

　膝をつくのが精一杯だ。

「テキ……!?」

　麻由華の視線がうろたえたようにさまよった。

「誰……魎呼じゃない」

「砂沙美ちゃんだよ。忘れちゃったのか？」

　天地が必死に叫ぶ。

　手が血だらけだ……思わずズボンに手をこすりつけた時、ポケットの中でカサッと音がした。

　美星が渡してくれた小さな折り鶴だった。

「麻由華ちゃん、こっち向いて！」

　天地は苦痛に顔を歪めながら立ち上がると、振り向いた麻由華の手に折り鶴を押し込んだ。

「君が作ったんだよ。砂沙美ちゃんと一いつ緒しよに」

　麻由華はハッと手を見下ろした。

　血まみれになって半分潰つぶれかかった空色の折り鶴が麻由華の目に飛び込んできた。

「鶴……」

　麻由華の瞳に色が戻った。

　すぅっと怒りの表情が消えていく。

「あたしが作った……蟬せみの声がして……そばに砂沙美ちゃんがいて……あたしはパパにプレゼントしようと思って……」

　ふいに麻由華の腕が天地を抱だき締しめた。

「パパ……パパ……！　パパぁ!!」

　天地の首筋に麻由華の涙が散った。

「良かった──思い出したんだね」

　天地の手が泣きじゃくる麻由華の背を優しく撫なでる。

「そんな……コントロールが解けた!?」

　由厨葉は身を震わせ、大きく目を見開いた。

「バカぁぁぁ─────!!」

　我われを忘れて二人に体当たりする。

「キャアッ」

　衝撃に麻由華の体が吹っ飛んだ。

「おまえなんか……おまえなんか！」

　由厨葉は目を血走らせて倒れた麻由華の髪をつかみ、引きずり起こした。

「ヒトガタのくせに！　中身は空っぽのくせに！　作り物の記き憶おくしか持ってないくせに！」

「止やめて、ママ！」

　そう叫んだ麻由華の表情は人間そのものに見えた。

「ママなんて呼ぶなッ」

　由厨葉は怒ど鳴なった。

「言っただろう？　ヒトガタだって！　おまえは人型……人形なんだよ！」

　由厨葉の目がギン！　と光を放った。

「ううッ」

　麻由華の胸の結けつ晶しようが光り出す。

「そうだ……いい子だ……」

　由厨葉の瞳ひとみが妖あやしく燃え上がった。

「う……うああ……」

　麻由華の両手がゆっくりと上がり始める。

　と、麻由華の爪が稲いな妻ずまのように由厨葉の右目を切り裂いた。

「ギャアアッ」

　凄すさまじい悲鳴とともに由厨葉が跳とび退すさった。

「おまえ──!?」

　潰つぶれた右目からだらだらと黄色い液体がこぼれ落ちて床を汚す。

　由厨葉は呆ぼう然ぜんと右目を押さえ、後ずさった。

「ごめんね、ママ……ううん、由厨葉。麻由華、由厨葉のかわりになれなかった。由厨葉の言うことが聞けなかった。だってパパが好きになっちゃったんだもん」

　麻由華は懸けん命めいに笑顔を作ろうとした。

「だからもう由厨葉のそばにいられないの。あの空がもう一度見たいの。由厨葉がずぅっと昔に憧あこがれた、あの夏の青い空があそこにはあるの。知ってるよ。由厨葉も好きだったんだね。ずぅっと行きたいと思ってたんだね……」

　ふいに麻由華の顔が歪ゆがみ、涙がその頰ほおを転げ落ちた。

「一いつ緒しよに行こう！　パパの世界は広いよ。由厨葉もきっと好きになるよ！」

「麻由華……」

　由厨葉の手が麻由華の言葉に誘われたように動いた。

「一緒にクリスマスしようよ。向こうのスターティカは冬だって」

　麻由華が手を差し伸べた。

　二人の──母親と娘の指が触れ合った瞬間、ふいに由厨葉が身を翻ひるがえした。

「裏切り者！　おまえなんか壊こわしてやる!!」

　由厨葉の手から青白い光の刃が飛び、麻由華の胸にまっすぐ突き刺さった。

「ああッ！」

　胸の結晶がキン！　と音を立てて二つに割れ、光の刃も砕くだけ散る。

　麻由華の体が一瞬、命のオーラに包まれて燃え上がった。

「由厨葉……？」

　オーラは消え、麻由華は呆ぼう然ぜんと目を見開いたままよろめいた。

　そのまま人形のように崩れ落ちる。

「麻由華ちゃん!?」

　天地が駆け寄って抱き起こした。

「麻由華ちゃん！」

　砂沙美も、そして魎呼も麻由華のそばに膝ひざをつく。

　麻由華はふと目を開いた。

「パパ……ごめんね。あたし、ひどいことして……」

「そんなことないよ！」

　天地が怒ど鳴なる。

「あたし、悪い子だった……だから魎呼も怒ったんだね……」

「しっかりしろ！　麻由華、こっちを見るんだ！」

　麻由華の瞳が微び動どうだにしないまま薄れていく。

「みんなでクリスマス、しよう……ママも、パパも一緒に。あたし、生まれてきて良かった……」

　ふっと麻由華が微笑ほほえんだ。

　と、最後の命のオーラが揺らめく光となって麻由華の体を包んだ。

「麻由華ちゃん!?」

　砂沙美が声を震ふるわせる。

　麻由華の姿が薄れ始めた。

　命のオーラはためらうようにたゆたい、揺ゆらぎ、やがて細かくちぎれて光の世界を求めるように飛び去っていった。

「麻由華ちゃん？　麻由華ちゃん！　麻由華ちゃん──!!」

　砂沙美が声を振り絞しぼる。

　麻由華の姿は消えていた。

　この世界に生きた証あかしのように、二つに割れた結晶がコトン、と音を立てて落ちる。

「わぁぁ─────！」

　砂沙美が天地に縋すがり付つくようにして泣き出した。

　天地は無言で割れた結けつ晶しようを拾い上げると、折り鶴の入っていたポケットにそっとしまった。

「なあ……命、オモチャにして面おも白しろいか？」

　天地は砂沙美の手を静かに外はずすと、立ち上がって由厨葉に向き直った。

「あの子は生きてたんだ。生きようとしてたんだ。生きられるはずだった──！」

　能面のようだった由厨葉の顔がピクリと引きつった。

「ただのヒトガタさ。いくらでも作れる。寸すん分ぶん違たがわない、同じものがね」

「本当にそうか？」

　天地の視し線せんは由厨葉の体の奥を突き通すようだった。

「生まれた時は確かにそうだったかもしれない。でも君はあの子に記き憶おくを与え、心を作り上げた。君の心だ。君の思いが、君の願いが詰つまった君の分身だ」

「黙れっ！」

　由厨葉はたじろいだ。

「君の願いが本当は何だったのか、俺には分からない。でも君は、自分の分身を殺したんだ！」

「黙れ、黙れ、黙れっ！」

　由厨葉の体が震えた。

「だからどうだって言うんだ!?　おまえら樹雷の人間に何が分かる!?」

　一瞬、由厨葉の脳裏に真夏の光景が閃ひらめいた。

　麻由華の半分の年の少女だった自分が光の中で笑っている。

　まだ幼かった皇おう子じが真まっすぐな瞳で由厨葉を見つめている。




　約束だよ、由厨葉！




「ううう……」

　由厨葉の口から呻うめき声が漏もれた。

　知りたくなかった。

　できることなら知らないでいたかった。

　十六歳の体に八歳の少女の魂を秘ひめた麻由華。

　渡せなかったプレゼントを渡しに行った麻由華。

　闇に生を受けて半年を土の下で過ごし──たった二日間で少女から大人へと駆かけ抜ぬけて行った麻由華。

　麻由華は由厨葉の願いそのものだった。

　由厨葉の願いを叶かなえ、そして消えていった……。

「おまえに何が分かる!?」

　由厨葉の声はまるで泣いているようだった。

　天地は異い変へんを感じた。

　由厨葉の姿が揺らいでいる。

　否いな、部屋全体が震えるように揺ゆれているのだ。

「うあぁぁぁ─────ッ!!」

　ふいに由厨葉が凄すさまじい叫びを上げた。

　その背が盛り上がり、黒い翼つばさが現れる。

　醜みにくい姿をいっそう醜く変化させた由厨葉は、骨と膜まくでできた翼を広げると闇を震わせて飛び立った。

「死ね!!」

　長い鉤かぎ爪つめが天地に襲いかかる。

「天地！」

　とっさに魎呼が砂沙美を抱え、天地をさらって瞬間移動した。

「逃げるかッ」

　由厨葉の姿が黒い霧に紛まぎれた。

　と、ひとかたまりの不透明な靄もやになって追ってくる。

「ここにいたら死ぬぞ！　扉が通じてるうちに戻るんだ！」

　魎呼は全身の痛みをこらえ、頭上の隙すき間ま目がけてジャンプした。

　闇の樹の絡からみ合った根を擦すり抜ける。

　続いて黒い靄が擦り抜けるとすぐに根全体が反応し、魎呼の方に触しよく手しゆを伸ばしてきた。

「魎呼、無む茶ちやするな！」

　天地が叫ぶ。

「それどころじゃねえッ」

　魎呼の声が苦しげに途と切ぎれた。

　扉まで持てば、樹雷の力が届くところまで行けば、光鷹剣が使える。

　今、魎呼の頭にあるのはそれだけだった。

「あそこか!?」

　闇の樹の後ろに細く長く空へ伸びた通路が見えた。

「帰すもんか!!」

　声がわめいた。

　黒い靄が闇の樹の上にわだかまった、と見るやたちまち巨大な由厨葉の姿になる。

「おまえたちみんな、向こうの世界から消してやる！　闇の中で朽くち果はてるがいい！」

　由厨葉の鉤かぎ爪つめが伸びて天地の体をつかんだ。

「天地!!」

　魎呼の手が離れた。

「逃げろ、魎呼！」

　必死に天地が叫ぶ。

　と、その時通路の方から目ま映ばゆい光が迸ほとばしった。

　光の中から現れたのは──阿重霞だ！

「天地様──！」

　阿重霞は光り輝く枝を掲かかげると、高らかに叫んだ。

「さあ、見なさい！　闇の世界にだって光は届くのよ！」

「ううッ」

　由厨葉の鉤爪が緩ゆるんだ瞬間、天地が指を擦すり抜けて飛び降りる。

「天地様、受け取って！」

　光り輝く枝が矢のように飛んで、天地にぶつかって弾はじけた。

「これは……!?」

　天地の額の紋もん章しようが光を受けて輝いた。

　傷口が塞ふさがり樹雷の衣装が体を包み込む。

　天地は静かに俯うつむいた。

　心の曇くもりも怒りも、全すべてが晴れていく……。

　やがて天地が顔を上げた時には、その手に光り輝く剣があった。

　由厨葉は身じろぎもせずに天地の姿が変化していくのを見つめていた。

「遊びはおしまいだ、皇子」

　と、巨大な姿が消え、闇の樹のてっぺんに小さな姿が現れた。

　最初に天地が見た由厨葉の姿だ。

「これがあたしの本当の姿さ。二人とも本当の姿になったところで決着つけようじゃないか」

　天地は首を振った。

「もういいんだ。君も、俺も大事なものを失った。これ以上の命のやり取りはしたくないんだ」

「戦え、皇子!!」

　由厨葉が絶ぜつ叫きようした。

　闇の樹からジャンプすると、天地の前にザッと降り立つ。

「あたしとは戦えないって言うのか？　光鷹剣を振るうにも値あたいしないのか？」

　ふいに由厨葉が突っ込んできた。

「戦え！　戦わないならあたしが殺してやる！」

　青白い燐りん光こうを放つ剣がその手に現れる。

　天地の光鷹剣が自動的に動いて由厨葉の攻撃を受け流した。

「腕がいいな、皇子」

　由厨葉は容よう赦しやなく次々と攻撃をしかけてくる。

　動きは素す早ばやいが、どこか不器用な剣だ。

「その腕で何人殺した？　これから何人殺すんだ？」

「止やめてくれ！」

　天地は叫んだ。

「君を殺すつもりはない。由厨葉、剣を引いてくれ！」

「それが樹雷の皇子か！」

　由厨葉はあざわらった。

「そんなに死にたいか!?」

　由厨葉の剣が閃ひらめく。

　体格差を生かし、ひたすら死角を攻せめる戦法だ。
















　スピードが天地を上回るからこそできる捨て身の剣だが、先読みされればそれで終わりだ。

　このまま戦えばいずれ流れが見えてしまう。

「止めろ、由厨葉！」

　由厨葉の唇に微かすかな笑みが浮かんだ。

「もう終わりだ」

　そしてふいに向きを変え、真まっ正しよう面めんから突っ込んできた。

　読みを越こえた速さだった。

　受け流そうと思った時には既すでに、光鷹剣が動いて由厨葉の体を貫いていた。

　その刹せつ那な、シン……と全ての音が消え、闇の世界の時が止まった。




　明日もまた会えるよね？




　遥はるか時の彼方に少年の声が囁ささやく。

　一瞬、天地の脳裏に晴れやかな少女の笑顔が輝き、幻となって消えていった。




「天地様！」

　阿重霞の声にハッと我に返った時にはもう、由厨葉の姿はなかった。

　闇の樹が揺ゆらぎ、世界が再び震ふるえ始める。

「行こう、阿重霞さん」

　天地は砂沙美を守り続けていた魎呼を従え、阿重霞と並んで扉をくぐった。







　　第十一章　「天地さん！　魎呼さん！」







「天てん地ちさん！　魎りよう呼こさん！」

　清きよ音ねが駆かけ寄よってくる。

「まあ、天地さん、服がボロボロ！」

「砂さ沙さ美みちゃん！　良かったぁ」

　美み星ほしが涙ぐんで砂沙美を抱だき締しめた。

「天地殿、無事に帰ってくると信じていたわよ」

　鷲羽わしゆうも重荷を下おろしたようににこにこしている。

「ありがとう、みんな──」

　天地は照れたように微笑ほほえんだ。

　雨は上がり、抜けるような青空に真夏の太陽が輝いていた。

　ああ、夏の空気だ……。

　あんなことがあったのに、こっちはちっとも変わらない。

　この裂さけたＴシャツがなければみんな夢みたいだ……。

　と、一同から少し離れたところで黙って微笑んでいる勝かつ仁ひとの姿が目に入った。

「じっちゃん！」

　勝仁は何もかも分かっているよ、というふうに頷うなずいた。

「よく帰ってきてくれた……よくやったな、天地」

　天地は首を振った。

「何もできなかったよ。誰も助けてやれなかった」

　天地は俯うつむき、ポケットから割れた結晶を取り出した。

「これが麻ま由ゆ華かちゃんだよ。せめてこっちに連れて来てやりたかったんだ」

「そうか」

　勝仁は受け取らずにしばらく割れた結晶を見つめていた。

「おまえが持っているといい。あの子はおまえを一番慕したっておったからな」

「うん……」

　天地はふいに結晶を握にぎり締しめ、顔を上げた。

「じっちゃん。俺……由ゆ厨ず葉はを……」

「いいんじゃ。良くやってくれた──」

　勝仁はふと視線を逸そらし、眩まぶしげに目を細めて夏空を見上げた。

「樹じゆ雷らいの闇は遠い……昔のことじゃ」

　振り向いた勝仁の顔にはもういつもの静かな微笑みが浮かんでいた。

「さ、帰ろう。父さんが待っておるぞ」




　それから何日か経たったある午後のこと──。

　昨日と同じに蟬せみの声がやかましく空気を震ふるわせ、庭の向日葵ひまわりが夏空に向かって咲さき誇ほこっているのを天地はぼんやりと居間の窓から見つめていた。

「もうお盆ぼんも終わりだね。今日は送り火を焚たかなきゃ」

「送り火って？」

　砂沙美が顔を上げる。

「帰ってきた魂をあの世に送ってあげる行事だよ」

「ふーん……」

　砂沙美は所在なさげに自分の裸足はだしの爪つめを見つめた。

「麻由華ちゃんも送ってあげなきゃいけないのかなあ？」

「うん……」

　天地は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　いつものように阿重霞がレース編みをしている。

　魎呼が梁はりの上でほおづえをついている。

　砂沙美がシャギーマットの上に足を投げ出してマンガを広げ、美星と清音はソファに腰掛けて仲良くファッション雑誌をめくっている。

　ただ、麻由華だけがいない。




　いないのが当たり前なんだ……。




　天地は辛つらい気持ちで思った。

　もともといなかった子なんだから。

　割れた結晶は鷲羽さんに預あずけてしまった。

　思い出すとどうしようもない気分になるくせに、つい手に取ってしまうから──。

「おや、魎呼ちゃん、泣いてるの？」

　研究室から速足で出てきた鷲羽が梁の上を見上げてからかった。

「ばッ、バカッ。泣いてるワケねぇだろうが」

　慌てたように魎呼が身を起こし、あぐらをかく。

「バカ！　ご挨あい拶さつねえ……宇宙一の天才科学者に向かって」

　鷲羽は居間の中央まで来ると、ぐるりと一同の顔を見渡した。

「みんな、大事なことだから一度しか訊きかないからね」

「え？」

　ミホキヨが驚いたように顔を上げた。

「これ──」

　鷲羽は握った手を開いた。

　手のひらにひとつになった麻由華の結晶が光を放はなっている。

「鷲羽さん、それ……」

　鷲羽は反対の手で天地を制すると、ゆっくり話し出した。

「どうする？　みんなの言うとおりにするわよ。一人でも望まない人がいれば、私はやらない。みんな、もう一度麻由華ちゃんに会いたい？」

　魎呼はハッと膝を立て、鷲羽の手を見下ろした。

　小さく光を放つ結晶にあの日の麻由華が重なる。




　上空高く……責め立てる魎呼の腕の中で麻由華はまっすぐ魎呼の目を見上げていた。泣きながら、唇を嚙かみ締しめながら、手はしっかりと魎呼の服をつかんでいた。

　魎呼が支えていた手を離し、麻由華の体を宙に投げ出した瞬間まで……。

　あのまま見捨てることもできた。

　見殺しにして、麻由華の体が地面に叩たたきつけられるのを待っていればよかったのだ。

　でも、できなかった。

　あと一秒の半分でも決心が遅ければ、麻由華の体は粉こな々ごなになっていただろう。

　魎呼の腕に抱きとめられた麻由華の顔は、無邪気に眠っているようだった──。




「会いたいな……もう一度」

　魎呼は梁の上から飛び降りると、結晶を手に取った。

「魎呼！」

　天地の顔が輝く。

「そうですわ」

　阿重霞と砂沙美が目を見み交かわして微笑ほほえみあった。

「訊かなくてもオッケーよ！」

　美星と清音が指でマルを作る。

「そう言うと思ったわ」

　鷲羽が魎呼の手から結晶を取り返した。

「実は、勝仁殿と信のぶ幸ゆき殿にはもう訊いてあるの。あとはこの子に訊くだけよ」

　鷲羽は結晶を見下ろすと、にっこり笑った。

「宇宙一の天才の腕を信じなさい、麻由華ちゃん。ちゃんとクリスマスを見せてあげるわよ！」







　季節が巡めぐり、また夏の日ひ差ざしが輝き出した頃、柾まさ木き家けは朝から新しい家族を迎むかえる準備で大おお忙いそがしだった。

　居間にはどこから見つけてきたのか、大きなモミの木が鎮ちん座ざしている。

「魎呼さん、あの一番てっぺんにこれ、飾ってよ」

　清音がピカピカ光る大きな金色の星を差し出した。

「おめーら不ふ便べんだよなぁ、飛べなくて」

　魎呼が鼻歌交まじりに宙を上がり、モミの木のてっぺんに星を結びつける。

　細い針金で力任まかせにぐるぐる巻きつけたので、星は少し傾かしいでいた。

「曲がってるわよ。やりなおし！」

「へいへい」

　魎呼は葉っぱごと星をもぎ取ると、てっぺんの細い枝を二、三本まとめて縛しばり直し始めた。

「きぃ～よしぃ～、こ～のよ～るぅ～」

　モミの木の下では美星がご機き嫌げんで歌いながら、真っ白な揺ゆり籠かごに色とりどりのリボンを飾り結びしていた。

　さっきからずぅっとやっているのでもう揺り籠はリボンだらけになっている。

「美星ってば！　まだ朝よ」

「だって歌がそうなってるんだもーん」

「リボンばっかりいじってないで、ちょっとはこっちの飾り付けも手伝ってよ」

　清音が汗だくで長いモールを首にかけ、美星を見下ろした。

　そういう清音の方もさっきからずぅっとやっているので、もうツリーは満まん艦かん飾しよくである。




　台所では砂沙美と阿重霞がお菓子の本を覗のぞき込んで論争の真っ最中だった。

「砂沙美、こっちの可愛い方がいいと思うなあ。なんたってクリスマスとお誕生日と一いつ緒しよなんだから！」

「あら、こっちの四角いケーキの方が上品ですわよ」

「もう、お姉様ったら！　自分の腕を考えてよねー。砂沙美だってこんな細かいクリームの薔ば薇ら、作れないよ！」

　ケーキ職人への道はまだまだ遠いようだ。




　庭では信幸が慣れない手つきでペンキを塗ぬっていた。

　愛らしい淡あわいピンクに塗ぬられつつある木もく馬ばは信幸の手作りである。

　建築家のくせに不器用な信幸の指は絆ばん創そう膏こうだらけだ。

「いやあ、もうちょっとうまくできると思ったのになあ……」

「そこがまたいいんじゃよ。ちょっと歪ゆがんでるところがな」

　縁側では勝仁が涼すずしい顔で赤ん坊の小さな靴くつ下したを編あんでいた。

　透すかし織おりにフリルのついたプロ級の編み上がりである。

「お父さん、器用ですねえ」

「おまえとは出来が違うんじゃ」

　こちらも家具職人への道は遠いようだった。




　天地はさっきからうろうろ落ち着きなく家の中を行ったり来たりしていた。

　エプロンをつけてはいるが台所からは追い返され、居間に掃そう除じ機きをかけ始めると、清音から怒られた。

「天地さん、もう五回目よ。さっきだって飾りを吸い込んじゃって大変だったじゃない。ここはいいから、ほかの部屋をやってきなさいよ」

「うん……」

　天地は渋々掃除機をしまいに行くと、今度は雑ぞう巾きんとバケツを持ってきて鬼のように窓まど磨みがきを始めた。

　こんな有あり様さまなので遅おそい昼飯はまた素そう麵めんになり、砂沙美が折り紙の箱を引っ張り出して鶴やらやっこさんやらを折り始め、阿重霞は買い忘れた銀のアラザンを求めて遠くのスーパーに走り、ごはんを忘れられた魎りよう皇おう鬼きはツリーに飾られた作り物のニンジンを恨めしそうな目で眺めていた。




　さて、柾まさ木き家けの住人がみな忙しく走り回っている間、鷲羽は研究室のカウチにひっくり返り、ＣＤに合わせてご機嫌な声でクリスマス・ソングを歌っていた。

　微び妙みような調整を済すませ、完璧に理想的な環境に保たれた保育器には生まれたばかりの赤ん坊がすやすやと寝息を立てている。

　研究室中に楽しげなクリスマス・メロディーが跳はね回る中、鷲羽は片手でキーボードを叩たたいた。

　モニターに膨ぼう大だいなデータがスクロールし始める。

「生体データ。成長予よ測そくデータ。ミルクの成分データ。離乳食データ。免めん疫えき補ほ足そくデータと教育プログラムデータ。うん、完璧だわ！」

　それらの殆ほとんどが無用のゴミと化してしまうことをこの天才科学者はまだ知らない。




　外玄関では門柱がすっかり板についた阿あ座ざ化かと火か美み猛だけが早々と赤い帽ぼう子しを被かぶせられ、道行く人を仰ぎよう天てんさせていた。

　やがて長い一日が暮くれ、柾木家の居間に明かりが灯った。

　これ以上望めないほどきれいになった窓ガラスにクリスマス・ツリーのイルミネーションがきらきらと照てり映はえている。

　季節外はずれのクリスマス・ソングが流れる中、台所から静しず々しずとクリスマス・ケーキが登場し、テーブルに到着した。

　ケーキの上には小さなロウソクが一本だけ灯ともっている。

　銀のアラザンが空を流れる銀河のようにちりばめられ、パステルカラーの星や花が飾られたケーキは砂沙美と阿あ重え霞かの努力の結けつ晶しようだ。

「わァ、すっごーい！」

　観客席から拍手と歓かん声せいが上がった。

「ほら、見てごらん。お誕生日のケーキだよ」

　天地は揺り籠の中を覗のぞき込んだ。

　生まれたばかりの赤ん坊の頰ほおをつつくと、赤ん坊は明るい色の瞳を不思議そうに見開いて天地を見上げた。

「パパが分かるのね」

　美星が反対側から揺り籠を覗のぞき込こんだ。

「ちょっと抱かせろ。な、いいだろ？」

　魎呼がいきなり赤ん坊を抱き上げる。

「あっ、魎呼さん！　そんなに乱暴に扱ったら……」

「壊こわれちゃうよ！」

　砂沙美と阿重霞が慌あわてて駆かけ寄よった。

「大丈夫だって。あたしは一回こいつを抱いてんだぜ」

　赤ん坊はびっくりしたように目を見開き、ふいに大声で泣き出した。

「ほら、ごらんなさい！　わたくしに貸してくださいな」

　阿重霞がさっと赤ん坊を取り返した。

「よしよし。乱暴なお姉ちゃんねぇ」

　赤ん坊は声を張り上げて抗議した。

「ダメだよ、お姉様。そっとしてやんなきゃ……」

「おむつが濡ぬれたんじゃないかしら？」

「オナカが空すいたんじゃない？」

「それはアンタだって！」

「まあまあ、赤ん坊は泣くものよ」

「俺、もう赤ん坊の抱き方なんて忘れちゃったからなあ」

　砂沙美と清音と美星と鷲羽と信幸が頭を寄せて赤ん坊を見下ろした。

「阿重霞。どれ、わしに貸してごらん」

　勝仁は阿重霞の腕から赤ん坊を抱き上げると、そっとあやし始めた。
















　赤ん坊はふいに何かを思い出したように泣き止み、小さな手で勝仁の襟えりをつかんだ。

「じっちゃん、偉いなあ！」

　天地が感心したように目を丸くする。

「なぁに、単なる年の功じゃよ」

　勝仁は微笑ほほえみながら赤ん坊を見下ろした。

「じゃ、事件が解決したところで──いい？」

　鷲羽がグラスを持ち上げる。

「メリー・クリスマス！　麻由華ちゃん、お誕生日おめでとう！」

「メリー・クリスマス！」

「お誕生日、おめでとう！」

　一同が声を合わせた。

　眠り始めた赤ん坊がその声にまた目を開いた。

　季節外れのクリスマス・ソングが高らかに響く。

　生まれたばかりの新しい命に、これからどんな毎日が、季節が待っていることだろう……。

　真夏のイヴはたちまち賑やかな笑い声に満たされ、赤ん坊は大勢のママとパパに囲まれて幸せそうにまた夢の中へ入って行った。








〔完〕









　　あとがき







　いつも「天地」を応援して下さる皆様、ありがとうございます。

　十冊目の『真夏のイヴ』は作者にとって記念すべき本となりました。

　この本が出る頃にはもう公開間近になっていることと思いますが……そう、「天地」の映画第二弾なのです。




　作者が映画のシナリオのお話を戴いただいたのは昨年の冬でした。

　もし、天地の前に娘が現れたら──というアイデアで書き始め、何度か練ねり直しを経へて完成したのがクリスマスの日でした。

　街中にクリスマスのデコレーションやイルミネーションが溢あふれ、とても嬉うれしかったのを覚えています。

『真夏のイヴ』──タイトルだけ見ると南半球のクリスマスかと思うかもしれません。

　それとも、日に灼やけた裸足はだしの少女を思い浮かべるでしょうか。

　答えは……両方ともイエス！　です。

　真夏の夜に飾るクリスマス・ツリー。

　少年が初めて少女に出会う夏。

　大切なひとにプレゼントを送るイヴ。

　神様の赤ちゃんが生まれた夜。

　タイトルのイヴにはそんな様々な意味が込められています。

（ホント言うとこのタイトルを思いついた時はちょっと嬉うれしかったりしたのでした。もっとホントのことを言うと、夏の映画だけどどうしてもクリスマスがやりたかっただけだったりして）




　さて、この本は『真夏のイヴ』のノヴェライズなのですが、同時に原作でもあるのです。（と、言ってもいいですよね？　両方とも同じ作者なのですから）

　シナリオの方では時間的な制約や様々な理由で書き切れなかった樹じゆ雷らいのスターティカ（星祭り）の光景や、遥よう照しようと由ゆ厨ず葉はの出会い、そして由厨葉や麻ま由ゆ華かの内面を心ゆくまで書くことができたのを嬉しく思っています。

　映画版の『イヴ』の木村監督には大変お世話になりました。

　打ち合わせで何度も話し合い、電話でやり取りしながらイメージを深めていく過か程ていで作者は多くのものを受け取りました。

　麻由華という闖ちん入にゆう者しやが現れたことによって揺ゆれ動く柾木家という構図の中で、天地が、魎りよう呼こが、阿あ重え霞かが何を思い、どう変化していったか。

　元々は居い候そうろうの寄よせ集めという形で始まった天地ファミリーにとって、「家族」とは何なのか。

　一人一人が自分の「今」を問い直していく過程を描いたのがこの物語であり、映画『真夏のイヴ』なのだと考えております。




　堅かたい話になってしまいました……というところでちょっと内輪話を。

　長いこと仕事のＢＧＭを探し求めてＣＤ屋をさまよい歩き、やっと見つけた「これは！」というモノがカンテ・フラメンコ。最近ずっとコレだったんですが、岡山の夏には似合わないぃっ。かと言って何にもかけずにいると外をトラックが爆走していく音がひっきりなしでこれもまた侘わびしい。

　で、前半いろんなＣＤを取とっ替かえ引ひっ替かえしてたんですが、後半昔のプログレを引っ張り出してきたらいきなりハマリ状態。

　そういうワケで、今回はお世話になりましたＰＥＮＤＲＡＧＯＮあんどＧＲＹＰＨＯＮ。

　ラスト百枚ぐらいは朝も昼も夜もエンドレスでずぅっと掛けっぱなし（これが仕事場で良かったと思っているウチの娘）。

　やっぱり刺し身には醬しよう油ゆ、アムラーには茶ちや髪ぱつ、ファンタジーにはプログレでしょ？（って、違う？）

　でも作者の心の中では、この物語はファンタジーなのです。

　闇やみの世界と光の世界、皇おう子じ様にお姫様に伝説の剣が揃そろっててファンタジーでないワケがない！

　と主張してもオッケーなぐらい「天地」の世界には何でも入ってしまうのでした。

　だから皇子様が普段ニンジン畑を耕そうと、素そう麵めんすすろうと、全然ノープロブレム。

　元宇宙海賊と古典的正調お姫様が心の中に同居してても頭が分裂しない秘密はそこにあったのね天地君？




　と、いうワケで作者も今、映画が公開されるのを楽しみに待っているのです。

　魎呼が、阿重霞が今度はスクリーンの中でどんなふうに動いてくれるのか──映像的な期待とともに、音楽の方も楽しみです。

　スターティカや由厨葉の世界からはどんなメロディーが聞こえてくるでしょうか。

　映画の『イヴ』も、物語の『イヴ』も、ともに楽しんで戴ければ、と思っております。

「天地」の世界を愛して下さっている読者のみなさんと、木村監督、そして映画版のスタッフに心からの感謝をこめて。




　ＢＬＡＣＫＭＯＲＥ[image: ]Ｓ ＮＩＧＨＴを聞きながら


長谷川菜穂子　　












天てん地ち無む用よう[image: ！] 真ま夏なつのイヴ








長は谷せ川がわ菜な穂ほ子こ





[image: ]





平成26年9月26日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp




(C)Nahoko Hasegawa 1997

(C)AIC/「天地無用[image: ！]真夏のイヴ」製作委員会 1997





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『天地無用[image: ！] 真夏のイヴ』平成9年7月25日初版発行

平成11年8月10日第3版発行















item/image/p081.jpg
/,7/%

\

N ,,//////4 \
. £ \ ///\’%\///////// \

. ) |

V7

>

U






item/image/cover.jpg
RIEWA/ R

R3] || T

{SAN EFHEH






item/image/p159.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p193.jpg





item/image/p067.jpg





item/image/gaiji-min-ufe10.png





item/image/logo-fan.png





item/image/p229.jpg





item/image/p107.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章　ふたつの月が夜空を照らし、



		第一章　天地は蟬時雨の中、



		第二章　座卓の上に大量のそうめんが……



		第三章　空中温泉の中は……



		第四章　「勝仁さんは？」



		第五章　夏の長い一日が暮れ、



		第六章　「人間でもない、



		第七章　夜半近くなってまた……



		第八章　あたし……何をやったんだろう!?



		第九章　扉をくぐったとたん、



		第十章　「樹雷の力が届かない……



		第十一章　「天地さん！　魎呼さん！」



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p137.jpg





item/image/gaiji-cid12113g.png





item/image/kuchie-001.jpg
iﬂ!’.ﬁm/ BT, §

//






item/image/p047.jpg





item/image/p245.jpg





item/image/p127.jpg
)
.. ‘\“\\\.\““\\%

99 \

\.\\“\\a\&w_\\

¢
RYS






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
<L, BIRELTEDAUS -
KR DSBEZRDDH DEL\D: 4





item/image/gaiji-cid12113.png





